
宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
二
三

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て

吉

　
　原

　
　達

　
　也

は
じ
め
に

一
　
帝
国
大
学
草
創
期
に
お
け
る
「
独
逸
法
律
史
」
講
義

二
　
春
木
一
郎
博
士
に
よ
る
宮
崎
博
士
講
述
「
独
逸
法
律
史
」
筆
記
録

三
　
宮
崎
博
士
の
「
独
逸
法
律
史
」
と
「
比
較
法
制
史
」
と
の
関
係

小
結

別
表

　「
宮
崎
道
三
郎
博
士
講
述
独
逸
法
律
史
」
及
び
「
比
較
法
制
史
」
第
二
部
「
独
逸
法
制
史
」
対
照
表

附
：
宮
崎
道
三
郎
講
述
「
独
逸
法
律
史
」
緒
論
─
春
木
一
郎
博
士
筆
記
録
に
よ
る
─

論

　説

（
一
一
三
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
二
四

は
じ
め
に

宮
崎
道
三
郎
博
士

（
１
）

は
、「
日
本
法
制
史
研
究
の
最
初
の
専
門
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
西
洋
に
於
け
る
近
代
的
法
制
史
研
究
法
を
輸
入
し

て
、
之
を
日
本
法
制
史
研
究
に
適
用
、
実
践
し
た
点
に
於
て
も
最
初
の
人
で
あ
る

（
２
）

」
と
さ
れ
る
が
、
明
治
二
〇
年
代
帝
国
大
学
法
科
大
学

に
お
い
て
日
本
法
制
史
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
羅
馬
法
及
び
比
較
法
制
史
と
い
う
か
た
ち
で
西
洋
法
制
に
関
す
る
講
義
も
並
行
し
て
行
っ

て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。
先
に
宮
崎
博
士
に
よ
る
講
述
『
比
較
法
制
史

（
３
）

』
を
手
が
か
り
に
、
博
士
の
比
較
法
制
史
方
法
論
を
中
心
に
若
干

の
考
察
を
試
み
た

（
４
）

。
次
い
で
、
宮
崎
博
士
が
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
の
帰
国
し
た
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
以
来
数
年
間
に
わ
た
っ
て
行
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
「
羅
馬
法
」
講
義
に
つ
い
て
、
主
に
春
木
一
郎
博
士
（
一
八
七
〇
─
一
九
四
四

（
５
））

に
よ
る
講
述
筆
記
録

（
６
）

を
通
じ
て
そ
の
一

端
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、「
比
較
法
制
史
」
講
義
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
同
じ
く
春
木
博

士
に
よ
る
宮
崎
博
士
講
述
「
独
逸
法
律
史
」
筆
記
録

（
７
）

を
参
看
す
る
機
会
を
え
た
の
で
、
本
稿
で
は
、
同
筆
記
録
を
手
掛
か
り
に
、
宮
崎
博

士
に
よ
る
明
治
二
十
年
代
に
実
施
さ
れ
た
「
独
逸
法
律
史
」
講
義
の
構
想
と
そ
の
後
の
「
比
較
法
制
史
」
講
義
が
い
か
な
る
関
係
に
あ
る

の
か
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
　
帝
国
大
学
草
創
期
に
お
け
る
「
独
逸
法
律
史
」
講
義

帝
国
大
学
草
創
期
に
お
け
る
「
羅
馬
法
」
講
義
の
変
遷
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る

（
８
）

。
宮
崎
道
三
郎
博
士
が

「
法
制
沿
革
」「
羅
馬
法
」
と
並
行
し
て
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
九
月
よ
り
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
夏
ま
で
の
二
年
間
法
科
大
学

（
一
一
四
〇
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
二
四

は
じ
め
に

宮
崎
道
三
郎
博
士

（
１
）

は
、「
日
本
法
制
史
研
究
の
最
初
の
専
門
家
で
あ
る
と
同
時
に
、
西
洋
に
於
け
る
近
代
的
法
制
史
研
究
法
を
輸
入
し

て
、
之
を
日
本
法
制
史
研
究
に
適
用
、
実
践
し
た
点
に
於
て
も
最
初
の
人
で
あ
る

（
２
）

」
と
さ
れ
る
が
、
明
治
二
〇
年
代
帝
国
大
学
法
科
大
学

に
お
い
て
日
本
法
制
史
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
羅
馬
法
及
び
比
較
法
制
史
と
い
う
か
た
ち
で
西
洋
法
制
に
関
す
る
講
義
も
並
行
し
て
行
っ

て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。
先
に
宮
崎
博
士
に
よ
る
講
述
『
比
較
法
制
史

（
３
）

』
を
手
が
か
り
に
、
博
士
の
比
較
法
制
史
方
法
論
を
中
心
に
若
干

の
考
察
を
試
み
た

（
４
）

。
次
い
で
、
宮
崎
博
士
が
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
の
帰
国
し
た
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
以
来
数
年
間
に
わ
た
っ
て
行
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
「
羅
馬
法
」
講
義
に
つ
い
て
、
主
に
春
木
一
郎
博
士
（
一
八
七
〇
─
一
九
四
四

（
５
））

に
よ
る
講
述
筆
記
録

（
６
）

を
通
じ
て
そ
の
一

端
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、「
比
較
法
制
史
」
講
義
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
後
、
同
じ
く
春
木
博

士
に
よ
る
宮
崎
博
士
講
述
「
独
逸
法
律
史
」
筆
記
録

（
７
）

を
参
看
す
る
機
会
を
え
た
の
で
、
本
稿
で
は
、
同
筆
記
録
を
手
掛
か
り
に
、
宮
崎
博

士
に
よ
る
明
治
二
十
年
代
に
実
施
さ
れ
た
「
独
逸
法
律
史
」
講
義
の
構
想
と
そ
の
後
の
「
比
較
法
制
史
」
講
義
が
い
か
な
る
関
係
に
あ
る

の
か
に
つ
い
て
、
若
干
の
検
討
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
　
帝
国
大
学
草
創
期
に
お
け
る
「
独
逸
法
律
史
」
講
義

帝
国
大
学
草
創
期
に
お
け
る
「
羅
馬
法
」
講
義
の
変
遷
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
も
検
討
し
た
こ
と
が
あ
る

（
８
）

。
宮
崎
道
三
郎
博
士
が

「
法
制
沿
革
」「
羅
馬
法
」
と
並
行
し
て
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
九
月
よ
り
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
夏
ま
で
の
二
年
間
法
科
大
学

（
一
一
四
〇
）

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
二
五

に
お
い
て
「
独
逸
法
律
史
」
の
講
義
を
担
当
さ
れ
た
こ
と
は
、
岩
野
英
夫
教
授
の
ご
研
究
に
よ
っ
て
つ
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る

（
９
）

。

宮
崎
博
士
が
、
四
年
間
に
及
ぶ
ド
イ
ツ
留
学

（
10
）

か
ら
帰
国
し
た
の
は
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
一
〇
月
一
九
日
の
こ
と
、
同
月
二
九

日
付
で
帝
国
大
学
教
授
に
任
用
さ
れ
、
法
科
大
学
勤
務
と
な
っ
て
い
る

（
11
）

。
前
稿
に
お
い
て
す
で
に
記
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
宮
崎
博
士

が
こ
の
年
「
古
代
羅
馬
法
」
と
い
う
科
目
を
担
当
し
て
い
た
こ
と
は
「
法
科
大
学
教
員
受
持
学
科
表
〔（
明
治
二
十
一
年
九
月
－
明
治
二
十
二

年
七
月
）〕」
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る

（
12
）

。
翌
年
の
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
か
ら
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
に
か
け
て
の
二
年
間
は
「
法

制
沿
革
及
び
羅
馬
法

（
13
）

」
を
担
当
さ
れ
た
。
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年

（
14
）

、
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
は
「
法
制
沿
革
、
羅
馬
法
並
び
に
独

乙
法
律
史
」
の
講
義
を
担
当
し
た

（
15
）

。
そ
の
後
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
の
講
座
制
へ
の
移
行
に
伴
い
、
九
月
九
日
付
で
、
羅
馬
法
講

座
担
任
、
法
制
史
比
較
法
制
史
講
座
兼
担
と
な
り

（
16
）

、
翌
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
九
月
、
戸
水
寛
人
博
士
教
授
任
用
・
羅
馬
法
講
座
担

任
に
伴
い
、
九
月
八
日
付
で
法
制
史
比
較
法
制
史
講
座
担
任
と
な
る
の
で
あ
る

（
17
）

。
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
に
講
座
制
が
ス
タ
ー
ト
す

る
以
前
に
「
独
逸
法
律
史
」
の
講
義
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
に
は
以
下
の
よ
う
な
経
緯
が
確
認
さ
れ
る
。

一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
に
始
ま
る
帝
国
大
学
法
科
大
学
で
は
「
法
律
学
第
一
科
」「
法
律
学
第
二
科
」「
政
治
学
科
」
か
ら
な
る
学

科
体
制
が
採
用
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
「
当
時
我
が
国
の
法
典
は
猶
編
纂
中
に
属
し
た
れ
ば
、
法
学
教
育
は
勢
ひ
外
国
法
に
依
ら
ざ
る
を
得

ず
。
此
に
於
て
仏
語
を
主
と
し
た
る
法
律
学
科
と
英
語
を
主
と
し
た
る
法
律
学
科
を
設
け
、
前
者
を
第
一
科
と
為
し
、
後
者
を
第
二
科
と

為
し
た

（
18
）

」
と
い
う
事
情
に
基
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
法
律
学
科
二
科
体
制
は
翌
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
九
月
に
は
、「
独
逸

法
」
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、「
英
吉
利
部
」「
仏
蘭
西
部
」
及
び
「
独
逸
部
」
の
三
部
体
制
に
移
行
す
る
。
さ
ら
に
翌
年
の

一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
に
は
、「
第
一
部
」「
第
二
部
」「
第
三
部
」
と
改
称
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
英
吉
利
法
」「
仏
蘭
西
法
」「
独
逸
法
」

（
一
一
四
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
二
六

を
主
と
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
は
、
法
学
教
育
の
重
点
が
従
前
の
外
国
法
教
育
か
ら
「
本
邦
法
典
」

へ
移
さ
れ
、
外
国
法
は
「
参
考
科
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
は
「
本
邦
法
典
を
主
と
し
外
国
法
は
之
を
参

考
科
と
為
し
、
参
考
科
を
第
一
部
第
二
部
第
三
部
と
為
せ
り
」
と
記
し
て
い
る

（
19
）

。
そ
れ
は
前
年
の
大
日
本
帝
国
憲
法
の
発
布
以
後
、
民
法

典
な
ど
が
逐
次
発
布
さ
れ
て
き
た
と
い
う
事
情
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
法
律
学
科
と
し
て
「
毎
年
本
邦
法
典
其
の

他
を
授
け
、
猶
別
に
参
考
科
と
し
て
外
国
法
を
参
考
科
と
し
て
授
く
る
こ
と
と
し
た

（
20
）

」
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
翌
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）

年
に
は
、
従
前
修
業
年
限
三
ヶ
年
制
を
改
め
、
四
ヶ
年
制
が
採
用
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
う
学
科
目
の
改
正
に
よ
り
「
独
逸
法
律
史
」（
毎
週

二
時
間
）
が
は
じ
め
て
登
場
す
る
こ
と
に
な
り

（
21
）

、
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
年
か
ら
宮
崎
博
士
が
「
法
制
沿
革
」「
羅
馬
法
」
と
並
ん

で
「
独
逸
法
律
史
」
を
担
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
で
は
宮
崎
博
士
の
「
独
逸
法
律

史
」
と
い
う
講
義
が
い
か
な
る
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
の
考
察
に
移
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
　
春
木
一
郎
博
士
に
よ
る
宮
崎
博
士
講
述
「
独
逸
法
律
史
」
筆
記
録

現
在
京
都
大
学
法
学
部
図
書
室
に
は
、
春
木
一
郎
博
士
旧
所
蔵
本
を
は
じ
め
関
係
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る

（
22
）

。
宮
崎
博
士
の
「
独
逸
法

律
史
」
講
義
に
関
す
る
記
録
に
つ
い
て
は
、
同
図
書
室
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
春
木
博
士
に
よ
る
宮
崎
博
士
講
述
「
独
逸
法
律
史
」
筆
記
録

が
知
ら
れ
て
い
る
。
同
図
書
室
の
書
誌
に
は
「
獨
逸
法
律
史
／
宮
崎
［
道
三
郎
］
講
義; 

［
春
木
一
郎
筆
記
］」、
書
き
題
簽
の
書
名
と
し

て
、
別
タ
イ
ト
ル
「
宮
崎
先
生
帝
大
講
義
／
獨
逸
法
律
史
」
と
さ
れ
、「
和
装
」、「
巻
尾
に
「
明
治
廿
七
年
二
月
十
五
日
木
曜
日
午
前
十

時
了
」
と
の
墨
書
あ
り
」
と
さ
れ
て
い
る
。
但
し
書
き
題
簽
に
「
宮
崎
先
生
帝
大
講
義

　
獨
逸
法
制マ

マ

史
」
と
あ
り
、「
獨
逸
法
制
史
」
が

（
一
一
四
二
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
二
六

を
主
と
す
る
も
の
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
は
、
法
学
教
育
の
重
点
が
従
前
の
外
国
法
教
育
か
ら
「
本
邦
法
典
」

へ
移
さ
れ
、
外
国
法
は
「
参
考
科
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
は
「
本
邦
法
典
を
主
と
し
外
国
法
は
之
を
参

考
科
と
為
し
、
参
考
科
を
第
一
部
第
二
部
第
三
部
と
為
せ
り
」
と
記
し
て
い
る

（
19
）

。
そ
れ
は
前
年
の
大
日
本
帝
国
憲
法
の
発
布
以
後
、
民
法

典
な
ど
が
逐
次
発
布
さ
れ
て
き
た
と
い
う
事
情
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
法
律
学
科
と
し
て
「
毎
年
本
邦
法
典
其
の

他
を
授
け
、
猶
別
に
参
考
科
と
し
て
外
国
法
を
参
考
科
と
し
て
授
く
る
こ
と
と
し
た

（
20
）

」
と
さ
れ
る
。
さ
ら
に
翌
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）

年
に
は
、
従
前
修
業
年
限
三
ヶ
年
制
を
改
め
、
四
ヶ
年
制
が
採
用
さ
れ
、
こ
れ
に
伴
う
学
科
目
の
改
正
に
よ
り
「
独
逸
法
律
史
」（
毎
週

二
時
間
）
が
は
じ
め
て
登
場
す
る
こ
と
に
な
り

（
21
）

、
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
年
か
ら
宮
崎
博
士
が
「
法
制
沿
革
」「
羅
馬
法
」
と
並
ん

で
「
独
逸
法
律
史
」
を
担
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
以
上
の
よ
う
な
経
緯
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
で
は
宮
崎
博
士
の
「
独
逸
法
律

史
」
と
い
う
講
義
が
い
か
な
る
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
の
考
察
に
移
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
　
春
木
一
郎
博
士
に
よ
る
宮
崎
博
士
講
述
「
独
逸
法
律
史
」
筆
記
録

現
在
京
都
大
学
法
学
部
図
書
室
に
は
、
春
木
一
郎
博
士
旧
所
蔵
本
を
は
じ
め
関
係
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る

（
22
）

。
宮
崎
博
士
の
「
独
逸
法

律
史
」
講
義
に
関
す
る
記
録
に
つ
い
て
は
、
同
図
書
室
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
春
木
博
士
に
よ
る
宮
崎
博
士
講
述
「
独
逸
法
律
史
」
筆
記
録

が
知
ら
れ
て
い
る
。
同
図
書
室
の
書
誌
に
は
「
獨
逸
法
律
史
／
宮
崎
［
道
三
郎
］
講
義; 

［
春
木
一
郎
筆
記
］」、
書
き
題
簽
の
書
名
と
し

て
、
別
タ
イ
ト
ル
「
宮
崎
先
生
帝
大
講
義
／
獨
逸
法
律
史
」
と
さ
れ
、「
和
装
」、「
巻
尾
に
「
明
治
廿
七
年
二
月
十
五
日
木
曜
日
午
前
十

時
了
」
と
の
墨
書
あ
り
」
と
さ
れ
て
い
る
。
但
し
書
き
題
簽
に
「
宮
崎
先
生
帝
大
講
義

　
獨
逸
法
制マ

マ

史
」
と
あ
り
、「
獨
逸
法
制
史
」
が

（
一
一
四
二
）

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
二
七

表
題
に
は
使
わ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
以
下
筆
記
録
本
文
冒
頭
に
も
記
さ
れ
て
い
る
「
独
逸
法
律
史
」
と
し
て
統
一
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
春
木
博
士
の
手
に
な
る
宮
崎
博
士
講
述
「
独
逸
法
律
史
」
が
記
さ
れ
た
時
期
は
書
誌
に
も
記
さ
れ
て
い
る
末
尾
の
「
明
治
廿
七
年
二

月
十
五
日
木
曜
日
午
前
十
時
了
」
と
い
う
記
録
が
唯
一
の
手
掛
か
り
で
し
か
な
い
。
な
ぜ
「
明
治
廿
七
年
二
月
」
な
の
か
、
ま
ず
こ
の
問

題
か
ら
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
本
筆
記
録
が
記
さ
れ
た
時
期
に
つ
い
て
少
な
く
と
も
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
「
明
治
廿
七
年
二
月
」
時
点
で
春
木
博
士
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
記
録
か
ら
清
書
さ
れ
た
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
春
木
博
士
が

法
科
大
学
に
入
学
さ
れ
た
の
は
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
で
あ
り
、
宮
崎
博
士
の
「
羅
馬
法
」
を
聴
講
し
た
の
は
、
同
年
九
月
か
ら
翌

一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
の
夏
ま
で
の
こ
と
で
あ
っ
た

（
23
）

。
他
方
、
先
の
岩
野
教
授
の
検
討
で
、
宮
崎
博
士
は
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年

九
月
か
ら
の
一
年
間
及
び
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
九
月
か
ら
の
一
年
間
の
二
年
間
「
独
逸
法
律
史
」
を
担
当
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て

い
る

（
24
）

。
宮
崎
博
士
が
こ
の
二
年
間
の
み
「
独
逸
法
律
史
」
を
担
当
さ
れ
た
と
す
る
と
、
春
木
博
士
は
こ
の
両
年
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
の
年

に
「
独
逸
法
律
史
」
を
聴
講
し
て
、
そ
の
後
「
明
治
廿
七
年
二
月
十
五
日
」
の
時
点
で
あ
ら
た
め
て
筆
記
録
を
清
書
し
た
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
春
木
博
士
は
こ
の
年
の
七
月
に
帝
国
大
学
法
科
大
学
卒
業
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
時
期
に
宮
崎
博
士
の
「
独
逸
法
律
史
」
の

筆
記
録
を
あ
ら
た
め
て
清
書
し
た
経
緯
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
疑
問
と
し
て
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
春
木
博
士
の
「
羅
馬
法
」

筆
記
録
は
、
横
罫
の
ノ
ー
ト
に
ペ
ン
書
き
で
あ
り
、
ま
た
数
カ
所
欄
外
に
講
義
の
日
付
と
思
わ
れ
る
数
字
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
も
、
聴
講
時
の
記
録
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
独
逸
法
律
史
」
筆
記
録
は
、
縦
罫
の
和
紙
に
恐
ら
く
墨
書
さ
れ

た
形
式
と
な
っ
て
お
り
、「
羅
馬
法
筆
記
録
」
と
は
体
裁
が
異
な
る
。
春
木
博
士
の
字
体
は
必
ず
し
も
読
み
や
す
い
も
の
の
で
は
な
い
。

そ
の
点
で
同
じ
春
木
博
士
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
れ
ば
、「
独
逸
法
律
史
」
筆
記
録
の
方
が
比
較
的
判
読
し
や
す
い
こ
と
も
清
書
さ
れ
た

可
能
性
を
補
強
す
る
一
つ
の
証
左
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
一
一
四
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
二
八

い
ま
一
つ
は
、
宮
崎
博
士
が
、「
羅
馬
法
講
座
」
担
任
「
法
制
史
比
較
法
制
史
講
座
」
兼
担
し
た
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
の
年
に
も

「
独
逸
法
律
史
」
の
講
義
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
て
、
春
木
博
士
の
筆
記
録
は
こ
の
年
の
宮
崎
博
士
に
よ
る
「
独
逸
法
律
史
」
の
講
述

記
録
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。「
明
治
廿
七
年
二
月
十
五
日
」
と
い
う
日
付
が
年
次
の
途
中
で
あ
る
点
が
疑
問
と
な
る
が
、
こ
の

年
次
に
何
ら
か
の
形
で
「
独
逸
法
律
史
」
の
講
義
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
春
木
博
士
の
筆
記
録
の

成
立
時
期
に
つ
い
て
少
な
く
と
も
以
上
の
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
だ
け
に
と
ど
め
る
が
、
後
者
の
問
題
は
、
宮
崎
博
士

が
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
か
ら
九
四
（
明
治
二
七
年
）
か
け
て
担
当
し
た
科
目
は
何
で
あ
っ
た
か
を
考
え
る
上
で
一
つ
の
手
掛
か
り
を

与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
春
木
博
士
を
初
め
と
す
る
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
九
月
の
入
学
生
は
ど
の

よ
う
に
し
て
法
科
大
学
を
卒
業
し
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
確
認
を
必
要
と
す
る
。

先
に
記
し
た
よ
う
に
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
従
前
の
法
律
学
科
三
部
制
か
ら
法
律
学
科
と
参
考
科
か
ら
な
る
体
制
に
移
行
し

（
25
）

、

さ
ら
に
翌
一
八
九
〇
（
明
治
二
四
）
年
に
は
「
本
邦
法
典
を
授
く
る
に
、
三
ヶ
年
に
て
は
時
日
不
足
な
る
を
慮
ひ
た
る

（
26
）

」
と
し
て
修
業
年

限
が
四
ヶ
年
に
延
長
さ
れ
、
そ
の
際
の
学
科
目
の
改
正
に
よ
っ
て
「
独
逸
法
律
史
」
も
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
と
な
り
、
宮
崎
博
士
が
こ
れ

を
担
当
し
た
。
こ
の
際
の
改
正
に
つ
い
て
「
第
一
年
の
課
程
中
…
…
参
考
科
第
二
部
仏
蘭
西
民
法
を
仏
法
（
汎
論
）（
毎
週
四
時
）
と
改
め
、

同
第
三
部
独
逸
法
律
史
（
毎
週
二
時
）
と
し
…
…

（
27
）

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、「
独
逸
法
律
史
」
は
第
一
年
に
配
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
と

な
る
。
こ
の
こ
と
は
先
の
筆
記
録
清
書
説
を
裏
付
け
る
証
左
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
う
一
点
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
の
改
正

に
つ
い
て
は
、
修
業
年
限
四
年
の
制
度
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
も
疑
問
が
残
る
。
具
体
的
に
は
こ
の
年
に
入

学
し
た
春
木
博
士
が
四
年
後
で
は
な
く
、
三
年
後
の
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
七
月
に
卒
業
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
疑
問
で
あ

る
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
の
一
つ
の
答
え
は
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
年
）
九
月
に
実
施
さ
れ
た
学
科
編
成
の
改
正
に
伴
い
、
学
年
制
が

（
一
一
四
四
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
二
八

い
ま
一
つ
は
、
宮
崎
博
士
が
、「
羅
馬
法
講
座
」
担
任
「
法
制
史
比
較
法
制
史
講
座
」
兼
担
し
た
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
の
年
に
も

「
独
逸
法
律
史
」
の
講
義
が
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
て
、
春
木
博
士
の
筆
記
録
は
こ
の
年
の
宮
崎
博
士
に
よ
る
「
独
逸
法
律
史
」
の
講
述

記
録
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。「
明
治
廿
七
年
二
月
十
五
日
」
と
い
う
日
付
が
年
次
の
途
中
で
あ
る
点
が
疑
問
と
な
る
が
、
こ
の

年
次
に
何
ら
か
の
形
で
「
独
逸
法
律
史
」
の
講
義
が
な
さ
れ
て
い
た
と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
春
木
博
士
の
筆
記
録
の

成
立
時
期
に
つ
い
て
少
な
く
と
も
以
上
の
二
つ
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
だ
け
に
と
ど
め
る
が
、
後
者
の
問
題
は
、
宮
崎
博
士

が
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
か
ら
九
四
（
明
治
二
七
年
）
か
け
て
担
当
し
た
科
目
は
何
で
あ
っ
た
か
を
考
え
る
上
で
一
つ
の
手
掛
か
り
を

与
え
て
く
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
春
木
博
士
を
初
め
と
す
る
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
九
月
の
入
学
生
は
ど
の

よ
う
に
し
て
法
科
大
学
を
卒
業
し
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
さ
ら
に
確
認
を
必
要
と
す
る
。

先
に
記
し
た
よ
う
に
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
従
前
の
法
律
学
科
三
部
制
か
ら
法
律
学
科
と
参
考
科
か
ら
な
る
体
制
に
移
行
し

（
25
）

、

さ
ら
に
翌
一
八
九
〇
（
明
治
二
四
）
年
に
は
「
本
邦
法
典
を
授
く
る
に
、
三
ヶ
年
に
て
は
時
日
不
足
な
る
を
慮
ひ
た
る

（
26
）

」
と
し
て
修
業
年

限
が
四
ヶ
年
に
延
長
さ
れ
、
そ
の
際
の
学
科
目
の
改
正
に
よ
っ
て
「
独
逸
法
律
史
」
も
講
じ
ら
れ
る
こ
と
と
と
な
り
、
宮
崎
博
士
が
こ
れ

を
担
当
し
た
。
こ
の
際
の
改
正
に
つ
い
て
「
第
一
年
の
課
程
中
…
…
参
考
科
第
二
部
仏
蘭
西
民
法
を
仏
法
（
汎
論
）（
毎
週
四
時
）
と
改
め
、

同
第
三
部
独
逸
法
律
史
（
毎
週
二
時
）
と
し
…
…

（
27
）

」
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、「
独
逸
法
律
史
」
は
第
一
年
に
配
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
と

な
る
。
こ
の
こ
と
は
先
の
筆
記
録
清
書
説
を
裏
付
け
る
証
左
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
う
一
点
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
の
改
正

に
つ
い
て
は
、
修
業
年
限
四
年
の
制
度
が
実
際
に
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
の
か
と
い
う
点
で
も
疑
問
が
残
る
。
具
体
的
に
は
こ
の
年
に
入

学
し
た
春
木
博
士
が
四
年
後
で
は
な
く
、
三
年
後
の
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
七
月
に
卒
業
し
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
と
い
う
疑
問
で
あ

る
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
の
一
つ
の
答
え
は
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
年
）
九
月
に
実
施
さ
れ
た
学
科
編
成
の
改
正
に
伴
い
、
学
年
制
が

（
一
一
四
四
）

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
二
九

廃
止
さ
れ
、
課
目
制
が
採
用
さ
れ
た
こ
と

（
28
）

に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
学
年
制
が
廃
さ
れ
た
結
果
、
学
生
を
分
け
て
「
第
一

回
受
験
生
」、「
第
二
回
受
験
生
」、「
第
三
回
受
験
生
」
と
さ
れ
、「
第
一
回
受
験
生
」
は
そ
の
年
に
新
た
に
入
学
し
た
者
そ
の
他
の
者
で

あ
っ
て
、「
所
定
の
第
一
回
試
問
を
受
け
ん
と
す
る
者
」
と
さ
れ
、
以
下
、
第
一
回
、
第
二
回
の
試
問
に
そ
れ
ぞ
れ
合
格
し
た
上
で
、
順

次
第
二
回
、
第
三
回
の
試
問
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
合
格
後
に
一
年
以
上
の
在
学
を
必
要
と
さ
れ
た
。「
故
に
最
も
短
き
場

合
は
三
学
年
の
在
学
に
よ
り
卒
業
し
得
べ
き
な
り

（
29
）

」
と
あ
る
よ
う
に
、
結
果
と
し
て
、
修
業
年
次
を
三
ヶ
年
と
す
る
こ
と
が
在
学
中
の
学

生
に
も
認
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
改
正
は
は
同
年
の
講
座
制
へ
の
移
行
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
講
座
制
へ
の
移
行
に
伴
う
学
科
目
の
大
幅
な
改
変
と
学
年
進
行
の
問
題
を
一
気
に
か
つ
柔
軟
に
解
決
す
る
方
法
と
し
て
は
こ
の
よ
う

な
形
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
春
木
博
士
の
宮
崎
博
士
「
独
逸
法
律
史
」
筆
記
録
は
ど
の
年
次
の
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
も
う
一
度
戻
る
こ
と
と
す
る
。

こ
の
問
題
は
、
宮
崎
博
士
が
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
ど
の
よ
う
な
講
義
を
行
っ
た
か
と
こ
と
と
も
関
わ
っ
て
く

る
。
か
つ
て
瀧
川
政
次
郎
博
士
が
、『
日
本
法
制
史
研
究
』「
明
治
以
後
に
お
け
る
法
制
史
学
の
発
達
」
と
題
す
る
論
稿

（
30
）

に
お
い
て
宮
崎
博

士
の
「
羅
馬
法
」
講
義
を
「
明
治
二
十
八
年
か
ら
に
三
十
一
年
ま
で
」
担
当
さ
れ
た
と
記
述
さ
れ
た
が
、
こ
の
点
は
、
岩
野
教
授
の
綿
密

な
検
討
に
よ
っ
て
そ
の
誤
り
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

（
31
）

。
宮
崎
博
士
が
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
に
「
羅
馬
法
講
座
」
担
任

と
し
て
、「
羅
馬
法
」
を
講
じ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る

（
32
）

。
こ
の
点
で
、
藤
野
奈
津
子
教
授
が
法
制
史
学
会
報
告
の
中
で
同
年
宮
崎
博
士
の

「
羅
馬
法
」
講
義
を
聴
講
し
た
松
木
幹
一
郎
氏
（
一
八
七
二
─
一
九
三
九
）
の
ノ
ー
ト
の
あ
ら
ま
し
を
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と
は
貴
重
で

あ
る

（
33
）

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
全
体
は
「
外
篇
」
と
「
内
篇
」
に
分
か
れ
、
前
者
は
、
講
義
の
目
的
、
参
考
書
の
紹
介
な
ど
序
論
的
講
義
で
あ

り
、
後
者
は
「
通
則
」「
物
権
法
」「
債
権
法
」「
家
族
法
」「
相
続
法
」
の
五
編
構
成
で
、
ロ
ー
マ
私
法
の
全
体
が
講
じ
ら
れ
た
よ
う
で
あ

（
一
一
四
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
三
〇

る
。
春
木
博
士
に
よ
る
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
の
「
羅
馬
法
」
筆
記
録

（
34
）

で
は
、
前
半
は
「
羅
馬
法
沿
革
論
」
と
し
て
ロ
ー
マ
法
史
の

詳
細
が
語
ら
れ
、
後
半
で
は
ロ
ー
マ
私
法
の
全
体
が
「
総
則
」「
財
産
法
」「
家
族
法
」「
相
続
法
」
と
し
て
講
じ
ら
れ
て
い
る
。「
松
木

ノ
ー
ト
」
と
の
違
い
は
、「
羅
馬
法
沿
革
論
」
に
比
重
の
半
分
が
置
か
れ
て
お
り
、
講
義
時
間
数
か
ら
考
え
る
と
「
羅
馬
私
法
」
の
部
分

に
お
い
て
濃
度
差
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
年
宮
崎
博
士
が
兼
担
し
た
「
法
制
史
比
較
法
制
史
講
座
」
に
関
し
て
、「
法
制
史
」
の
講
義
は
三
上
参
次
博
士
に
よ
っ
て
、
そ
の
後

一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
ま
で
の
二
年
間
担
当
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
三
上
博
士
自
身
の
言
葉
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る

（
35
）

こ

と
で
も
あ
り
、
た
し
か
に
信
憑
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
に
宮
崎
博
士
が
「
法
制
史
比
較
法
制
史

講
座
」
担
任
と
な
り
、「
羅
馬
法
講
座
」
を
帰
国
し
た
戸
水
寛
人
博
士
が
担
任
し
た
と
す
る
と
、「
法
制
史
」
講
義
の
点
で
宮
崎
博
士
と
三

上
博
士
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
か
の
判
断
を
留
保
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

で
は
こ
の
年
「
比
較
法
制
史
」
は
宮
崎
博
士
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
講
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
稿
に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
、

春
木
博
士
に
よ
る
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
の
宮
崎
博
士
講
述
「
羅
馬
法
」
筆
記
録
の
前
半
「
羅
馬
法
沿
革
論
」
と
、
日
本
大
学
所
蔵

の
『
比
較
法
制
史
』
第
一
部
「
羅
馬
法
制
史
」
と
の
間
に
は
内
容
上
き
わ
て
め
て
親
和
性
が
あ
る

（
36
）

。
同
様
に
、
構
成
上
の
細
部
は
お
く
と

し
て
、
春
木
博
士
に
よ
る
「
独
逸
法
律
史
」
筆
記
録
と
、『
比
較
法
制
史
』
第
二
部
「
独
逸
法
制
史
」
と
の
間
に
も
親
和
性
が
認
め
ら
れ

る
。『
比
較
法
制
史
』
に
つ
い
て
は
、
日
本
大
学
所
蔵
本
と
摂
南
大
学
所
蔵
本
と
の
比
較
し
た
に
と
ど
ま
る
。
謄
写
刷
版
の
日
本
大
学
所

蔵
本
の
成
立
年
次
は
確
認
で
き
な
い
。
摂
南
大
学
所
蔵
本
は
宮
崎
博
士
の
「
比
較
法
制
史
」
の
最
終
年
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
か
ら

一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
の
筆
記
録
で
あ
る
が
、
そ
の
筆
記
内
容
の
点
で
は
前
者
に
及
ば
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
例
え
ば

最
後
が
尻
切
れ
ト
ン
ボ
の
よ
う
な
終
わ
り
方
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
内
容
的
に
も
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
の
は
、
こ

（
一
一
四
六
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
三
〇

る
。
春
木
博
士
に
よ
る
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
の
「
羅
馬
法
」
筆
記
録

（
34
）

で
は
、
前
半
は
「
羅
馬
法
沿
革
論
」
と
し
て
ロ
ー
マ
法
史
の

詳
細
が
語
ら
れ
、
後
半
で
は
ロ
ー
マ
私
法
の
全
体
が
「
総
則
」「
財
産
法
」「
家
族
法
」「
相
続
法
」
と
し
て
講
じ
ら
れ
て
い
る
。「
松
木

ノ
ー
ト
」
と
の
違
い
は
、「
羅
馬
法
沿
革
論
」
に
比
重
の
半
分
が
置
か
れ
て
お
り
、
講
義
時
間
数
か
ら
考
え
る
と
「
羅
馬
私
法
」
の
部
分

に
お
い
て
濃
度
差
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

同
年
宮
崎
博
士
が
兼
担
し
た
「
法
制
史
比
較
法
制
史
講
座
」
に
関
し
て
、「
法
制
史
」
の
講
義
は
三
上
参
次
博
士
に
よ
っ
て
、
そ
の
後

一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
ま
で
の
二
年
間
担
当
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
三
上
博
士
自
身
の
言
葉
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る

（
35
）

こ

と
で
も
あ
り
、
た
し
か
に
信
憑
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
に
宮
崎
博
士
が
「
法
制
史
比
較
法
制
史

講
座
」
担
任
と
な
り
、「
羅
馬
法
講
座
」
を
帰
国
し
た
戸
水
寛
人
博
士
が
担
任
し
た
と
す
る
と
、「
法
制
史
」
講
義
の
点
で
宮
崎
博
士
と
三

上
博
士
と
の
関
係
が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
べ
き
か
の
判
断
を
留
保
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

で
は
こ
の
年
「
比
較
法
制
史
」
は
宮
崎
博
士
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
講
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
稿
に
お
い
て
検
討
し
た
よ
う
に
、

春
木
博
士
に
よ
る
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
の
宮
崎
博
士
講
述
「
羅
馬
法
」
筆
記
録
の
前
半
「
羅
馬
法
沿
革
論
」
と
、
日
本
大
学
所
蔵

の
『
比
較
法
制
史
』
第
一
部
「
羅
馬
法
制
史
」
と
の
間
に
は
内
容
上
き
わ
て
め
て
親
和
性
が
あ
る

（
36
）

。
同
様
に
、
構
成
上
の
細
部
は
お
く
と

し
て
、
春
木
博
士
に
よ
る
「
独
逸
法
律
史
」
筆
記
録
と
、『
比
較
法
制
史
』
第
二
部
「
独
逸
法
制
史
」
と
の
間
に
も
親
和
性
が
認
め
ら
れ

る
。『
比
較
法
制
史
』
に
つ
い
て
は
、
日
本
大
学
所
蔵
本
と
摂
南
大
学
所
蔵
本
と
の
比
較
し
た
に
と
ど
ま
る
。
謄
写
刷
版
の
日
本
大
学
所

蔵
本
の
成
立
年
次
は
確
認
で
き
な
い
。
摂
南
大
学
所
蔵
本
は
宮
崎
博
士
の
「
比
較
法
制
史
」
の
最
終
年
一
九
〇
一
（
明
治
三
四
）
年
か
ら

一
九
〇
二
（
明
治
三
五
）
年
の
筆
記
録
で
あ
る
が
、
そ
の
筆
記
内
容
の
点
で
は
前
者
に
及
ば
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
と
よ
り
例
え
ば

最
後
が
尻
切
れ
ト
ン
ボ
の
よ
う
な
終
わ
り
方
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
内
容
的
に
も
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
の
は
、
こ

（
一
一
四
六
）

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
三
一

れ
は
筆
記
者
に
よ
る
差
異
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
全
体
の
構
成
と
し
て
、
前
半
の
羅
馬
法
制
史
、
後
半
の
独
逸
法
制
史
と
い

う
構
成
は
両
者
に
共
通
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
宮
崎
博
士
に
よ
る
「
比
較
法
制
史
」
は
一
貫
し
て
こ
の
二
部
構
成
で
講
じ
ら
れ
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
の
「
比
較
法
制
史
」
も
、「
羅
馬
法
制
史
」
な
い
し
「
羅
馬
法

沿
革
論
」
と
「
独
逸
法
制
史
」
を
内
容
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
先
の
松
木
氏
ノ
ー
ト
か
ら
も
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
こ
の
年
の

「
羅
馬
法
」
講
義
は
藤
野
報
告
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
「
羅
馬
私
法
」
に
重
点
を
お
い
た
も
の
で
あ
り
、
従
前
の
「
羅
馬
法
」
の
う
ち
「
羅

馬
法
沿
革
論
」
の
部
分
は
「
比
較
法
制
史
」
の
内
容
と
し
て
講
じ
ら
れ
た
と
す
る
と
、
春
木
博
士
に
よ
る
宮
崎
博
士
講
述
「
独
逸
法
律

史
」
筆
記
録
は
、「
比
較
法
制
史
」
講
義
の
一
部
と
し
て
で
あ
る
か
、
独
立
し
て
で
あ
る
か
は
別
と
し
て
、
こ
の
年
の
「
独
逸
法
律
史
」

を
内
容
を
伝
え
る
と
い
う
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
春
木
博
士
に
よ
っ
て
筆
記
録
末
尾
に
記
さ

れ
た
「
明
治
廿
七
年
二
月
十
五
日
木
曜
日
午
前
十
時
了
」
と
い
う
記
事
も
こ
の
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
。
宮
崎
博
士
は

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
の
「
羅
馬
法
」
を
毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日
に
二
時
間
ず
つ
合
計
四
時
間
を
講
じ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
37
）

、

一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
の
年
は
月
曜
日
が
「
独
逸
法
律
史
」
の
講
義
日
で
あ
り
、「
午
前
十
時
了
」
は
午
前
中
最
初
の
講
義
時
間
の
終

了
を
講
義
室
の
現
場
で
記
し
た
記
録
と
も
見
る
こ
と
で
き
る
。
か
り
に
こ
の
年
の
「
比
較
法
制
史
」
の
中
で
ま
ず
「
独
逸
法
律
史
」
が
講

じ
ら
れ
た
と
す
る
と
、
九
月
か
ら
翌
年
六
月
初
め
ま
で
の
毎
週
あ
た
り
講
義
時
間
数
か
ら
算
定
す
る
と
、「
独
逸
法
制
史
」
に
三
分
の
二

ほ
ど
の
比
重
が
あ
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
春
木
博
士
に
よ
る
「
独
逸
法
律
史
」
筆
記
録
は
、
宮
崎
博
士
が
並
行
し
て

講
じ
ら
れ
た
「
羅
馬
法
」
と
の
関
係
で
、「
比
較
法
制
史
」
が
そ
の
後
の
日
本
大
学
所
蔵
本
や
摂
南
大
学
所
蔵
本
伝
え
る
構
成
と
は
異

な
っ
た
講
義
構
成
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
春
木
博
士
に
よ
る
宮
崎
博
士
「
独
逸
法
律
史
」
筆
記
録
の
背
景
に
あ
る
い
く
つ
か
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
こ
で

（
一
一
四
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
三
二

次
に
宮
崎
博
士
の
「
独
逸
法
律
史
」
が
何
を
構
想
し
い
か
な
る
目
的
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
検
討
に
移
る
こ
と
と
し
た
い
。

三
　
宮
崎
博
士
の
「
独
逸
法
律
史
」
と
「
比
較
法
制
史
」
と
の
関
係

春
木
博
士
に
よ
る
「
独
逸
法
律
史
」
筆
記
録
は
、
次
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
冒
頭
に
「
独
逸
法
律
史
」
と
記
さ
れ
、

「
緒
論
」
と
し
て
「
独
逸
法
律
史
を
学
ぶ
の
利
益
」
が
説
か
れ
る
。「
緒
論
」
に
つ
い
て
は
四
で
触
れ
る
。
本
論
は
、
全
体
と
し
て
、「
第

一
期
」
～
「
第
四
期
」
の
四
期
区
分
が
採
用
さ
れ
お
り
、
第
一
章
か
ら
第
四
四
章
ま
で
の
通
し
の
章
立
て
の
構
成
が
採
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
通
し
の
章
立
て
は
、「
羅
馬
法
」
筆
記
録
に
も
共
通
す
る
構
成
で
あ
る
。「
比
較
法
制
史
」
第
二
部
の
「
独
逸
法
制
史
」
で
は
、「
第
一

期
」
～
「
第
四
期
」
か
ら
「
第
一
章
」
～
「
第
四
章
」
と
い
う
大
項
目
の
章
立
て
に
、
こ
れ
ら
四
章
の
も
と
に
小
項
目
と
し
て
「
節
」
を

置
く
と
い
う
構
成
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
「
羅
馬
法
」
の
「
羅
馬
法
沿
革
論
」
か
ら
「
比
較
法
制
史
」
の
「
羅
馬
法
制
史
」
へ

の
変
更
と
同
じ
で
あ
る
。
両
者
の
対
照
表
を
別
表
と
し
て
掲
げ
て
あ
る
の
で
、
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
全
体
は
四
四
章
か
ら
構
成
さ

れ
る
が
、
例
え
ば
「
第
一
章

　
日
耳
曼
人
の
由
来
」
は
量
的
に
半
丁
弱
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
最
後
の
「
第
四
四
章

　
第
十
五
世
紀
の
末

よ
り
第
十
九
世
紀
の
始
に
至
る
独
逸
法
律
沿
革
の
大
略
」
は
十
一
丁
に
も
及
ぶ
よ
う
に
、
章
自
体
の
分
類
は
試
行
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
も
と
よ
り
第
四
四
章
は
、
主
に
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
国
制
と
法
学
史
に
関
す
る
論
述
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
章
が
、「
日
耳
曼
法
」
に
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
の
由
来
か
ら
説
き
起
こ
さ
れ
、
王
以
下
の
種
々

の
役
職
、
兵
制
、
身
分
、
土
地
制
度
、
民
法
・
刑
法
・
訴
訟
法
な
ど
の
法
制
度
を
個
々
に
章
を
立
て
て
論
じ
て
い
く
と
い
う
方
式
が
採
用

さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

（
一
一
四
八
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
三
二

次
に
宮
崎
博
士
の
「
独
逸
法
律
史
」
が
何
を
構
想
し
い
か
な
る
目
的
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
検
討
に
移
る
こ
と
と
し
た
い
。

三
　
宮
崎
博
士
の
「
独
逸
法
律
史
」
と
「
比
較
法
制
史
」
と
の
関
係

春
木
博
士
に
よ
る
「
独
逸
法
律
史
」
筆
記
録
は
、
次
の
よ
う
な
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
冒
頭
に
「
独
逸
法
律
史
」
と
記
さ
れ
、

「
緒
論
」
と
し
て
「
独
逸
法
律
史
を
学
ぶ
の
利
益
」
が
説
か
れ
る
。「
緒
論
」
に
つ
い
て
は
四
で
触
れ
る
。
本
論
は
、
全
体
と
し
て
、「
第

一
期
」
～
「
第
四
期
」
の
四
期
区
分
が
採
用
さ
れ
お
り
、
第
一
章
か
ら
第
四
四
章
ま
で
の
通
し
の
章
立
て
の
構
成
が
採
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
通
し
の
章
立
て
は
、「
羅
馬
法
」
筆
記
録
に
も
共
通
す
る
構
成
で
あ
る
。「
比
較
法
制
史
」
第
二
部
の
「
独
逸
法
制
史
」
で
は
、「
第
一

期
」
～
「
第
四
期
」
か
ら
「
第
一
章
」
～
「
第
四
章
」
と
い
う
大
項
目
の
章
立
て
に
、
こ
れ
ら
四
章
の
も
と
に
小
項
目
と
し
て
「
節
」
を

置
く
と
い
う
構
成
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
「
羅
馬
法
」
の
「
羅
馬
法
沿
革
論
」
か
ら
「
比
較
法
制
史
」
の
「
羅
馬
法
制
史
」
へ

の
変
更
と
同
じ
で
あ
る
。
両
者
の
対
照
表
を
別
表
と
し
て
掲
げ
て
あ
る
の
で
、
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
全
体
は
四
四
章
か
ら
構
成
さ

れ
る
が
、
例
え
ば
「
第
一
章

　
日
耳
曼
人
の
由
来
」
は
量
的
に
半
丁
弱
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
最
後
の
「
第
四
四
章

　
第
十
五
世
紀
の
末

よ
り
第
十
九
世
紀
の
始
に
至
る
独
逸
法
律
沿
革
の
大
略
」
は
十
一
丁
に
も
及
ぶ
よ
う
に
、
章
自
体
の
分
類
は
試
行
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
も
と
よ
り
第
四
四
章
は
、
主
に
近
世
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
国
制
と
法
学
史
に
関
す
る
論
述
が
中
心
と
な
っ
て

い
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
章
が
、「
日
耳
曼
法
」
に
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
の
由
来
か
ら
説
き
起
こ
さ
れ
、
王
以
下
の
種
々

の
役
職
、
兵
制
、
身
分
、
土
地
制
度
、
民
法
・
刑
法
・
訴
訟
法
な
ど
の
法
制
度
を
個
々
に
章
を
立
て
て
論
じ
て
い
く
と
い
う
方
式
が
採
用

さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

（
一
一
四
八
）

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
三
三

第
十
五
章

　
訴
訟
手
続

［
第
二
期

　
フ
ラ
ン
ク
時
代
、
記
載
な
し
］

第
十
六
章

　
日
耳
曼
人
種
の
移
転
及
び
其
影
響

　
第
一
節

　
日
耳
曼
人
種
の
移
転

　
第
二
節

　
日
耳
曼
人
種
移
転
の
結
果

第
十
七
章

　
日
耳
曼
人
種
に
新
た
に
建
国
せ
し
諸
国
の
状
況

　
第
一
節

　G
othen

　
第
二
節

　L
angobaden

　
第
三
節

　B
ayern

　
第
四
節

　B
urgunden

　
第
五
節

　O
stgothen

　
第
六
節

　A
lem

annen

　
第
七
節

　S
axonen

　
第
八
節

　F
riesen

　
第
九
節

　A
ngelsachse

第
十
八
章

　
日
耳
曼
人
の
建
国
及
び
其
国
勢
の
拡
張

独
乙
法
律
史

緒
論

第
一
期

　
日
耳
曼
時
代

第
一
章

　
日
耳
曼
人
種
の
由
来

第
二
章

　
日
耳
曼
人
種
の
住
所

第
三
章

　
日
耳
曼
人
種
の
諸
部
族

第
四
章

　civitas, pagus 
（G

au
） 

及
びvici 

（D
orf

）

第
五
章

　rex, kuninc, dux, princeps

第
六
章

　com
entus, com

es

第
七
章

　concilium

第
八
章

　H
undertschaftung

第
九
章

　
軍
隊
の
組
織

第
十
章

　
裁
判
所
の
組
織

第
十
一
章

　
身
分
の
種
類

第
十
二
章

　
土
地
制
度

第
十
三
章

　
刑
法

第
十
四
章

　
民
法

（
一
一
四
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
三
四

　
　
第
一
款

　leges barbarorum

　
　
第
二
款

　leges R
om

anorum

第
三
十
四
章

　
民
法

物
権
・
債
権
・
親
属
法

第
三
十
五
章

　
刑
法

第
三
十
六
章

　
訴
訟
手
続

第
三
期

　
中
世

　
第
九
世
紀
よ
り
第
十
五
世
紀
頃
迠
の
沿
革

第
三
十
七
章

　
独
乙
国
の
分
立
及
び
其
国
勢
沿
革
大
略

第
三
十
八
章

　
王
家
及
び
財
政

第
三
十
九
章

　
侍
臣

第
四
十
章

　
地
方
の
政
治
機
関

第
四
十
一
章

　S
tadt

の
沿
革
大
略

第
四
十
二
章

　R
echtsquellen

　
法
源

第
四
十
三
章

　
中
世
に
於
け
る
裁
判
所
の
組
織

第
四
期

　
近
世

第
十
九
章

　
人
民
集
会
［
？
］

第
廿
章

　
　G

au, G
raf

第
廿
一
章

　centena, centenarius

第
廿
二
章

　ducatus, H
erzog

第
廿
三
章

　m
issaticum

, m
issus dom

inicus

第
廿
四
章

　
日
耳
曼
の
侍
臣

第
廿
五
章

　
議
会

第
廿
六
章

　
兵
制

第
廿
七
章

　
封
建
制
度

第
廿
八
章

　
裁
判
上
の
組
織

第
廿
九
章

　
財
政

第
三
十
章

　im
m

unitas

第
三
十
一
章

　
土
地
制
度

第
三
十
二
章

　
身
分
の
種
類

第
三
十
三
章

　
法
律
の
体
裁

　
第
一
節

　
緒
言

　
第
二
節

　leges barbarorum
, leges R

om
anorum

（
一
一
五
〇
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
三
四

　
　
第
一
款

　leges barbarorum

　
　
第
二
款

　leges R
om

anorum

第
三
十
四
章

　
民
法

物
権
・
債
権
・
親
属
法

第
三
十
五
章

　
刑
法

第
三
十
六
章

　
訴
訟
手
続

第
三
期

　
中
世

　
第
九
世
紀
よ
り
第
十
五
世
紀
頃
迠
の
沿
革

第
三
十
七
章

　
独
乙
国
の
分
立
及
び
其
国
勢
沿
革
大
略

第
三
十
八
章

　
王
家
及
び
財
政

第
三
十
九
章

　
侍
臣

第
四
十
章

　
地
方
の
政
治
機
関

第
四
十
一
章

　S
tadt

の
沿
革
大
略

第
四
十
二
章

　R
echtsquellen

　
法
源

第
四
十
三
章

　
中
世
に
於
け
る
裁
判
所
の
組
織

第
四
期

　
近
世

第
十
九
章

　
人
民
集
会
［
？
］

第
廿
章

　
　G

au, G
raf

第
廿
一
章

　centena, centenarius

第
廿
二
章

　ducatus, H
erzog

第
廿
三
章

　m
issaticum

, m
issus dom

inicus

第
廿
四
章

　
日
耳
曼
の
侍
臣

第
廿
五
章

　
議
会

第
廿
六
章

　
兵
制

第
廿
七
章

　
封
建
制
度

第
廿
八
章

　
裁
判
上
の
組
織

第
廿
九
章

　
財
政

第
三
十
章

　im
m

unitas

第
三
十
一
章

　
土
地
制
度

第
三
十
二
章

　
身
分
の
種
類

第
三
十
三
章

　
法
律
の
体
裁

　
第
一
節

　
緒
言

　
第
二
節

　leges barbarorum
, leges R

om
anorum

（
一
一
五
〇
）

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
三
五

る
独
逸
法
律
沿
革
の
大
略

第
一
小
期

第
四
十
四
章 

　
第
十
五
世
紀
の
末
よ
り
第
十
九
世
紀
の
始
に
至

宮
崎
博
士
は
、
講
義
の
冒
頭
「
緒
論
」
と
し
て
、「
独
逸
法
律
史
を
学
ぶ
の
利
益
」
に
つ
い
て
語
る
。

宮
崎
博
士
は
、
一
八
八
八
（
明
治
二
一
）
年
に
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
国
し
て
以
後
、
翌
一
八
八
九
（
明
治
二
二
二
）
年
か
ら
一
八
九
三

（
明
治
二
五
）
年
に
か
け
て
、『
法
学
協
会
雑
誌
』
に
「
羅
馬
法
の
独
乙
国
に
伝
来
し
た
る
始
末
を
述
ふ

（
38
）

」（
三
回
連
載
）、「
独
乙
国
法
学
家

ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン
氏
ノ
伝

（
39
）

」（
二
回
未
完
）「
サ
ウ
ヰ
ニ
ー
氏
の
略
伝
」（
未
完
）、『
東
洋
学
藝
雑
誌
』
に
「
法
律
沿
革
ノ
研
究
ニ
就
テ

（
40
）

」「
羅

馬
法
ノ
影
響
ニ
就
テ

（
41
）

」（
二
回
連
載
）
を
は
じ
め
「
羅
馬
法
」
及
び
「
独
乙
法
律
史
」
に
関
係
す
る
一
連
の
論
稿
を
公
に
さ
れ
て
い
る

（
42
）

。
こ

の
時
期
は
ち
ょ
う
ど
宮
崎
博
士
が
「
羅
馬
法
」
及
び
「
独
乙
法
律
史
」
の
講
義
を
担
当
さ
れ
て
い
た
時
期
と
重
な
り
合
う
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。「
羅
馬
法
」
講
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
記
し
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
「
独
逸
法
律
史
」
と
の
関

係
に
つ
い
て
必
要
と
思
わ
れ
る
限
り
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

緒
論
は
次
の
よ
う
な
文
言
か
ら
始
ま
る
。

「
余
は
此
研
究
を
以
て
随
分
必
要
な
り
と
す
。
何
国
の
法
律
を
問
は
ず
、
其
沿
革
を
論
ず
る
、
甚
だ
必
要
に
し
て
、
猶
水
の
升
に
盈
る

を
流
る
が
如
し
、
独
逸
法
を
研
究
す
る
に
も
其
現
行
法
の
み
を
研
究
し
て
其
沿
革
を
忽

ゆ
る
が
せ

に
す
る
は
水
の
源
を
知
ら
ず
し
て
其
流
を
見
る

の
み
、
啻
に
然
る
の
み
な
ら
ず
、
現
行
法
の
み
を
知
る
と
も
其
源
の
来
る
所
を
知
ら
ざ
れ
ば
現
行
法
を
解
す
る
こ
と
大
に
困
難
な
り
。」

（
春
木
筆
記
・
三
丁
表
）

西
洋
伝
来
の
「
権
利
」「
義
務
」
な
ど
の
語
の
「
意
味
」「
定
義
」
な
ど
は
、「
現
今
日
本
法
律
の
関
係
た
る
羅
馬
法
律
を
研
究
せ
る
人

（
一
一
五
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
三
六

は
早
く
知
り
得
べ
し
。
乃
ち
現
今
の
法
律
を
研
む
る
に
も
其
由
来
す
る
所
を
理
会
す
る
こ
と
甚
だ
易
す
し
、
且
つ
独
逸
法
律
を
研
究
せ
ん

と
す
る
も
の
に
は
独
乙
現
行
法
の
意
味
を
了
解
せ
ん
と
す
る
に
は
独
乙
法
律
の
沿
革
を
一
応
研
究
せ
ざ
れ
ば
能
は
ず
。」（
春
木
筆
記
・
三

丁
裏
）
と
し
て
「
独
乙
現
行
法
」
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
そ
の
「
沿
革
」
の
研
究
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
説
か
れ
る
と
と
も
に
、
ド

イ
ツ
に
お
け
る
法
学
教
育
に
お
い
て
「
沿
革
」
の
問
題
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
宮
崎
博
士

の
ド
イ
ツ
留
学
中
の
実
体
験
に
基
づ
く
と
こ
ろ
が
多
い
。

ま
ず
「
独
逸
私
法D

eutsches P
rivatrecht

」
と
い
う
科
目
の
ほ
か
に
、「
純
正
羅
馬
法Institutionen

」「P
andekten oder 

A
uslegungen des röm

ischen R
echts

」
は
私
法
を
論
ず
る
も
の
で
い
ず
れ
も
ロ
ー
マ
法
に
関
係
が
深
い
。「
独
乙
に
て
は
此
ロ
ー
マ
法

に
関
係
あ
る
法
律
の
ロ
ー
マ
法
の
法
律
を
重
ん
ず
る
こ
と
多
し
。」（
春
木
筆
記
四
丁
表
）
と
さ
れ
、
な
か
で
も
パ
ン
デ
ク
テ
ン
の
課
業
は

一
週
間
毎
週
十
二
時
間
位
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る

（
43
）

。
ド
イ
ツ
の
法
学
教
育
に
お
い
て
は
「
独
逸
法
律
に
関
し
て
独
乙
私
法
よ
り
は
同
じ

ロ
ー
マ
法
を
以
て
重
に
研
究
す
。
世
上
の
著
書
も
ロ
ー
マ
法
に
関
係
す
る
も
の
多
し
。
独
逸
私
法
は
独
逸
法
系
の
法
律
な
れ
ど
も
学
者
の

独
逸
私
法
を
攻
究
す
る
に
ロ
ー
マ
法
の
従
来
完
備
す
る
も
の
を
用
ゆ
る
も
の
多
し
。」
と
し
て
、
ド
イ
ツ
私
法
を
概
説
す
る
に
あ
た
っ
て
、

ロ
ー
マ
法
私
法
家
が
用
い
る
分
類
法
、
総
則
（A

llgem
eines R

echt

［A
llgem

einer T
heil

］）
と
各
則
（S

peeciales R
echt 

［S
pecialer 

T
heill

に
よ
う
る
分
類
法
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
も
ロ
ー
マ
法
学
が
及
ぼ
す
影
響
の
大
き
さ
が
示
さ
れ
る

（
44
）

。
も
し
「
現
今
の
独
乙
法
律
」

を
研
究
す
る
に
は
、
そ
れ
が
「
如
何
に
し
て
然
か
な
れ
る
や
の
歴
史
に
及
ば
ざ
れ
ば
如
何
ぞ
」（
春
木
筆
記
・
四
丁
表
）
と
し
て
、
歴
史
研

究
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
。「
独
乙
法
律
の
精
神
及
び
応
用
を
理
解
す
る
」（
春
木
筆
記
・
四
丁
裏
）］
た
め
に
は
「
独
乙
法
律
を
研
究
す

る
と
共
に
其
歴
史
即
ち
其
由
て
来
た
る
処
を
研
究
せ
ば
益
す
る
処
多
い
」（
同
）
と
さ
れ
る
。
次
に
「
独
逸
法
律
史
」
の
学
科
目
と
し
て

の
位
置
づ
け
が
語
ら
れ
る
。

「
正
科
0

0

に
於
て
ロ
ー
マ
法
を
研
究
す
る
は
重お

も

な
り
。
ロ
ー
マ
法
は
第
十
二
世
紀
よ
り
独
乙
に
輸
入
し
独
乙
法
律
界
に
大
変
動
を
及
ぼ
せ

（
一
一
五
二
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
三
六

は
早
く
知
り
得
べ
し
。
乃
ち
現
今
の
法
律
を
研
む
る
に
も
其
由
来
す
る
所
を
理
会
す
る
こ
と
甚
だ
易
す
し
、
且
つ
独
逸
法
律
を
研
究
せ
ん

と
す
る
も
の
に
は
独
乙
現
行
法
の
意
味
を
了
解
せ
ん
と
す
る
に
は
独
乙
法
律
の
沿
革
を
一
応
研
究
せ
ざ
れ
ば
能
は
ず
。」（
春
木
筆
記
・
三

丁
裏
）
と
し
て
「
独
乙
現
行
法
」
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
そ
の
「
沿
革
」
の
研
究
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
説
か
れ
る
と
と
も
に
、
ド

イ
ツ
に
お
け
る
法
学
教
育
に
お
い
て
「
沿
革
」
の
問
題
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
宮
崎
博
士

の
ド
イ
ツ
留
学
中
の
実
体
験
に
基
づ
く
と
こ
ろ
が
多
い
。

ま
ず
「
独
逸
私
法D

eutsches P
rivatrecht

」
と
い
う
科
目
の
ほ
か
に
、「
純
正
羅
馬
法Institutionen

」「P
andekten oder 

A
uslegungen des röm

ischen R
echts

」
は
私
法
を
論
ず
る
も
の
で
い
ず
れ
も
ロ
ー
マ
法
に
関
係
が
深
い
。「
独
乙
に
て
は
此
ロ
ー
マ
法

に
関
係
あ
る
法
律
の
ロ
ー
マ
法
の
法
律
を
重
ん
ず
る
こ
と
多
し
。」（
春
木
筆
記
四
丁
表
）
と
さ
れ
、
な
か
で
も
パ
ン
デ
ク
テ
ン
の
課
業
は

一
週
間
毎
週
十
二
時
間
位
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
る

（
43
）

。
ド
イ
ツ
の
法
学
教
育
に
お
い
て
は
「
独
逸
法
律
に
関
し
て
独
乙
私
法
よ
り
は
同
じ

ロ
ー
マ
法
を
以
て
重
に
研
究
す
。
世
上
の
著
書
も
ロ
ー
マ
法
に
関
係
す
る
も
の
多
し
。
独
逸
私
法
は
独
逸
法
系
の
法
律
な
れ
ど
も
学
者
の

独
逸
私
法
を
攻
究
す
る
に
ロ
ー
マ
法
の
従
来
完
備
す
る
も
の
を
用
ゆ
る
も
の
多
し
。」
と
し
て
、
ド
イ
ツ
私
法
を
概
説
す
る
に
あ
た
っ
て
、

ロ
ー
マ
法
私
法
家
が
用
い
る
分
類
法
、
総
則
（A

llgem
eines R

echt

［A
llgem

einer T
heil

］）
と
各
則
（S

peeciales R
echt 

［S
pecialer 

T
heill

に
よ
う
る
分
類
法
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
も
ロ
ー
マ
法
学
が
及
ぼ
す
影
響
の
大
き
さ
が
示
さ
れ
る

（
44
）

。
も
し
「
現
今
の
独
乙
法
律
」

を
研
究
す
る
に
は
、
そ
れ
が
「
如
何
に
し
て
然
か
な
れ
る
や
の
歴
史
に
及
ば
ざ
れ
ば
如
何
ぞ
」（
春
木
筆
記
・
四
丁
表
）
と
し
て
、
歴
史
研

究
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
。「
独
乙
法
律
の
精
神
及
び
応
用
を
理
解
す
る
」（
春
木
筆
記
・
四
丁
裏
）］
た
め
に
は
「
独
乙
法
律
を
研
究
す

る
と
共
に
其
歴
史
即
ち
其
由
て
来
た
る
処
を
研
究
せ
ば
益
す
る
処
多
い
」（
同
）
と
さ
れ
る
。
次
に
「
独
逸
法
律
史
」
の
学
科
目
と
し
て

の
位
置
づ
け
が
語
ら
れ
る
。

「
正
科
0

0

に
於
て
ロ
ー
マ
法
を
研
究
す
る
は
重お

も

な
り
。
ロ
ー
マ
法
は
第
十
二
世
紀
よ
り
独
乙
に
輸
入
し
独
乙
法
律
界
に
大
変
動
を
及
ぼ
せ

（
一
一
五
二
）

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
三
七

り
。
即
ち
正
科
に
て
羅
馬
法
を
学
び
て
羅
馬
法
律
の
後
世
に
及
す
影
響
を
知
る
を
得
た
り
。
歴
史
に
て
は
ロ
ー
マ
法
の
独
乙
法
に
及
ぼ
す

影
響
を
知
る
な
り
。
両
者
は
相
俟
て
大
に
益
す
る
処
あ
る
べ
し
。

而
し
て
参
考
科

0

0

0

に
於
て
日
本
人
…
…
独
乙
法
律
を
研
む
る
は
独
乙
に
帰
化
す
る
為
め
に
あ
ら
ず
。
必
ず
独
乙
法
律
を
参
考
し
て
日
本
法

律
を
改
良
し
又
日
本
法
律
の
応
用
［
著
］
を
為
さ
ん
と
す
る
な
り
。
即
ち
独
乙
法
律
を
研
究
す
る
は
独
乙
法
律
な
る
が
故
に
あ
ら
ず
、
其

中
に
取
る
べ
き
所
あ
れ
ば
な
り
、
乃
ち
学
ぶ
よ
り
参
考
す
べ
き
処
あ
れ
ば
な
り
。」（
同
）（
傍
点
引
用
者
）

こ
こ
で
「
正
科
」「
参
考
科
」
と
い
う
言
葉
は
、
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
の
法
律
学
科
三
部
制
が
廃
止
さ
れ
、
法
律
学
科
が
「
本
邦

法
典
其
の
他
を
授
」
け
る
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
と
は
別
に
外
国
法
を
授
け
る
参
考
科
三
部
制
が
採
用
さ
れ
、
翌
年
に
は
学
科
目
の

改
組
に
と
も
な
い
「
独
逸
法
律
史
」
が
参
考
科
第
三
部
に
配
当
さ
れ
た
当
時
の
状
況

（
45
）

を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
言
及
と
考

え
ら
れ
る
。「
正
科
」
と
い
う
語
は
、
学
課
課
程
の
規
則
類
に
は
な
く
、
慣
行
と
し
て
「
参
考
科
」
と
対
照
的
に
こ
の
語
が
使
わ
れ
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
羅
馬
法
」
は
「
正
科
」
に
属
し
、「
羅
馬
法
を
学
び
て
羅
馬
法
律
の
後
世
に
及
す
影
響
を
知
る
」
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

「
独
乙
法
律
」
を
究
め
る
の
は
、
こ
れ
を
参
考
に
し
て
「
日
本
法
律
を
改
良
」
し
そ
の
「
応
用
」
に
資
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、「
現
今
独

乙
法
律
」
を
研
究
す
る
だ
け
で
は
足
り
な
い
。
誰
し
も
「
独
乙
法
律
」
が
今
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
原
因
を
究
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
「
沿

革
」
を
知
る
こ
と
が
確
実
か
つ
手
近
な
道
で
あ
り
、「
独
逸
法
律
史
」
の
講
義
は
そ
の
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

「
参
考
科
に
て
独
乙
法
律
を
研
究
す
れ
ど
も
他
日
西
洋
及
び
日
本
の
法
律
を
研
究
し
て
一
書
を
著
は
さ
ん
と
す
る
の
意
あ
ら
ば
今
日
独

乙
法
律
を
研
究
す
る
に
益
あ
る
可
し
。
如
何
と
な
れ
ば
今
次
欧
州
諸
国
に
学
問
の
尤
も
隆
盛
な
る
は
独
乙
国
」
で
あ
る
と
し
て
、
ラ
ン
ケ

以
下
当
時
の
歴
史
学
、
哲
学
、
そ
し
て
法
律
学
の
領
域
の
指
導
的
な
学
者
た
ち
の
名
前
が
列
挙
さ
れ
て
い
く
［
春
木
筆
記
・
五
丁
裏
を
参

（
一
一
五
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
三
八

照
］。
も
ち
ろ
ん
当
時
の
第
一
線
の
学
者
た
ち
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
中
に
は
、
宮
崎
博
士
が
ド
イ
ツ
留
学
中
に
各

地
の
大
学
で
実
際
に
聴
講
し
た
ゾ
ー
ム
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
ら
の
名
前
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
例
え
ば
宮
崎
博
士
は
、
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
お
い
て
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
～
八
八
（
明
治
二
一
）
年
冬
学
期
に
ゾ
ー
ム
教
授
の
「
ド
イ
ツ
私
法
」、
八
八
年
夏
学
期

に
は
同
じ
く
ゾ
ー
ム
教
授
に
よ
る
「
ド
イ
ツ
法
制
史
」、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
で
は
八
七
年
夏
学
期
に
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
「
ド
イ
ツ
法
制
史
」

を
聴
講
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

（
46
）

。
ゾ
ー
ム
の
「
フ
ラ
ン
ク
法
と
ロ
ー
マ
法
」
に
関
す
る
論
文

（
47
）

が
、
創
刊
さ
れ
た
『
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
雑

誌
』
第
一
巻
の
巻
頭
論
文
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
は
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
宮
崎
博
士
が
留
学
し
た
当
時
「
ド
イ

ツ
法
制
史
」
と
い
う
学
問
領
域
が
新
た
に
開
拓
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
法
制
史
研
究
を
牽
引
し
た
の
が
、
ゾ
ー
ム
で

あ
り
、
も
う
一
人
が
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ブ
ル
ン
ナ
ー
で
あ
る
。「
独
乙
法
律
史
」
の
中
で
も
、
こ
の
二
人
の
名
前
が
何
度
か
登
場
す
る
。
ブ

ル
ン
ナ
ー
が
終
始
一
貫
し
て
ド
イ
ツ
乃
至
ゲ
ル
マ
ン
法
制
史
家
と
し
て
の
立
場
を
貫
い
た
の
に
対
し
て
、
ゾ
ー
ム
は
、
ド
イ
ツ
法
な
い
し

ゲ
ル
マ
ン
法
は
も
と
よ
り
ロ
ー
マ
法
、
教
会
法
さ
ら
に
は
民
法
の
領
域
に
ま
で
そ
の
研
究
の
領
域
は
及
ん
で
い
る
。
宮
崎
博
士
が
こ
れ
ら

二
人
に
対
し
て
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
宮
崎
博
士
の
法
制
史
学
と
具
体
的
に
い
か
な
る
関
係
を
有
す
る
か
に

つ
い
て
は
こ
こ
で
は
留
保
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
長
尾
龍
一
教
授
は
、
宮
崎
博
士
の
法
制
史
学
に
ゾ
ー
ム
の
研
究
が
与
え
た
影
響
と
し
て
、「
手
附
」
に
関
す
る
研
究

に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
48
）

。
こ
こ
で
は
「
独
逸
法
律
史
」
講
義
と
「
比
較
法
制
史
」
講
義
の
関
係
を
考
え
る
上
で

参
考
に
な
る
限
り
で
言
及
す
る
に
と
ど
め
る
。「
独
逸
法
律
史
」
と
「
比
較
法
制
史
」
第
二
部
「
独
逸
法
制
史
」
の
間
に
は
、
さ
き
に
指

摘
し
た
よ
う
に
章
立
て
な
ど
差
異
が
あ
る
が
、
全
体
の
枠
組
み
自
体
に
大
き
な
違
い
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
細
部
を

見
て
い
く
と
、
内
容
的
に
は
か
な
り
の
書
き
換
え
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
長
尾
教
授
が
指
摘
さ
れ
た
「
手
附
」
に
関
す

（
一
一
五
四
）
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本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
三
八

照
］。
も
ち
ろ
ん
当
時
の
第
一
線
の
学
者
た
ち
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
の
中
に
は
、
宮
崎
博
士
が
ド
イ
ツ
留
学
中
に
各

地
の
大
学
で
実
際
に
聴
講
し
た
ゾ
ー
ム
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
ら
の
名
前
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
例
え
ば
宮
崎
博
士
は
、
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に
お
い
て
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
～
八
八
（
明
治
二
一
）
年
冬
学
期
に
ゾ
ー
ム
教
授
の
「
ド
イ
ツ
私
法
」、
八
八
年
夏
学
期

に
は
同
じ
く
ゾ
ー
ム
教
授
に
よ
る
「
ド
イ
ツ
法
制
史
」、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
で
は
八
七
年
夏
学
期
に
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
の
「
ド
イ
ツ
法
制
史
」

を
聴
講
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

（
46
）

。
ゾ
ー
ム
の
「
フ
ラ
ン
ク
法
と
ロ
ー
マ
法
」
に
関
す
る
論
文

（
47
）

が
、
創
刊
さ
れ
た
『
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
雑

誌
』
第
一
巻
の
巻
頭
論
文
と
し
て
発
表
さ
れ
た
の
は
一
八
八
〇
（
明
治
一
三
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。
宮
崎
博
士
が
留
学
し
た
当
時
「
ド
イ

ツ
法
制
史
」
と
い
う
学
問
領
域
が
新
た
に
開
拓
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
法
制
史
研
究
を
牽
引
し
た
の
が
、
ゾ
ー
ム
で

あ
り
、
も
う
一
人
が
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
ブ
ル
ン
ナ
ー
で
あ
る
。「
独
乙
法
律
史
」
の
中
で
も
、
こ
の
二
人
の
名
前
が
何
度
か
登
場
す
る
。
ブ

ル
ン
ナ
ー
が
終
始
一
貫
し
て
ド
イ
ツ
乃
至
ゲ
ル
マ
ン
法
制
史
家
と
し
て
の
立
場
を
貫
い
た
の
に
対
し
て
、
ゾ
ー
ム
は
、
ド
イ
ツ
法
な
い
し

ゲ
ル
マ
ン
法
は
も
と
よ
り
ロ
ー
マ
法
、
教
会
法
さ
ら
に
は
民
法
の
領
域
に
ま
で
そ
の
研
究
の
領
域
は
及
ん
で
い
る
。
宮
崎
博
士
が
こ
れ
ら

二
人
に
対
し
て
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
宮
崎
博
士
の
法
制
史
学
と
具
体
的
に
い
か
な
る
関
係
を
有
す
る
か
に

つ
い
て
は
こ
こ
で
は
留
保
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
長
尾
龍
一
教
授
は
、
宮
崎
博
士
の
法
制
史
学
に
ゾ
ー
ム
の
研
究
が
与
え
た
影
響
と
し
て
、「
手
附
」
に
関
す
る
研
究

に
具
体
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
48
）

。
こ
こ
で
は
「
独
逸
法
律
史
」
講
義
と
「
比
較
法
制
史
」
講
義
の
関
係
を
考
え
る
上
で

参
考
に
な
る
限
り
で
言
及
す
る
に
と
ど
め
る
。「
独
逸
法
律
史
」
と
「
比
較
法
制
史
」
第
二
部
「
独
逸
法
制
史
」
の
間
に
は
、
さ
き
に
指

摘
し
た
よ
う
に
章
立
て
な
ど
差
異
が
あ
る
が
、
全
体
の
枠
組
み
自
体
に
大
き
な
違
い
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
細
部
を

見
て
い
く
と
、
内
容
的
に
は
か
な
り
の
書
き
換
え
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
長
尾
教
授
が
指
摘
さ
れ
た
「
手
附
」
に
関
す

（
一
一
五
四
）

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
三
九

る
「
比
較
法
制
史
」
に
お
け
る
長
い
言
及
は
、「
独
逸
法
律
史
」
に
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。「
比
較
法
制
史
」
に
お
い
て
は
、
日
本
に

お
け
る
「
手
附
」
に
関
す
る
資
料
を
列
挙
し
つ
つ
、
日
本
と
西
洋
の
法
制
度
の
比
較
を
試
み
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。

宮
崎
博
士
は
「
手
附
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
一
一
月
に
東
京
学
士
会
例
会
講
演
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い

る
（
49
）

。「
徳
川
時
代
已
後
の
書
類
」
に
見
ら
れ
る
「
手
附
」
と
い
う
名
称
の
例
、
古
い
中
国
、
日
本
の
辞
書
類
か
ら
こ
れ
に
関
連
す
る
例
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、「A

rrha sponsalitia

聘
財
」
と
し
て
ロ
ー
マ
法
の
所
謂
「
婚
姻
予
約
の
手
附
」
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
る

（
50
）

。

こ
こ
で
は
ゾ
ー
ム
で
は
な
く
、
邦
語
訳
が
あ
る
と
し
て
デ
ル
ン
ブ
ル
ク
の
『
パ
ン
デ
ク
テ
ン
』
第
三
巻

（
51
）

が
指
示
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

シ
ュ
ト
ッ
ベ
の
『
ド
イ
ツ
私
法

（
52
）

』
が
参
考
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
宮
崎
博
士
が
「
手
附
」
に
関
心
を
も
た
れ
、
日
本
法
、
中
国
法
、

ロ
ー
マ
法
、
ゲ
ル
マ
ン
法
の
比
較
へ
と
研
究
を
展
開
さ
れ
た
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
も
、「
比
較
法
制
史
」
と
「
独

逸
法
律
史
」
と
の
性
格
の
違
い
を
知
る
上
で
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
考
え
ら
れ
る
。

小
結

以
上
宮
崎
博
士
の
「
独
逸
法
律
史
」
講
義
を
め
ぐ
る
て
、
春
木
博
士
に
よ
る
講
述
筆
記
録
を
手
掛
か
り
に
、
未
解
明
の
点
に
つ
い
て
若

干
の
考
察
を
試
み
た
。
春
木
博
士
に
よ
る
「
独
逸
法
律
史
」
筆
記
録
の
成
立
時
期
と
も
関
連
し
て
、「
独
逸
法
律
史
」
の
内
容
が
あ
く
ま

で
ド
イ
ツ
法
律
の
歴
史
、
沿
革
を
語
る
こ
と
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
已
以
来
講
じ

ら
れ
た
「
独
逸
法
律
史
」
の
原
型
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
二
月
に
さ
れ
た
と
い
う
時
期
の
違
い

が
な
ぜ
生
じ
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
留
保
し
て
お
き
た
い
。
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
に
講
座
制
が
始
ま
り
、「
羅

（
一
一
五
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
四
〇

馬
法
」
と
「
法
制
史
比
較
法
制
史
」
の
二
つ
の
講
座
が
成
立
し
た
。
こ
の
年
に
宮
崎
博
士
が
講
座
担
任
と
し
て
「
羅
馬
法
」
の
講
義
を

行
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
松
木
幹
一
郞
ノ
ー
ト
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
詳
細
が
い
ず
れ
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
に
な

ろ
う
。「
法
制
史
比
較
法
制
史
」
講
座
兼
担
と
し
て
「
比
較
法
制
史
」
を
講
じ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
こ
の
年
を
特
定
で
き
る
筆
記
録

に
よ
っ
て
は
確
認
で
き
な
い
。
春
木
博
士
の
「
独
逸
法
律
史
」
筆
記
録
が
こ
の
年
の
「
比
較
法
制
史
」
講
義
の
一
部
を
な
す
の
か
、

一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
入
学
生
の
学
年
進
行
に
伴
う
参
考
科
「
独
逸
法
律
史
」
が
こ
の
年
に
も
開
講
さ
れ
た
の
か
と
い
う
可
能
性
も

否
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
春
木
博
士
が
「
英
法
科
」
の
出
身
で
あ
る
こ
と
と
、
参
考
科
第
三
部
独
逸
法
に
配
さ
れ
る
「
独
逸
法

律
史
」
の
記
録
を
残
さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
な
ど
、
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
1
） 

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
中
田
薫
「
宮
崎
道
三
郎
先
生
小
傳
」（
中
田
薫
編
『
宮
崎
先
生
法
制
史
論
集
』（
岩
波
書
店
、

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
所
収
。
石
井
良
助
「
日
本
法
制
史
研
究
の
発
達
」『
東
京
帝
国
大
学
学
術
大
観

　
法
学
部

　
経
済
学
部
』
一
九
四
二
（
昭

和
一
七
）
年
、
二
七
七
─
二
九
三
頁
、
と
く
に
二
八
〇
─
二
八
二
頁
。「
日
本
法
制
史
学
八
十
八
年
─
東
京
大
学
に
お
け
る
─
」『
国
家
学
会
雑
誌
』

第
八
一
巻
第
一
・
二
号
（
一
九
六
八
（
昭
和
四
三
）
年
）、
一
〇
九
─
一
三
七
頁
所
収
、
宮
崎
博
士
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
一
一
一
─
一
一
四
頁
を

参
照
。
同
『
大
化
改
新
と
鎌
倉
幕
府
の
成
立
』
創
文
社
・
一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
、
三
二
七
─
三
五
九
頁
に
収
録
、
と
く
に
三
三
〇
─
三
三
三

頁
を
参
照
。
瀧
川
政
次
郎
「
明
治
以
後
に
於
け
る
法
制
史
学
の
発
達
」『
日
本
法
制
史
研
究
』
有
斐
閣
・
一
九
四
一
年
、
と
く
に
宮
崎
博
士
に
関
し

て
、
六
二
八
─
六
三
〇
頁
。
な
お
、
宮
崎
博
士
の
東
京
大
学
在
学
中
の
答
案
内
容
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
、
六
二
三
─
六
二
四
頁
。
武

藤
和
夫
「
法
制
史
学
の
開
拓
者 

宮
崎
道
三
郎
先
生
」『
法
経
』
第
３
号
（
三
重
大
学
法
経
学
会
、
一
九
五
四
（
昭
和
二
九
）
年
）
二
─
八
頁
。
本
文

献
に
つ
い
て
は
、『
日
本
人
物
文
献
目
録
』
平
凡
社
・
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
、
項
目
「
宮
崎
道
三
郎
」
も
参
照
。
宮
崎
博
士
の
略
歴
・
著
作

目
録
に
つ
い
て
は
、
吉
原
丈
司
・
吉
原
達
也
編
『
宮
崎
道
三
郎
博
士
略
年
譜
・
著
作
目
録
（
八
訂
稿
）』https://hom

e.hiroshim
a-u.ac.jp/

tatyoshi/m
iyazaki001.pdf

を
参
照
さ
れ
た
い
（
随
時
更
新
中
、
以
下
『
宮
崎
博
士
著
作
目
録
』
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
と
し
て
引
用
）。 （

一
一
五
六
）
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は
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そ
の
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年
入
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の
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進
行
に
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う
参
考
科
「
独
逸
法
律
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」
が
こ
の
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開
講
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た
の
か
と
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う
可
能
性
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否
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
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る
。
春
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博
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が
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の
出
身
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こ
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と
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参
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に
配
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法
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は
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に
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の
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1
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は
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帝
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」『
日
本
法
制
史
研
究
』
有
斐
閣
・
一
九
四
一
年
、
と
く
に
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に
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、
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─
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学
在
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容
に
つ
い
て
の
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及
が
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、
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─
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は
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・
吉
原
達
也
編
『
宮
崎
道
三
郎
博
士
略
年
譜
・
著
作
目
録
（
八
訂
稿
）』https://hom

e.hiroshim
a-u.ac.jp/

tatyoshi/m
iyazaki001.pdf

を
参
照
さ
れ
た
い
（
随
時
更
新
中
、
以
下
『
宮
崎
博
士
著
作
目
録
』
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
と
し
て
引
用
）。 （

一
一
五
六
）

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
四
一

（
2
） 

石
井
良
助
・
前
掲
「
日
本
法
制
史
研
究
の
発
達
」
二
八
〇
頁
。

（
3
） 

宮
崎
道
三
郎
講
述
『
比
較
法
制
史
』
上
下
、
日
本
大
学
所
蔵
本
、
刊
行
年
代
は
不
明
を
参
照
。
同
資
料
の
翻
刻
と
し
て
、
吉
原
達
也
編
「
宮
崎

道
三
郎
博
士
講
述
『
比
較
法
制
史
』
緒
論
及
び
第
一
部

　
羅
馬
法
制
史
」『
日
本
法
学
』
第
八
四
巻
四
号
（
二
〇
一
九
（
平
成
三
一
）
年
三
月
）

三
〇
三
頁
（
以
下
『
比
較
法
制
史

　
上
』
と
し
て
引
用
）。
第
二
冊
の
翻
刻
と
し
て
、
吉
原
達
也
編
「
宮
崎
道
三
郎
博
士
講
述
『
比
較
法
制
史
』　
第

二
部

　
独
逸
法
制
史
」『
日
本
法
学
』
第
八
五
巻
一
号
（
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
）
一
頁
（
以
下
『
比
較
法
制
史

　
下
』
つ
い
て
引
用
。
同
資
料

は
、
上
巻
の
羅
馬
法
制
史
と
下
巻
の
独
乙
法
制
史
の
二
分
冊
か
ら
な
る
。
第
一
分
冊
は
、
目
次
五
丁
、
本
文
八
一
丁
か
ら
な
り
、
目
次
は
、
第
一
部
、

第
二
部
を
通
観
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。「
比
較
法
制
史
目
次
／
緒
言
／
第
一
章

　
比
較
法
制
史
の
範
囲
／
第
二
章

　
法
制
史
編
纂
の
来
歴
／

第
三
章

　
法
制
史
編
纂
の
方
法
／
第
一
部

　
羅
馬
法
制
史

　
第
一
章

　
羅
馬
法
制
史
に
対
す
る
緒
言
／
第
一
条

　
羅
馬
法
制
史
編
纂
の
沿
革
／
第
二

条
　
羅
馬
法
律
の
参
考
書
／
本
論
／
第
一
章

　
王
政
時
代
の
法
制
の
有
様
／
第
二
章

　
共
和
政
時
代
に
於
け
る
法
制
の
沿
革
／
第
三
章

　
帝
政
時
代

の
法
制
の
沿
革
」「
第
二
部

　
独
乙
法
制
史
／
緒
言
／
第
一
条

　
独
乙
法
制
史
の
来
歴

　
第
二
条

　
参
考
書
／
本
論
／
第
一
章

　G
erm

anische 

Z
eit

の
法
制
沿
革
／
第
二
章

　F
ränkische Z

eit

／
第
三
章

　
中
古
紀
／
第
四
章

　
近
世
」。
第
二
分
冊
は
、「
第
二
部

　
独
乙
法
制
史
」
の
み
の

目
次
三
丁
と
本
文
八
四
丁
か
ら
な
っ
て
い
る
。
な
お
摂
南
大
学
所
蔵
本
は
、
冒
頭
に
「
教
授
法
学
博
士

　
宮
崎
道
三
郎
口
授

　
比
較
法
制
史

　
完

　

於
東
京
法
科
大
学

　
乃
卅
四
年
九
月
至
卅
五
年
五
月
」
と
手
書
さ
れ
て
お
り
、
明
治
三
四
年
乃
至
三
五
年
に
か
け
て
筆
記
録
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

る
。

（
4
） 

宮
崎
博
士
の
「
比
較
法
制
史
」
講
義
に
つ
い
て
、
吉
原
達
也
「
宮
崎
道
三
郎
博
士
の
講
述
『
比
較
法
制
史
』
に
つ
い
て
」『
日
本
法
学
』
第

八
四
巻
三
号
（
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
）
四
二
三
頁
以
下
。

（
5
） 

春
木
一
郎
博
士
に
つ
い
て
は
、
吉
原
丈
司
・
吉
原
達
也
編
「
春
木
一
郎
博
士
略
年
譜
・
著
作
目
録
」
五
訂
稿
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
、

『
Ｃ
Ｄ
版
ロ
ー
マ
法
、
法
制
史
、
明
治
警
察
史
及
び
日
本
統
治
下
台
湾
警
察
史
の
諸
問
題
─
ロ
ー
マ
法
・
法
制
史
学
者
著
作
目
録
選
（
第
十
三
輯
）

─
明
治
警
察
史
雑
纂
（
第
四
輯
）
─
日
本
統
治
下
台
湾
警
察
史
雑
纂
（
第
八
輯
）
─
』
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
刊
収
録
。
現
在
はhttps://

hom
e.hiroshim

a-u.ac.jp/tatyoshi/haruki001.pdf

と
し
て
、
随
時
更
新
中
を
参
照
。
中
央
大
学
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
解
説
に
「（
４
）
ロ
ー
マ
法
関

係
貴
重
書
（
春
木
文
庫
）」
と
し
て
以
下
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「『
市
民
法
史
（
十
二
表
法
註
解
）』、『
法
の
早
引
』、『
ロ
ー
マ
法
大
全
』、

（
一
一
五
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
四
二

『
ロ
ー
マ
市
民
法
大
全
注
釈
』、『
市
民
法
の
四
淵
源
』
な
ど
か
ら
な
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
ロ
ー
マ
法
研
究
の
確
立
者
で
、
本
学
に
お
い
て
大
正
３

年
（1914

）
以
降
「
ロ
ー
マ
法
」
の
講
座
を
担
当
さ
れ
た
春
木
一
郎
博
士
（1870-1944

）
旧
蔵
の
ロ
ー
マ
法
文
庫
を
中
心
と
し
た1,776

冊
」。
な

お
収
蔵
の
経
緯
は
「
故
・
矢
田
一
男
法
学
部
教
授
の
仲
介
に
よ
る1953

年
度
購
入
」
の
由
で
あ
る
。
な
お
「
旧
春
木
文
庫
蔵
書
目
録
」
準
備
中
と
あ

る
。https://w

w
w

.chuo-u.ac.jp/library/paleography/details/com
m

entary/

（
6
） 

春
木
博
士
に
よ
る
宮
崎
博
士
講
述
「
羅
馬
法
」
講
義
筆
記
録
に
つ
い
て
は
、
吉
原
達
也
「
宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
」『
日
本
法
学
』

第
八
五
巻
二
号
（
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
）
一
頁
を
参
照
。

（
7
） 

京
都
大
学
法
学
部
図
書
室
の
書
誌
に
よ
る
と
「
宮
崎
［
道
三
郎
］
講
義
［
春
木
一
郎
筆
記
］
獨
逸
法
律
史
［
書
写
者
不
明
］、
一
八
九
四
年
二

月
」
と
さ
れ
る
。
同
資
料
の
閲
覧
に
は
、
京
都
大
学
・
佐
々
木
健
教
授
の
ご
高
配
を
得
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿

に
お
い
て
は
「
獨
逸
法
律
史
」
は
原
則
と
し
て
新
字
体
の
「
独
逸
法
律
史
」
と
記
載
す
る
。

（
8
） 

吉
原
達
也
「
穂
積
陳
重
の
ロ
ー
マ
法
講
義
に
つ
い
て
」『
日
本
法
学
』
第
八
十
四
巻
一
号
（
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
）、
一
頁
。
ロ
ー
マ
法

講
義
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
、
三
七
頁
注
二
四
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
9
） 

岩
野
英
夫
「
わ
が
国
に
お
け
る
法
史
学
の
歩
み
（1873-1945

）：
法
制
史
関
連
科
目
担
任
者
の
変
遷
」『
同
志
社
法
学
』
第
三
九
巻
第
一
・
二

号
（
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
）、
二
二
五
─
三
一
二
頁
。
前
掲
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史

　
上
冊
』
一
一
一
七
─
一
一
四
八
頁
を
参
照
。

（
10
） 

宮
崎
博
士
の
ド
イ
ツ
留
学
時
代
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
柏
村
哲
博
「
設
立
者
総
代
宮
崎
道
三
郎
の
生
涯
」『
日
本
大
学
史
紀
要
』
創
刊
号
二

（
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
）、
一
─
一
八
頁
、
と
く
に
四
─
九
頁
。
宮
崎
誠
・
柏
村
哲
博
「
宮
崎
道
三
郎
の
ド
イ
ツ
留
学
に
つ
い
て
」『
日
本
大
学

史
紀
要
』
第
五
号
（
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
）、
一
五
一
─
一
七
二
頁
、
宮
崎
誠
『
宮
崎
道
三
郎
の
ド
イ
ツ
留
学
に
つ
い
て
（
補
遺
）』『
日
本

大
学
史
紀
要
』
第
六
号
（
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
）、
一
三
一
─
一
四
六
頁
。
こ
の
う
ち
、「
補
遺
」
は
、
現
地
調
査
に
基
づ
く
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
に
お
け
る
宮
崎
博
士
の
学
籍
簿
や
住
所
記
録
な
ど
の
貴
重
な
報
告
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

（
11
） 

岩
野
・
前
掲
・
二
六
八
頁
注
三
九
。『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
五
六
号
（
明
治
二
一
年
一
一
月
二
〇
日
刊
）
四
一
〇
頁
。

（
12
） 

『
中
央
大
学
史
資
料
集
』
第
３
集

　
資
料
番
号
二
五
一
「
法
科
大
学
教
員
受
持
学
科
表
〔（
明
治
二
十
一
年
九
月
─
明
治
二
十
二
年
七
月
）〕」

https://w
w

w
.chuo-u.ac.jp/uploads/2018/10/shiryoshu00030251.pdf?1559445055925

（
一
一
五
八
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
四
二

『
ロ
ー
マ
市
民
法
大
全
注
釈
』、『
市
民
法
の
四
淵
源
』
な
ど
か
ら
な
る
。
わ
が
国
に
お
け
る
ロ
ー
マ
法
研
究
の
確
立
者
で
、
本
学
に
お
い
て
大
正
３

年
（1914

）
以
降
「
ロ
ー
マ
法
」
の
講
座
を
担
当
さ
れ
た
春
木
一
郎
博
士
（1870-1944

）
旧
蔵
の
ロ
ー
マ
法
文
庫
を
中
心
と
し
た1,776
冊
」。
な

お
収
蔵
の
経
緯
は
「
故
・
矢
田
一
男
法
学
部
教
授
の
仲
介
に
よ
る1953

年
度
購
入
」
の
由
で
あ
る
。
な
お
「
旧
春
木
文
庫
蔵
書
目
録
」
準
備
中
と
あ

る
。https://w

w
w

.chuo-u.ac.jp/library/paleography/details/com
m

entary/

（
6
） 

春
木
博
士
に
よ
る
宮
崎
博
士
講
述
「
羅
馬
法
」
講
義
筆
記
録
に
つ
い
て
は
、
吉
原
達
也
「
宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
」『
日
本
法
学
』

第
八
五
巻
二
号
（
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
）
一
頁
を
参
照
。

（
7
） 

京
都
大
学
法
学
部
図
書
室
の
書
誌
に
よ
る
と
「
宮
崎
［
道
三
郎
］
講
義
［
春
木
一
郎
筆
記
］
獨
逸
法
律
史
［
書
写
者
不
明
］、
一
八
九
四
年
二

月
」
と
さ
れ
る
。
同
資
料
の
閲
覧
に
は
、
京
都
大
学
・
佐
々
木
健
教
授
の
ご
高
配
を
得
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
本
稿

に
お
い
て
は
「
獨
逸
法
律
史
」
は
原
則
と
し
て
新
字
体
の
「
独
逸
法
律
史
」
と
記
載
す
る
。

（
8
） 

吉
原
達
也
「
穂
積
陳
重
の
ロ
ー
マ
法
講
義
に
つ
い
て
」『
日
本
法
学
』
第
八
十
四
巻
一
号
（
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
）、
一
頁
。
ロ
ー
マ
法

講
義
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
、
三
七
頁
注
二
四
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
9
） 

岩
野
英
夫
「
わ
が
国
に
お
け
る
法
史
学
の
歩
み
（1873-1945

）：
法
制
史
関
連
科
目
担
任
者
の
変
遷
」『
同
志
社
法
学
』
第
三
九
巻
第
一
・
二

号
（
一
九
八
七
（
昭
和
六
二
）
年
）、
二
二
五
─
三
一
二
頁
。
前
掲
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史

　
上
冊
』
一
一
一
七
─
一
一
四
八
頁
を
参
照
。

（
10
） 

宮
崎
博
士
の
ド
イ
ツ
留
学
時
代
の
事
績
に
つ
い
て
は
、
柏
村
哲
博
「
設
立
者
総
代
宮
崎
道
三
郎
の
生
涯
」『
日
本
大
学
史
紀
要
』
創
刊
号
二

（
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
）、
一
─
一
八
頁
、
と
く
に
四
─
九
頁
。
宮
崎
誠
・
柏
村
哲
博
「
宮
崎
道
三
郎
の
ド
イ
ツ
留
学
に
つ
い
て
」『
日
本
大
学

史
紀
要
』
第
五
号
（
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）
年
）、
一
五
一
─
一
七
二
頁
、
宮
崎
誠
『
宮
崎
道
三
郎
の
ド
イ
ツ
留
学
に
つ
い
て
（
補
遺
）』『
日
本

大
学
史
紀
要
』
第
六
号
（
一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
）、
一
三
一
─
一
四
六
頁
。
こ
の
う
ち
、「
補
遺
」
は
、
現
地
調
査
に
基
づ
く
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
、

ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
に
お
け
る
宮
崎
博
士
の
学
籍
簿
や
住
所
記
録
な
ど
の
貴
重
な
報
告
記
録
と
な
っ
て
い
る
。

（
11
） 

岩
野
・
前
掲
・
二
六
八
頁
注
三
九
。『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
五
六
号
（
明
治
二
一
年
一
一
月
二
〇
日
刊
）
四
一
〇
頁
。

（
12
） 

『
中
央
大
学
史
資
料
集
』
第
３
集

　
資
料
番
号
二
五
一
「
法
科
大
学
教
員
受
持
学
科
表
〔（
明
治
二
十
一
年
九
月
─
明
治
二
十
二
年
七
月
）〕」

https://w
w

w
.chuo-u.ac.jp/uploads/2018/10/shiryoshu00030251.pdf?1559445055925

（
一
一
五
八
）

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
四
三

（
13
） 

岩
野
・
前
掲
・
二
三
八
頁
（
明
治
二
二
年
の
項
）。

（
14
） 

藤
野
奈
津
子
「
岡
松
参
太
郎
と
ロ
ー
マ
法
研
究
─
『
岡
松
参
太
郎
文
書
』
の
手
稿
か
ら
み
え
て
く
る
も
の
─
」『
千
葉
商
大
論
叢
』
第
四
八
巻

二
号
（
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年
）、
五
七
頁
以
下
、
岡
松
博
士
と
、
宮
崎
博
士
の
ロ
ー
マ
法
講
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
と
く
に
六
四
頁
以
下

を
参
照
。
岡
松
博
士
に
よ
る
ロ
ー
マ
法
講
義
（
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
）
受
講
ノ
ー
ト
は
岡
松
参
太
郎
文
書
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
・
早
稲
田

大
学
図
書
館
・
同
東
ア
ジ
ア
法
研
究
所
編
（
雄
松
堂
））
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
15
） 

岩
野
・
前
掲
・
二
六
八
頁
注
四
二
。『
帝
国
大
学
一
覧

　
従
明
治
二
十
三
年
至
二
十
四
年
』（
明
治
二
三
年
一
二
月
出
版
）
七
〇
頁
を
参
照
。

（
16
） 

『
東
京
大
学
百
年
史
・
部
局
史
一
』
一
九
八
六
（
昭
和
六
一
）
年
、
六
八
頁
。
こ
の
年
宮
崎
博
士
が
羅
馬
法
講
座
を
担
任
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、

三
上
参
次
『
明
治
時
代
の
歴
史
学
界

　
三
上
参
次
懐
旧
談
』
吉
川
弘
文
館
・
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
、
一
五
一
頁
。
藤
田
大
誠
「
近
代
国
学
と
日

本
法
制
史
」『
國
學
院
大
學
紀
要
』
第
五
〇
巻
（
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
）
年
）
一
〇
五
─
一
三
二
頁
。

（
17
） 

『
東
京
大
学
百
年
史
・
部
局
史
一
』、
七
三
頁
。

（
18
） 

『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
巻
一
一
二
〇
頁
。

（
19
） 

前
掲
同
頁
。

（
20
） 

前
掲
書
一
一
二
九
頁
。
同
時
期
の
学
科
編
成
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
一
一
三
〇
頁
以
下
の
一
覧
を
参
照
。

（
21
） 

前
掲
書
一
一
三
三
頁
。『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
九
巻
九
号
（
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
九
月
）
九
一
頁
以
下
。

（
22
） 

春
木
一
郎
博
士
の
京
都
帝
国
大
学
法
科
大
学
で
の
羅
馬
法
講
義
自
筆
本
（
明
治
四
〇
年
九
月
乃
至
四
一
年
五
月
の
学
年
に
お
け
る
講
義
に
使
用

し
た
も
の
）
が
記
念
の
た
め
昭
和
一
五
年
京
都
帝
国
大
学
法
学
部
に
寄
贈
さ
れ
て
い
る
こ
と
（『
京
都
帝
国
大
学
史
』
京
都
帝
国
大
学
・
一
九
四
三

（
昭
和
一
八
年
）
一
二
月
二
〇
日
刊
、
二
〇
五
─
二
〇
六
頁
）
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
〈http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1460809

〉

（
一
三
六
─
一
三
七
コ
マ
）。
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に
春
木
博
士
の
羅
馬
法
講
義
自
筆
本
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
背
景
に
は
、
愛
久
澤
直

紀
氏
よ
る
春
木
博
士
旧
蔵
書
寄
贈
と
関
わ
り
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
間
の
事
情
を
知
る
手
が
か
り
が
、
春
木
博
士
か
ら
田
中
秀
央
博
士
に

宛
て
た
一
九
四
〇
年
八
月
二
八
日
書
簡
に
窺
え
る
。
菅
原
憲
二
・
飯
塚
一
幸
・
西
山
伸
偏
『
田
中
秀
央 

近
代
西
洋
学
の
黎
明
─
『
憶
い
出
の
記
』

を
中
心
に
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
・
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
、
三
一
〇
頁
所
収
。
こ
の
項
に
つ
い
て
吉
原
・
前
掲
「
宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅

（
一
一
五
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
四
四

馬
法
講
義
に
つ
い
て
」
二
二
頁
注
二
五
を
参
照
。
書
簡
の
必
要
部
分
の
み
再
掲
し
て
お
く
。「
先
頃
貴
文
科
英
文
科
在
学
ノ
愛
久
沢
直
紀
君
ヨ
リ
貴

大
学
ニ
寄
贈
ニ
相
成
リ
タ
ル
書
籍
ハ
、
同
君
ノ
厳
祖
父
直
哉
氏
ガ
小
生
二
対
ス
ル
厚
キ
友
情
ニ
因
り
非
常
ニ
高
キ
価
ニ
テ
買
取
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
存

ゼ
ラ
レ
候
、
本
件
二
付
テ
ハ
始
終
山
田
乙マ

マ

三
博
士
ノ
心
配
ヲ
恭
ナ
ク
シ
タ
ル
次
第
ニ
御
座
候
、
因
ニ
記
シ
候
ガ
愛
久
沢
直
哉
氏
ハ
明
治
廿
七
年
東
大

政
治
科
ノ
卒
業
生
（
小
生
卜
同
年
ノ
卒
業
）
ニ
シ
テ
、
事
業
方
面
ニ
没
頭
シ
遂
ニ
一
大
事
業
家
ト
シ
テ
本
月
十
七
日
遠
逝
セ
ラ
レ
タ
リ
、
氏
ハ
実
ニ

明
治
年
代
立
志
篇
中
ノ
人
卜
存
ジ
候
」
翻
刻
文
中
「
山
田
乙
三
」
は
「
山
田
正
三
」［
一
八
八
二
─
一
九
四
九
年
］
の
誤
植
と
思
わ
れ
る
。〈https://

kensaku.kua1.archives.kyoto-u.ac.jp/rireki/

〉）（https://kensaku.kua1.archives.kyoto-u.ac.jp/rireki/?c=detail&
id=000969

）

こ
の
項
に
つ
い
て
、
前
記
『
宮
崎
博
士
著
作
目
録
』W
E

B

版
二
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
23
） 

吉
原
・
前
掲
「
宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
」『
日
本
法
学
』
第
八
五
巻
二
号
・
六
頁
。

（
24
） 

岩
野
・
前
掲
「
わ
が
国
に
お
け
る
法
史
学
の
歩
み
」
二
三
四
─
二
三
五
頁
。

（
25
） 

『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
巻
一
一
二
九
頁
。

（
26
） 

前
掲
書
一
一
三
三
頁
。

（
27
） 

前
掲
書
同
頁
。

（
28
） 

前
掲
書
一
一
三
六
頁
。

（
29
） 

前
掲
書
一
一
三
七
頁
。

（
30
） 

瀧
川
政
次
郎
『
日
本
法
制
史
研
究
』
有
斐
閣
・
一
九
四
一
年
、
六
三
〇
頁
。

（
31
） 

岩
野
・
前
掲
「
わ
が
国
に
お
け
る
法
史
学
の
歩
み
」
二
七
〇
─
二
七
一
頁
注
五
六
。

（
32
） 

一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
の
「
羅
馬
法
」
講
義
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、「
松
木
幹
一
郎
（
一
八
七
二
─
一
九
三
九
）
筆
記
『
羅
馬
法
』

一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年

　
第
一
年
次
」
な
る
資
料
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
由
で
あ
る
。

（
33
） 

藤
野
奈
津
子
教
授
に
よ
る
法
制
史
学
会
第
七
一
回
総
会
（
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
六
月
開
催
）
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
に
お
け
る
法
史

研
究
の
歴
史
」
に
お
け
る
報
告
「
明
治
前
期
に
お
け
る
西
洋
法
史
学
の
誕
生
」
中
資
料
Ⅲ
に
松
木
幹
一
郎
氏
の
ノ
ー
ト
の
あ
ら
ま
し
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
藤
野
報
告
に
よ
れ
ば
、
全
体
は
「
外
篇
」
と
「
内
篇
」
に
分
か
れ
、
前
者
は
、
講
義
の
目
的
、
参
考
書
の
紹
介
な
ど
序
論
的
講
義
で
あ
り
、

（
一
一
六
〇
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
四
四

馬
法
講
義
に
つ
い
て
」
二
二
頁
注
二
五
を
参
照
。
書
簡
の
必
要
部
分
の
み
再
掲
し
て
お
く
。「
先
頃
貴
文
科
英
文
科
在
学
ノ
愛
久
沢
直
紀
君
ヨ
リ
貴

大
学
ニ
寄
贈
ニ
相
成
リ
タ
ル
書
籍
ハ
、
同
君
ノ
厳
祖
父
直
哉
氏
ガ
小
生
二
対
ス
ル
厚
キ
友
情
ニ
因
り
非
常
ニ
高
キ
価
ニ
テ
買
取
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
存

ゼ
ラ
レ
候
、
本
件
二
付
テ
ハ
始
終
山
田
乙マ

マ

三
博
士
ノ
心
配
ヲ
恭
ナ
ク
シ
タ
ル
次
第
ニ
御
座
候
、
因
ニ
記
シ
候
ガ
愛
久
沢
直
哉
氏
ハ
明
治
廿
七
年
東
大

政
治
科
ノ
卒
業
生
（
小
生
卜
同
年
ノ
卒
業
）
ニ
シ
テ
、
事
業
方
面
ニ
没
頭
シ
遂
ニ
一
大
事
業
家
ト
シ
テ
本
月
十
七
日
遠
逝
セ
ラ
レ
タ
リ
、
氏
ハ
実
ニ

明
治
年
代
立
志
篇
中
ノ
人
卜
存
ジ
候
」
翻
刻
文
中
「
山
田
乙
三
」
は
「
山
田
正
三
」［
一
八
八
二
─
一
九
四
九
年
］
の
誤
植
と
思
わ
れ
る
。〈https://

kensaku.kua1.archives.kyoto-u.ac.jp/rireki/

〉）（https://kensaku.kua1.archives.kyoto-u.ac.jp/rireki/?c=detail&
id=000969

）

こ
の
項
に
つ
い
て
、
前
記
『
宮
崎
博
士
著
作
目
録
』W

E
B

版
二
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
23
） 

吉
原
・
前
掲
「
宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
」『
日
本
法
学
』
第
八
五
巻
二
号
・
六
頁
。

（
24
） 

岩
野
・
前
掲
「
わ
が
国
に
お
け
る
法
史
学
の
歩
み
」
二
三
四
─
二
三
五
頁
。

（
25
） 

『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
巻
一
一
二
九
頁
。

（
26
） 

前
掲
書
一
一
三
三
頁
。

（
27
） 

前
掲
書
同
頁
。

（
28
） 

前
掲
書
一
一
三
六
頁
。

（
29
） 

前
掲
書
一
一
三
七
頁
。

（
30
） 

瀧
川
政
次
郎
『
日
本
法
制
史
研
究
』
有
斐
閣
・
一
九
四
一
年
、
六
三
〇
頁
。

（
31
） 

岩
野
・
前
掲
「
わ
が
国
に
お
け
る
法
史
学
の
歩
み
」
二
七
〇
─
二
七
一
頁
注
五
六
。

（
32
） 

一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
の
「
羅
馬
法
」
講
義
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、「
松
木
幹
一
郎
（
一
八
七
二
─
一
九
三
九
）
筆
記
『
羅
馬
法
』

一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年

　
第
一
年
次
」
な
る
資
料
が
早
稲
田
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
由
で
あ
る
。

（
33
） 

藤
野
奈
津
子
教
授
に
よ
る
法
制
史
学
会
第
七
一
回
総
会
（
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
六
月
開
催
）
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
日
本
に
お
け
る
法
史

研
究
の
歴
史
」
に
お
け
る
報
告
「
明
治
前
期
に
お
け
る
西
洋
法
史
学
の
誕
生
」
中
資
料
Ⅲ
に
松
木
幹
一
郎
氏
の
ノ
ー
ト
の
あ
ら
ま
し
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。
藤
野
報
告
に
よ
れ
ば
、
全
体
は
「
外
篇
」
と
「
内
篇
」
に
分
か
れ
、
前
者
は
、
講
義
の
目
的
、
参
考
書
の
紹
介
な
ど
序
論
的
講
義
で
あ
り
、

（
一
一
六
〇
）

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
四
五

後
者
は
「
通
則
」「
物
権
法
」「
債
権
法
」「
家
族
法
」「
相
続
法
」
の
五
編
構
成
で
、
ロ
ー
マ
私
法
の
全
体
が
講
じ
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
春
木
博
士

に
よ
る
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
の
「
羅
馬
法
」
筆
記
録
で
は
、
前
半
は
「
羅
馬
法
沿
革
論
」
と
し
て
ロ
ー
マ
法
史
の
詳
細
が
語
ら
れ
、
後
半
で

は
ロ
ー
マ
私
法
の
全
体
が
「
総
則
」「
財
産
法
」「
家
族
法
」「
相
続
法
」
と
し
て
講
じ
ら
れ
て
い
る
。「
松
木
ノ
ー
ト
」
と
の
違
い
は
、「
羅
馬
法
沿

革
論
」
に
比
重
の
半
分
が
置
か
れ
て
お
り
、
講
義
時
間
数
か
ら
考
え
る
と
「
羅
馬
私
法
」
の
部
分
に
お
い
て
濃
度
に
差
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
34
） 

吉
原
・
前
掲
「
宮
崎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
」
を
参
照
。

（
35
） 

三
上
参
次
『
明
治
時
代
の
歴
史
学
界

　
三
上
参
次
懐
旧
談
』
吉
川
弘
文
館
・
一
九
九
一
年
、
一
五
一
頁
。
岩
野
教
授
は
前
掲
箇
所
に
お
い
て
、

三
上
博
士
の
法
制
史
講
義
が
行
わ
れ
た
か
は
資
料
的
に
確
認
で
き
な
い
と
さ
れ
て
お
ら
れ
る
が
、
明
治
二
八
年
の
卒
業
生
で
あ
る
浜
口
雄
幸
、
小
野

塚
喜
平
次
ら
と
の
交
流
を
語
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
の
信
憑
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
36
） 

吉
原
・
前
掲
「
宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
」
一
二
頁
以
下
。

（
37
） 

吉
原
・
前
掲
「
宮
崎
道
三
郎
博
士
の
羅
馬
法
講
義
に
つ
い
て
」
六
頁
。

（
38
） 

宮
崎
道
三
郎
「
羅
馬
法
の
独
乙
国
に
伝
来
し
た
る
始
末
を
述
ふ
」『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
六
巻
（
通
号
五
九
号
・
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年

二
月
二
〇
日
刊
）
五
八
七
─
五
九
六
頁
、「
同
・（
前
号
の
つ
ゞ
き
）」
同
第
七
巻
（
通
号
六
〇
号
・
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
三
月
二
五
日
刊
）

一
─
五
頁
、「
同
」
同
第
七
巻
（
通
巻
六
一
号
・
一
八
八
九
年
四
月
二
五
日
刊
）
九
八
─
一
〇
五
頁
。

（
39
） 

宮
崎
道
三
郎
「
独
乙
国
法
学
家
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン
氏
ノ
伝
」『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
八
巻
（
通
号
七
三
号
（
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
四
月

二
五
日
刊
）
二
三
六
─
二
四
二
頁
、「
同
（
承
前
）」
同
第
八
巻
（
通
号
七
五
号
・
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
六
月
二
五
日
刊
）
四
一
一
─
四
一
四

頁
。

（
40
） 

宮
崎
道
三
郎
「
法
律
沿
革
ノ
研
究
ニ
就
テ
」
明
治
二
十
四
年
五
月
三
日
大
学
通
俗
講
談
会
ニ
於
テ
『
東
洋
学
藝
雑
誌
』
第
八
卷
一
一
七
号

（
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
六
月
二
五
日
刊
）
二
六
九
─
二
八
一
頁
。

（
41
） 

宮
崎
道
三
郎
「
羅
馬
法
ノ
影
響
ニ
就
テ
」『
東
洋
学
藝
雑
誌
』
第
十
卷
一
四
六
号
（
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
一
一
月
二
五
日
）
五
七
七
─

五
八
三
頁
、「
同
・（
前
号
ノ
続
）」
同
第
十
卷
一
四
七
号
（
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
一
二
月
二
五
日
刊
）
六
一
七
─
六
一
九
頁
。

（
42
） 

そ
の
ほ
か
宮
崎
博
士
の
も
の
と
し
て
、
無
記
名
も
の
と
し
て
「
ベ
ル
ン
ハ
ル
ド
、
ヨ
セ
フ
、
ウ
ヰ
ン
ド
シ
ヤ
ー
ド
氏
ノ
小
伝
」『
法
学
協
会
雑

（
一
一
六
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
四
六

誌
』
第
九
巻
二
号
（
一
八
九
一
（
明
治
二
三
）
年
二
月
一
日
刊
）
八
二
─
八
三
頁
（
雑
録
・
無
記
名
）、「
ゲ
ル
ベ
ル
（G

erber

）
及
ひ
リ
ョ
ン
ネ

（R
oenne

）
二
氏
の
訃
音
」『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
十
巻
五
号
（
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
五
月
一
日
刊
四
八
六
頁
、「
ウ
イ
ン
ド
シ
ヤ
イ
ド
氏
の

訃
音
」
同
第
十
一
巻
二
号
（
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
二
月
一
日
刊
）
一
六
五
─
一
六
六
頁
（
海
外
記
事
・
無
記
名
）、「
ウ
イ
ン
ド
シ
ヤ
イ
ド

（W
indscheid

）
氏
の
勤
学
」『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
十
一
巻
二
号
（
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
二
月
一
日
刊
）
一
六
六
頁
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

（
43
） 

宮
崎
誠
・
前
掲
「
宮
崎
道
三
郎
の
ド
イ
ツ
留
学
に
つ
い
て
て
（
補
遺
）」
一
三
六
─
一
三
九
頁
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宮
崎
博
士
は
、
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ヒ
に
お
い
て
、
一
八
八
五
─
八
六
年
冬
学
期
に
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
パ
ン
デ
ク
テ
ン
講
義
第
一
部
、
八
六
年
夏
学
期
に
同
じ
く
ヴ
ィ
ン
ト

シ
ャ
イ
ト
の
パ
ン
デ
ク
テ
ン
講
義
第
二
部
、
ま
た
八
六
─
八
七
年
冬
学
期
は
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
に
お
い
て
イ
ェ
リ
ン
グ
の
パ
ン
デ
ク
テ
ン
講
義
第
二
部
、

八
七
年
夏
学
期
に
は
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
パ
ン
デ
ク
テ
ン
演
習
、
レ
ー
ゲ
ル
ベ
ル
ガ
ー
の
イ
ン
ス
テ
ィ
ツ
ー
チ
オ
ー
ネ
ン
を
履
修
し
て
い
る
。

（
44
） 

宮
崎
道
三
郎
『
東
洋
学
藝
雑
誌
』
一
四
七
号
六
一
九
頁
「
独
乙
に
は
又
独
乙
私
法
（D

eutsches P
rivatrecht

）
と
称
す
る
学
科
目
あ
り
。
此

の
科
目
は
、
主
と
し
て
独
乙
自
国
に
於
て
生
長
せ
し
め
た
る
法
律
を
論
ず
る
も
の
に
し
て
、
元
来
羅
馬
法
を
論
ず
る
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
其
の

沿
革
を
察
す
る
と
き
は
、
此
の
科
目
も
亦
羅
馬
法
の
影
響
を
受
け
て
発
達
し
た
る
も
の
た
る
こ
と
を
知
る
。
其
の
故
は
独
乙
私
法
に
属
す
る
法
律
規

則
も
、
第
十
八
世
紀
前
は
、
之
を
羅
馬
法
の
講
義
中
に
挿
入
し
、
別
に
独
立
の
科
目
と
し
て
講
ぜ
ざ
り
。
一
千
七
百
七
年
に
於
て
ゲ
ヲ
ル
グ
、
バ

イ
ェ
ル
（G

eorg B
eyer

）
と
云
へ
る
人
あ
り
。
ウ
イ
ッ
テ
ン
ベ
ル
グ
の
大
学
に
於
て
、
始
め
て
独
乙
私
法
を
独
立
の
科
目
と
し
て
講
じ
た
れ
ど
も
、

此
の
人
も
亦
是
れ
羅
馬
法
学
者
に
て
、
羅
馬
法
の
教
授
と
し
て
聘
せ
ら
れ
た
る
人
な
り
き
。
知
る
べ
し
、
独
乙
法
の
学
科
目
も
亦
羅
馬
法
学
の
刺
激

を
受
け
て
発
達
し
た
る
こ
と
を
。」

（
45
） 

前
掲
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
巻
・
一
一
二
一
頁
。

（
46
） 

宮
崎
誠
・
前
掲
「
宮
崎
道
三
郎
の
ド
イ
ツ
留
学
に
つ
い
て
（
補
遺
）」
一
三
六
─
一
三
九
頁
を
参
照

（
47
） 

邦
訳
と
し
て
、
ゾ
ー
ム
／
久
保
正
幡
・
世
良
晃
志
郎
訳
『
フ
ラ
ン
ク
法
と
ロ
ー
マ
法
─
ド
イ
ツ
法
史
へ
の
序
論
─
』
岩
波
書
店
・
一
九
四
二

（
昭
和
一
七
）
年
が
あ
る
。R

udolph S
ohm

, F
ränkisches R

echt und röm
isches R

echt: P
rolegom

ena zur deutschen R
echtsgeschichte, 

Z
eitschrift der S

avigny-S
tiftung für R

echtsgeschichte: G
erm

anistische A
bteilung, B

d.1, H
erm

ann B
öhlau, 1880, S

.1-84. 

https://books.google.co.jp/books?id=aB
2w

A
A

A
A

M
A

A
J&

printsec=frontcover&
dq=zeitschrift+savigny+1880+germ

&
hl=ja&

sa=X

（
一
一
六
二
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
四
六

誌
』
第
九
巻
二
号
（
一
八
九
一
（
明
治
二
三
）
年
二
月
一
日
刊
）
八
二
─
八
三
頁
（
雑
録
・
無
記
名
）、「
ゲ
ル
ベ
ル
（G

erber

）
及
ひ
リ
ョ
ン
ネ

（R
oenne

）
二
氏
の
訃
音
」『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
十
巻
五
号
（
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
五
月
一
日
刊
四
八
六
頁
、「
ウ
イ
ン
ド
シ
ヤ
イ
ド
氏
の

訃
音
」
同
第
十
一
巻
二
号
（
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
二
月
一
日
刊
）
一
六
五
─
一
六
六
頁
（
海
外
記
事
・
無
記
名
）、「
ウ
イ
ン
ド
シ
ヤ
イ
ド

（W
indscheid

）
氏
の
勤
学
」『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
十
一
巻
二
号
（
一
八
九
三
（
明
治
二
六
）
年
二
月
一
日
刊
）
一
六
六
頁
な
ど
が
知
ら
れ
る
。

（
43
） 

宮
崎
誠
・
前
掲
「
宮
崎
道
三
郎
の
ド
イ
ツ
留
学
に
つ
い
て
て
（
補
遺
）」
一
三
六
─
一
三
九
頁
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宮
崎
博
士
は
、
ラ
イ
プ

ツ
ィ
ヒ
に
お
い
て
、
一
八
八
五
─
八
六
年
冬
学
期
に
ヴ
ィ
ン
ト
シ
ャ
イ
ト
の
パ
ン
デ
ク
テ
ン
講
義
第
一
部
、
八
六
年
夏
学
期
に
同
じ
く
ヴ
ィ
ン
ト

シ
ャ
イ
ト
の
パ
ン
デ
ク
テ
ン
講
義
第
二
部
、
ま
た
八
六
─
八
七
年
冬
学
期
は
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
に
お
い
て
イ
ェ
リ
ン
グ
の
パ
ン
デ
ク
テ
ン
講
義
第
二
部
、

八
七
年
夏
学
期
に
は
イ
ェ
ー
リ
ン
グ
の
パ
ン
デ
ク
テ
ン
演
習
、
レ
ー
ゲ
ル
ベ
ル
ガ
ー
の
イ
ン
ス
テ
ィ
ツ
ー
チ
オ
ー
ネ
ン
を
履
修
し
て
い
る
。

（
44
） 

宮
崎
道
三
郎
『
東
洋
学
藝
雑
誌
』
一
四
七
号
六
一
九
頁
「
独
乙
に
は
又
独
乙
私
法
（D

eutsches P
rivatrecht

）
と
称
す
る
学
科
目
あ
り
。
此

の
科
目
は
、
主
と
し
て
独
乙
自
国
に
於
て
生
長
せ
し
め
た
る
法
律
を
論
ず
る
も
の
に
し
て
、
元
来
羅
馬
法
を
論
ず
る
も
の
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
其
の

沿
革
を
察
す
る
と
き
は
、
此
の
科
目
も
亦
羅
馬
法
の
影
響
を
受
け
て
発
達
し
た
る
も
の
た
る
こ
と
を
知
る
。
其
の
故
は
独
乙
私
法
に
属
す
る
法
律
規

則
も
、
第
十
八
世
紀
前
は
、
之
を
羅
馬
法
の
講
義
中
に
挿
入
し
、
別
に
独
立
の
科
目
と
し
て
講
ぜ
ざ
り
。
一
千
七
百
七
年
に
於
て
ゲ
ヲ
ル
グ
、
バ

イ
ェ
ル
（G

eorg B
eyer

）
と
云
へ
る
人
あ
り
。
ウ
イ
ッ
テ
ン
ベ
ル
グ
の
大
学
に
於
て
、
始
め
て
独
乙
私
法
を
独
立
の
科
目
と
し
て
講
じ
た
れ
ど
も
、

此
の
人
も
亦
是
れ
羅
馬
法
学
者
に
て
、
羅
馬
法
の
教
授
と
し
て
聘
せ
ら
れ
た
る
人
な
り
き
。
知
る
べ
し
、
独
乙
法
の
学
科
目
も
亦
羅
馬
法
学
の
刺
激

を
受
け
て
発
達
し
た
る
こ
と
を
。」

（
45
） 

前
掲
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
』
上
巻
・
一
一
二
一
頁
。

（
46
） 

宮
崎
誠
・
前
掲
「
宮
崎
道
三
郎
の
ド
イ
ツ
留
学
に
つ
い
て
（
補
遺
）」
一
三
六
─
一
三
九
頁
を
参
照

（
47
） 

邦
訳
と
し
て
、
ゾ
ー
ム
／
久
保
正
幡
・
世
良
晃
志
郎
訳
『
フ
ラ
ン
ク
法
と
ロ
ー
マ
法
─
ド
イ
ツ
法
史
へ
の
序
論
─
』
岩
波
書
店
・
一
九
四
二

（
昭
和
一
七
）
年
が
あ
る
。R

udolph S
ohm

, F
ränkisches R

echt und röm
isches R

echt: P
rolegom

ena zur deutschen R
echtsgeschichte, 

Z
eitschrift der S

avigny-S
tiftung für R

echtsgeschichte: G
erm

anistische A
bteilung, B

d.1, H
erm

ann B
öhlau, 1880, S

.1-84. 

https://books.google.co.jp/books?id=aB
2w

A
A

A
A

M
A

A
J&

printsec=frontcover&
dq=zeitschrift+savigny+1880+germ

&
hl=ja&

sa=X

（
一
一
六
二
）

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
四
七

&
ved=0ahU

K
E

w
ic0qjL

hfH
lA

hX
iF

qY
K

H
R

K
eA

dkQ
6A

E
IM

jA
B

#v=onepage&
q=zeitschrift%

20savigny%
201880%

20germ
&

f=false
（
48
） 

例
え
ば
、
長
尾
龍
一
教
授
は
、
長
尾
龍
一
「
宮
崎
道
三
郎
の
法
史
学
」『
法
学
に
遊
ぶ

　
新
版
』
慈
学
社
・
二
〇
〇
九
年
、
二
六
九
頁
以
下
。

『
比
較
法
制
史
』
第
二
部
六
七
丁
表
以
下
、
前
掲
『
日
本
法
学
』
第
八
五
巻
一
号
、
七
五
頁
以
下
を
参
照
。R

udolph S
ohm

, D
as R

echt der 

E
heschliessung aus dem

 deutschen und canonischen R
echt geschichtlich entw

ickelt : eine A
ntw

ort auf die F
rage nach dem

 

V
erhältniss der kirchlichen T

rauung zur C
ivilehe, H

. B
öhlau, 1875.

（
49
） 

宮
崎
道
三
郎
「
手
附
の
話
（
明
治
三
十
三
年
十
一
月
十
一
日
東
京
学
士
会
院
例
会
講
演
）『
中
田
薰
編
『
宮
崎
先
生
法
制
史
論
集
』
岩
波
書

店
・
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
、
六
三
─
九
七
頁
所
収
、
初
出
は
『
学
士
院
雑
誌
』
第
二
二
編
第
九
号
（
一
九
〇
〇
（
明
治
三
一
）
年
一
一
月
）。

（
50
） 

前
掲
書
・
九
一
頁
以
下
。

（
51
） H

einrich D
ernburg, P

andekten B
d.3, B

erlin, H
.W

. M
üller 1887, §

7.

（
52
） O

tto S
tobbe, H

andbuch des deutschen P
rivatrechts, B

erlin, 1871-1885; R
eprint, 100 Jahre bürgerliches G

esetzbuch, 

G
erm

anistik 20, K
eip, 2005.

（
一
一
六
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
四
八

別表　宮崎道三郎博士講述「独逸法律史」及び「比較法制史」 
第二部「独逸法制史」対照表

独逸法律史 比較法制史下巻　第二部　独逸法制史
［春木一郎博士筆記録 1894 
 （明治 27 年 2 月］
緒論 緒言

　第一条　独逸法制史の来歴
［参考書］ 　第二条　参考書

本論
第一期　日耳曼時代 第一章　Germanische Zeit の法制沿革
第一章　日耳曼人種の由来 第一節　German 人種の由来並に住処
第二章　日耳曼人種の住所
第三章　日耳曼人種の諸部族
第四章　civitas, pagus （Gau） 第二節　vicus, pagus, civitas
第五章　rex, dux, princeps 第三節　rex, dux, princeps
第六章　comentus, comes 第四節　comes

第五節　sacerdotes
第七章　concilium 第六節　集会
第八章　Hundertschaftung
第九章　軍隊の組織 第七節　兵制
第十章　裁判所の組織
第十一章　身分の種類 第八節　貴族の階級
第十二章　土地制度 第九節　土地制
第十三章　刑法 第十節　民法
第十四章　民法 第十一節　刑法
第十五章　訴訟手続 第十二節　訴訟法

［第二期　フランク時代、記載なし］ 第二章　Fränkische Zeit
第十六章　日耳曼人種の移転及び其影響 第一節　German 部族の盛衰の略史
　　第一節　日耳曼人種の移転 第二節　Franken の国勢
　　第二節　日耳曼人種移転の結果
第十七章　日耳曼人種に新たに建国せ
し諸国の状況
　　第一節　Gothen
　　第二節　Langobaden
　　第三節　Bayern
　　第四節　Burgunden
　　第五節　Ostgothen

（
一
一
六
四
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
四
八

別表　宮崎道三郎博士講述「独逸法律史」及び「比較法制史」 
第二部「独逸法制史」対照表

独逸法律史 比較法制史下巻　第二部　独逸法制史
［春木一郎博士筆記録 1894 
 （明治 27 年 2 月］
緒論 緒言

　第一条　独逸法制史の来歴
［参考書］ 　第二条　参考書

本論
第一期　日耳曼時代 第一章　Germanische Zeit の法制沿革
第一章　日耳曼人種の由来 第一節　German 人種の由来並に住処
第二章　日耳曼人種の住所
第三章　日耳曼人種の諸部族
第四章　civitas, pagus （Gau） 第二節　vicus, pagus, civitas
第五章　rex, dux, princeps 第三節　rex, dux, princeps
第六章　comentus, comes 第四節　comes

第五節　sacerdotes
第七章　concilium 第六節　集会
第八章　Hundertschaftung
第九章　軍隊の組織 第七節　兵制
第十章　裁判所の組織
第十一章　身分の種類 第八節　貴族の階級
第十二章　土地制度 第九節　土地制
第十三章　刑法 第十節　民法
第十四章　民法 第十一節　刑法
第十五章　訴訟手続 第十二節　訴訟法

［第二期　フランク時代、記載なし］ 第二章　Fränkische Zeit
第十六章　日耳曼人種の移転及び其影響 第一節　German 部族の盛衰の略史
　　第一節　日耳曼人種の移転 第二節　Franken の国勢
　　第二節　日耳曼人種移転の結果
第十七章　日耳曼人種に新たに建国せ
し諸国の状況
　　第一節　Gothen
　　第二節　Langobaden
　　第三節　Bayern
　　第四節　Burgunden
　　第五節　Ostgothen

（
一
一
六
四
）

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
四
九

　　第六節　Alemannen
　　第七節　Saxonen
　　第八節　Friesen
　　第九節　Angelsachse
第十八章　日耳曼人の建国及び其国勢
の拡張

第三節　rex （王）
第四節　Hofbeamter （ministeriales）

第十九章　人民集会 第五節　集会
第廿章　　Gau, Graf 第六節　Gau, Graf
第廿一章　centena, centenarius 第七節　Centena （situs, pagallus, marcha）, 

centenarius （centurio,tunginus, Schulthaus）
第廿二章　ducatus, Herzog 第八節　ducatus （Herzogthum）, Herzog

（dux）, Markgraf （dux limitis）
第廿三章　missaticum, missus dominicus 第九節　missaticum, missus dominicus 

（nuntius, legatus）
第廿四章　日耳曼の侍臣 第十節　Lehnswesen の由来
第廿五章　議会
第廿六章　兵制 第十一節　兵制
第廿七章　封建制度 第十二節　財政
第廿八章　裁判上の組織
第廿九章　財政

第十三節　immunitas （emmunitas 
Immunität 免除）

第三十章　immunitas 第十四節　Vaegto
第三十一章　土地制度 第十五節　土地の制度

第十六節　裁判所の組織
第三十二章　身分の種類 第十七節　貴族の等級
第三十三章　法律の体裁
　　第一節　緒言

第十八節　属人法主義の流行並に法律
書の編纂

　　第二節　 leges barbarorum, leges 
Romanorum

第十九節　Urkunde Formulae

　　　第一款　leges barbarorum
　　　第二款　leges Romanorum
第三十四章　民法　物権・債権・親属
法

第廿節　民法

第三十五章　刑法 第廿一節　刑法
第三十六章　訴訟手続 第廿二節　訴訟手続
第三期　中世　第九世紀より第十五世
紀頃迠の沿革

第三章　中世
第一節　独乙国の分裂並に其国勢の略史

第三十七章　独乙国の分立及び其国勢
沿革大略

第二節　国王
第三節　官職制度

（
一
一
六
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
五
〇

第三十八章　王家及び財政 第四節　Lehnswesen
第三十九章　侍臣 第五節　Fürsten

第六節　Comitates （Grafschaft）
第七節　Reichstag, Hoftag
第八節　帝国の財政

第四十章　地方の政治機関 第九節　帝国の兵制
第十節　Landesherr, Territorium
第十一節　領土の家政及び其役人

第四十一章　Stadt の沿革大略 第十二節　Stadt （市府）
第四十二章　Rechtsquellen 法源 第十三節　法源
第四十三章　中世に於ける裁判所の組
織

　第一款　第十世紀─第十三世紀頃の
有様
第一項　独乙国の有様
第二項　Italy
　第二款　 Sachs［en］ の法律 （Sachsen-

spiegel）
　第三款　Schwabenspiegel
　第四款　Landrecht, Stadtrecht
　第五款　Rome 法の伝播
第十五節　民法
第十六節　刑法
第十七節　訴訟手続

第四期　近世
第一小期 　第四章　近世
第四十四章　第十五世紀の末より第十
九世紀の始に至る独逸法律沿革の大略

第一節　第十五世紀の末─第十九世紀
の始
第二節　十九世紀の始─Der allgemeine 
deutsche Bund

（
一
一
六
六
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
五
〇

第三十八章　王家及び財政 第四節　Lehnswesen
第三十九章　侍臣 第五節　Fürsten

第六節　Comitates （Grafschaft）
第七節　Reichstag, Hoftag
第八節　帝国の財政

第四十章　地方の政治機関 第九節　帝国の兵制
第十節　Landesherr, Territorium
第十一節　領土の家政及び其役人

第四十一章　Stadt の沿革大略 第十二節　Stadt （市府）
第四十二章　Rechtsquellen 法源 第十三節　法源
第四十三章　中世に於ける裁判所の組
織

　第一款　第十世紀─第十三世紀頃の
有様
第一項　独乙国の有様
第二項　Italy
　第二款　 Sachs［en］ の法律 （Sachsen-

spiegel）
　第三款　Schwabenspiegel
　第四款　Landrecht, Stadtrecht
　第五款　Rome 法の伝播
第十五節　民法
第十六節　刑法
第十七節　訴訟手続

第四期　近世
第一小期 　第四章　近世
第四十四章　第十五世紀の末より第十
九世紀の始に至る独逸法律沿革の大略

第一節　第十五世紀の末─第十九世紀
の始
第二節　十九世紀の始─Der allgemeine 
deutsche Bund

（
一
一
六
六
）

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
五
一

附
：
宮
崎
道
三
郎
講
述
「
独
逸
法
律
史
」
緒
論

─
春
木
一
郎
博
士
筆
記
録
に
よ
る

（
１
）

─

独
逸
法
律
史
［
三
丁
表
（
２
）

］

緒
論

　独
逸
法
律
史
を
学
ぶ
の
利
益

余
は
此
研
究
を
以
て
随
分
必
要
な
り
と
す
。
何
国
の
法
律
を
問

は
ず
、
其
沿
革
を
論
ず
る
、
甚
だ
必
要
に
し
て
、
猶
水
の
升
に
盈

る
を
流
る
が
如
し
、
独
逸
法
を
研
究
す
る
に
も
其
現
行
法
の
み
を

研
究
し
て
其
沿
革
を
忽

ゆ
る
が
せ

に
す
る
は
水
の
源
を
知
ら
ず
し
て
其
流

を
見
る
の
み
、
啻た

だ

に
然
る
の
み
な
ら
ず
、
現
行
法
の
み
を
知
る
と

も
其
源
の
来
る
所
を
知
ら
ざ
れ
ば
現
行
法
を
解
す
る
こ
と
大
に
困

難
な
り
。

権
利
義
務
な
る
語
は
法
理
上
の
学
術
語
に
し
て
廿
年
以
前
の
人

の
知
ら
ざ
る
処
な
り
。
是
等
の
語
は
法
学
を
学
び
た
る
も
の
に
あ

ら
ざ
れ
ば
解
し
悪
く
き
な
り
。
西
洋
に
は
早
く
正
に
是
等
の
語
を

用
ゐ
ざ
れ
ば
、
現
今
日
本
法
律
を
研
究
す
る
に
は
西
洋
の
法
律
即

ち
現
行
日
本
法
の
基
く
処
に
付
て
学
［
三
丁
裏
］
び
た
る
人
は
容

易
に
理
解
し
得
る
な
り
。
蓋
し
西
洋
に
は
是
等
の
語
は
な
き
に
其

定
義
意
味
を
示
現
せ
る
を
以
て
西
洋
法
律
を
研
究
せ
る
人
は
早
く

知
り
得
べ
し
。
乃
ち
現
今
日
本
法
律
の
関
係
た
る
羅
馬
法
律
を
研

究
せ
る
人
は
早
く
知
り
得
べ
し
。
乃
ち
現
今
の
法
律
を
研
む
る
に

も
其
由
来
す
る
所
を
理
会
す
る
こ
と
甚
だ
易
す
し
、
且
つ
独
逸
法

律
を
研
究
せ
ん
と
す
る
も
の
に
は
独
乙
現
行
法
の
意
味
を
了
解
せ

ん
と
す
る
に
は
独
乙
法
律
の
沿
革
を
一
応
研
究
せ
ざ
れ
ば
能
は
ず
。

今
一
例
を
独
乙
法
律
に
付
て
あ
げ
ん
。

独
国
に
於
て
今
来
世
人
の
慣
用
せ
る
法
律
学
の
科
目
の
中
、
独

逸
私
法D

eutsches P
rivatrecht

な
る
課
目
あ
り
。
而
し
て
其

課
目
外
に
純
正
羅
馬
法Institutionen

な
る
も
の
あ
り
。
其
他

P
andekten oder A

uslegungen des röm
ischen R

echts

あ
り
。

是
等
は
皆
私
法
を
論
ず
る
も
の
な
り
。
然
る
に
同
じ
私
法
の
こ
と

を
論
ず
るInstitutionen

又
は
パ
ン
デ
ク
テ
ン
の
如
き
は
凡
て

羅
馬
法
に
関
係
あ
る
も
の
に
し
て
、
而
し
て
［
四
丁
表
］
独
乙
に

て
は
此
ロ
ー
マ
法
に
関
係
あ
る
法
律
を
重
ん
ず
る
こ
と
多
し
。

独
国
法
科
大
学
に
て
は
パ
ン
デ
ク
テ
ン
の
課
業
は
一
週
間
毎
週

（
一
一
六
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
五
二

十
二
時
間
位
あ
り
。
此
外P

an

［dekten

］
に
関
係
あ
る
課
目

C
orpus juris civilis

及
び
そ
の
解
釈
あ
り
。
而
し
て
独
逸
法
律

に
関
せ
る
独
乙
私
法
よ
り
は
同
じ
ロ
ー
マ
法
を
以
て
重
に
研
究
す
。

世
上
の
著
書
も
ロ
ー
マ
法
に
関
係
す
る
も
の
多
し
。
独
逸
私
法
は

独
逸
法
系
の
法
律
な
れ
ど
も
学
者
の
独
逸
私
法
を
攻
究
す
る
に

ロ
ー
マ
法
の
従
来
完
備
す
る
も
の
を
用
ゆ
る
も
の
多
し
。
例
ば

ロ
ー
マ
法
私
法
家
の
用
ゆ
る
分
類
法
即
ち
私
法
を
分
ち
て

A
llgem

eines R
echt 

［A
llgem

einer T
heil

］, S
peciales 

R
echt 

［S
pecialer T

heil

］ 

と
す
る
が
如
き
、
其
中
を
も
分
類

す
る
如
き
は
皆
ロ
ー
マ
法
に
拠
れ
り
。
即
ち
ロ
ー
マ
法
系
の
学
問

の
及
ぼ
す
影
響
多
し
。
若
し
独
逸
法
律
を
研
究
す
る
に
現
今
の
法

律
を
し
て
研
究
し
、
如
何
に
し
て
然
か
な
れ
る
や
の
歴
史
に
及
ば

ざ
れ
ば
如
何
ぞ
、
現
今
の
法
律
の
斯
あ
る
如
き
学
風
が
斯
く
あ
る

如
き
や
を
知
る
［
四
丁
裏
］
に
由
あ
ら
ん
や
。
即
ち
独
乙
法
律
の

精
神
及
び
応
用
を
理
解
す
る
に
至
る
な
す
に
於
て
、
独
乙
法
律
を

研
究
す
る
と
共
に
其
歴
史
即
ち
其
由
て
来
た
る
処
を
研
究
せ
ば
益

す
る
処
多
か
る
べ
し
。
如
之
正
科
に
於
て
ロ
ー
マ
法
を
研
究
す
る

は
重お

も

な
り
。
ロ
ー
マ
法
は
第
十
二
世
紀
よ
り
独
乙
に
輸
入
し
独
乙

法
律
界
に
大
変
動
を
及
ぼ
せ
り
。
即
ち
正
科
に
て
羅
馬
法
を
学
び

て
羅
馬
法
律
の
後
世
に
及
す
影
響
を
知
る
を
得
た
り
。
歴
史
に
て

は
ロ
ー
マ
法
の
独
乙
法
に
及
ぼ
す
影
響
を
知
る
な
り
。
両
者
は
相

俟
て
大
に
益
す
る
処
あ
る
べ
し
。

而
し
て
参
考
科
に
於
て
日
本
人
な
が
く
独
乙
法
律
を
研
む
る
は

独
乙
に
帰
化
す
る
為
め
に
あ
ら
ず
。
必
ず
独
乙
法
律
を
参
考
し
て

日
本
法
律
を
改
良
し
又
日
本
法
律
の
応
用
著
を
為
さ
ん
と
す
る
な

り
。
即
ち
独
乙
法
律
を
研
究
す
る
は
独
乙
法
律
な
る
が
故
に
あ
ら

ず
、
其
中
に
取
る
べ
き
所
あ
れ
ば
な
り
、
乃
ち
学
ぶ
よ
り
参
考
す

べ
き
処
あ
れ
ば
な
り
。
然
れ
ど
も
独
［
五
丁
表
］
乙
現
今
法
律
の

み
を
研
究
し
て
以
て
足
れ
り
と
す
る
に
あ
ら
ず
、
何
と
な
れ
ば
独

乙
法
律
の
今
日
の
有
様
を
為
せ
る
は
皆
之
を
し
て
然
ら
し
む
る
原

因
あ
れ
ば
な
り
。
今
独
乙
法
律
を
研
究
し
な
が
ら
独
乙
法
律
を
し

て
今
日
の
有
様
に
達
し
た
る
原
因
に
論
究
せ
ざ
れ
ば
、
小
児
の
為

め
に
成
れ
る
明
な
る
か
大
人
の
為
に
成
れ
る
明
な
る
か
を
知
ら
ず

し
て
、
他
人
の
洋
服
に
復
す
る
が
如
く
怪
し
き
結
果
を
生
ず
べ
し
。

（
一
一
六
八
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
五
二

十
二
時
間
位
あ
り
。
此
外P

an

［dekten

］
に
関
係
あ
る
課
目

C
orpus juris civilis

及
び
そ
の
解
釈
あ
り
。
而
し
て
独
逸
法
律

に
関
せ
る
独
乙
私
法
よ
り
は
同
じ
ロ
ー
マ
法
を
以
て
重
に
研
究
す
。

世
上
の
著
書
も
ロ
ー
マ
法
に
関
係
す
る
も
の
多
し
。
独
逸
私
法
は

独
逸
法
系
の
法
律
な
れ
ど
も
学
者
の
独
逸
私
法
を
攻
究
す
る
に

ロ
ー
マ
法
の
従
来
完
備
す
る
も
の
を
用
ゆ
る
も
の
多
し
。
例
ば

ロ
ー
マ
法
私
法
家
の
用
ゆ
る
分
類
法
即
ち
私
法
を
分
ち
て

A
llgem

eines R
echt 

［A
llgem

einer T
heil

］, S
peciales 

R
echt 

［S
pecialer T

heil

］ 

と
す
る
が
如
き
、
其
中
を
も
分
類

す
る
如
き
は
皆
ロ
ー
マ
法
に
拠
れ
り
。
即
ち
ロ
ー
マ
法
系
の
学
問

の
及
ぼ
す
影
響
多
し
。
若
し
独
逸
法
律
を
研
究
す
る
に
現
今
の
法

律
を
し
て
研
究
し
、
如
何
に
し
て
然
か
な
れ
る
や
の
歴
史
に
及
ば

ざ
れ
ば
如
何
ぞ
、
現
今
の
法
律
の
斯
あ
る
如
き
学
風
が
斯
く
あ
る

如
き
や
を
知
る
［
四
丁
裏
］
に
由
あ
ら
ん
や
。
即
ち
独
乙
法
律
の

精
神
及
び
応
用
を
理
解
す
る
に
至
る
な
す
に
於
て
、
独
乙
法
律
を

研
究
す
る
と
共
に
其
歴
史
即
ち
其
由
て
来
た
る
処
を
研
究
せ
ば
益

す
る
処
多
か
る
べ
し
。
如
之
正
科
に
於
て
ロ
ー
マ
法
を
研
究
す
る

は
重お

も

な
り
。
ロ
ー
マ
法
は
第
十
二
世
紀
よ
り
独
乙
に
輸
入
し
独
乙

法
律
界
に
大
変
動
を
及
ぼ
せ
り
。
即
ち
正
科
に
て
羅
馬
法
を
学
び

て
羅
馬
法
律
の
後
世
に
及
す
影
響
を
知
る
を
得
た
り
。
歴
史
に
て

は
ロ
ー
マ
法
の
独
乙
法
に
及
ぼ
す
影
響
を
知
る
な
り
。
両
者
は
相

俟
て
大
に
益
す
る
処
あ
る
べ
し
。

而
し
て
参
考
科
に
於
て
日
本
人
な
が
く
独
乙
法
律
を
研
む
る
は

独
乙
に
帰
化
す
る
為
め
に
あ
ら
ず
。
必
ず
独
乙
法
律
を
参
考
し
て

日
本
法
律
を
改
良
し
又
日
本
法
律
の
応
用
著
を
為
さ
ん
と
す
る
な

り
。
即
ち
独
乙
法
律
を
研
究
す
る
は
独
乙
法
律
な
る
が
故
に
あ
ら

ず
、
其
中
に
取
る
べ
き
所
あ
れ
ば
な
り
、
乃
ち
学
ぶ
よ
り
参
考
す

べ
き
処
あ
れ
ば
な
り
。
然
れ
ど
も
独
［
五
丁
表
］
乙
現
今
法
律
の

み
を
研
究
し
て
以
て
足
れ
り
と
す
る
に
あ
ら
ず
、
何
と
な
れ
ば
独

乙
法
律
の
今
日
の
有
様
を
為
せ
る
は
皆
之
を
し
て
然
ら
し
む
る
原

因
あ
れ
ば
な
り
。
今
独
乙
法
律
を
研
究
し
な
が
ら
独
乙
法
律
を
し

て
今
日
の
有
様
に
達
し
た
る
原
因
に
論
究
せ
ざ
れ
ば
、
小
児
の
為

め
に
成
れ
る
明
な
る
か
大
人
の
為
に
成
れ
る
明
な
る
か
を
知
ら
ず

し
て
、
他
人
の
洋
服
に
復
す
る
が
如
く
怪
し
き
結
果
を
生
ず
べ
し
。

（
一
一
六
八
）

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
五
三

［M
om

m
sen, T

heodor, 1817-1903

］
あ
り
。
其
名
誉
全
世
界
に

響
き
、
伊
国
の
如
き
は
［
判
読
で
き
ず
］
あ
り
。
モ
ム
ゼ
ン
伊
国

を
旅
行
せ
し
と
き
も
同
伴
人
は
盗
賊
に
遭
ひ
た
る
も
モ
ム
ゼ
ン
丈だ

け

は
許
さ
れ
た
り
と
い
ふ
。
そ
の
他
モ
ム
ゼ
ン
が
伊
国
の
書
庫
に
て

書
を
閲
せ
る
と
き
法
王
来
り
他
人
は
礼
せ
る
も
モ
ム
ゼ
ン
は
其
書

に
耽
り
て
礼
せ
ざ
る
故
に
番
人
之
を
「
モ
ム
ゼ
ン
」
に
告
げ
ん
と

し
た
る
に
法
王
は
モ
ム
ゼ
ン
の
勉
学
を
妨
ぐ
る
を
不
可
と
し
て
之

を
止
め
た
り
。
又
希
臘
の
歴
史
を
著
は
せ
し
ク
ル
チ
ユ
ス

（
10
）

［C
urtius, E

rnst, 1814-1896

］
あ
り
。
其
他
経
済
畫が

く

［
学
］
の

歴
史
あ
り
て
其
学
尤
も
盛
な
り
。［
六
丁
表
］

法
律
に
も
其
沿
革
を
研
究
す
る
こ
と
大
に
盛
に
し
て
羅
馬
法
律

の
沿
革
研
究
も
亦
盛
な
り
。「
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン

（
11
）

」［E
ichhon, 

Johann G
ottfried, 1752-1827

］
の
如
き
は
［
十
文
字
分
ほ
ど

欠
字

（
12
）

］［G
eschichte der L

itteratur von ihrem
 A

nfang bis 

auf die neuesten Z
eiten.

］
を
作
り
、「
ゲ
オ
ル
ク

　
フ
オ
ン

　

ワ
イ
チ
エ
ル

（
13
）

」［G
eorg W

aitz?, 1813-1886 （
14
）

］、「
パ
ウ
ル

　

ロ
ー
ト

（
15
）

」［P
aul von R

oth, 1820-1892

］、「
ブ
ル
ン
ネ
ル
」

然
ら
ば
諸
人
は
独
乙
法
律
今
日
は
此
の
如
き
有
様
な
る
に
至
ら
し

め
た
る
原
因
を
究
む
可
し
。
然
ら
す
る
に
は
独
乙
法
律
の
沿
革
を

究
む
る
を
以
て
確
に
し
て
手
近
な
る
道
な
り
と
す
。

参
考
科
に
て
独
乙
法
律
を
研
究
す
れ
ど
も
他
日
西
洋
及
び
日
本

の
法
律
を
研
究
し
て
一
書
を
著
は
さ
ん
と
す
る
の
意
あ
ら
ば
今
日

独
乙
法
律
を
研
究
す
る
に
益
あ
る
可
し
。
如
何
と
な
れ
ば
今
次
欧

州
諸
国
に
学
問
の
尤
も
隆
盛
な
る
は
独
乙
国
な
れ
ば
［
五
丁
裏
］

其
盛
大
な
る
学
問
中
歴
史
家
に
て
は
ラ
ン
ケ

（
３
）

［R
anke, L

eopold 

von, 1795-1886

］、
哲
学
に
は
希
臘
哲
学
を
著
し
た
る
エ
ド
ワ
ー

ド
・
チ
エ
ラ
ー

（
４
）

［Z
eller, E

duard, 1814-1908
］
氏
あ
り
。
希

臘
人
の
独
乙
に
留
学
す
る
も
研
究
す
る
こ
と
自
国
の
こ
と
な
る
も

チ
エ
ラ
ー
の
講
義
を
喜
ん
で
聞
け
り
。
又
フ
イ
シ
エ
ル

（
５
）

［F
ischer, E

rnst K
uno B

erthold, 1824-1907

］
の
如
き
哲
学

あ
り
。
又
近
世
哲
学
史
を
論
ぜ
る
エ
ル
ド
マ
ン

（
６
）

［E
rdm

ann, 

Johann E
duard, 1805-1892

］
あ
り
。
論
理
の
沿
革
を
著
し
た

る
プ
ラ
ン
ト
ル
［P

rantl, K
arl von, 1820-1888 （

７
）

］
あ
り
。
羅

馬
歴
史

（
８
）

を
著
は
せ
る
「
テ
オ
ド
ル

　
フ
オ
ン

　
モ
ム
ゼ
ン

（
９
）

」

（
一
一
六
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
五
四

た
る
如
く
、
我
国
に
て
古
は
隋
唐
の
制
を
採
り
律
令
を
作
れ
り
。

此
羅
馬
法
の
独
乙
に
入
り
た
る
如
く
日
本
に
は
前
に
は
固
有
の
制

あ
り
た
る
な
り
。
隋
唐
の
制
度
入
り
て
あ
り
。
在
来
の
も
の
は
大

洪
水
に
遇
ひ
た
る
如
く
皆
隋
唐
の
制
に
化
し
た
り
。
日
本
に
て
今

律
令
を
調
ぶ
る
も
の
な
れ
ど
も
、
其
入
り
た
る
原
因
を
論
ず
。
□

□
［
律
令
］
入
り
て
以
来
の
変
遷
を
調
べ
た
る
人
も
な
し
。

然
る
に
独
乙
に
て
は
ロ
ー
マ
法
の
入
り
た
る
原
因
を
調
べ
、

R
ezeption des röm

ishcen R
echts

な
る
問
題
に
大
に
注
意
し

た
り

（
17
）

。「
サ
ビ
ニ
ー

（
18
）

」
氏
の
如
き
は
□
□
［G

eschichte des 

röm
ischen R

echts im
 M

itterlalter

『
中
世
ロ
ー
マ
法
史
』］

を
著
し
た
る
は
羅
馬
法
律
の
独
乙
に
入
れ
る
前
の
こ
と
を
確
か
め

ん
と
す
る
に
す
ぎ
ず
。
又
有
名
な
る
イ
エ
リ
ン
グ
［Jhering, 

R
udolf von, 1818-1892

］
氏
□
□
［G

eist des röm
ischen 

R
echts

『
ロ
ー
マ
法
の
精
神

（
19
）

』］
を
著
は
せ
り
。
其
目
的
の
一
は

ロ
ー
マ
法
が
独
乙
に
入
り
た
る
原
因
を
探
求
す
る
に
あ
り
た
り
。

［
七
丁
表
］
シ
ユ
ミ
ッ
ト
［S

chm
idt, C

. A
.

］
もR

ezeption des 

röm
ischen R

echts 

［in D
eutschland, 1868 （

20
）

］、
ア
ル
ノ
ル
ド

［B
runner, H

enrich, 1840-1915 （
16
）

］、
伯
林
大
学
「
ゾ
ー
ム
」

［S
ohm

, R
udolph, 1841-1917

］、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
「
イ
エ
リ
ン

グ
」［Jhering, R

udolf von, 1818-1892

］
の
如
き
皆
大
家
な
り
。

其
他
数
多
の
学
者
あ
り
て
羅
馬
法
理
沿
革
及
び
独
乙
法
律
沿
革
を

精
密
に
研
究
せ
り
。
今
独
乙
法
律
史
を
見
て
独
乙
法
律
家
の
其
国

の
法
律
史
を
研
究
す
る
を
見
ば
他
日
日
本
及
び
他
国
の
法
律
沿
革

を
見
る
の
参
考
と
な
る
べ
し
。

其
他
独
乙
法
律
中
に
は
時
代
に
よ
つ
て
は
日
本
在
来
の
制
度
と

大
に
趣
の
同
じ
き
も
の
あ
り
。
例
ば
日
本
に
て
昔
時
血
統
を
崇
び

親
族
を
尊
び
氏
族
を
別
ち
源
平
等
は
親
族
相
別
れ
て
戦
争
を
為
し

沿
革
上
に
大
影
響
を
及
ぼ
せ
る
こ
と
あ
り
。
又
親
族
の
復
讐
せ
る

こ
と
あ
り
。
独
乙
に
て
は
古
は
此
の
如
き
こ
と
行
は
れ
た
り
。
其

制
度
厳
密
に
立
ち
其
他
日
本
に
て
は
封
建
近
頃
迄
行
は
れ
独
乙
に

て
も
又
然
り
と
す
る
は
日
本
封
［
六
丁
裏
］
建
其
他
制
度
を
調
べ

ん
と
す
る
に
は
大
に
難
渋
な
れ
ど
も
独
乙
の
制
度
等
を
参
考
し
て

日
本
の
も
の
と
対
照
し
て
見
る
と
き
は
大
に
明
白
に
し
易
し
。
又

独
乙
に
は
十
二
三
世
紀
に
羅
馬
法
入
り
独
乙
在
来
の
法
律
衰
微
し

（
一
一
七
〇
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
五
四

た
る
如
く
、
我
国
に
て
古
は
隋
唐
の
制
を
採
り
律
令
を
作
れ
り
。

此
羅
馬
法
の
独
乙
に
入
り
た
る
如
く
日
本
に
は
前
に
は
固
有
の
制

あ
り
た
る
な
り
。
隋
唐
の
制
度
入
り
て
あ
り
。
在
来
の
も
の
は
大

洪
水
に
遇
ひ
た
る
如
く
皆
隋
唐
の
制
に
化
し
た
り
。
日
本
に
て
今

律
令
を
調
ぶ
る
も
の
な
れ
ど
も
、
其
入
り
た
る
原
因
を
論
ず
。
□

□
［
律
令
］
入
り
て
以
来
の
変
遷
を
調
べ
た
る
人
も
な
し
。

然
る
に
独
乙
に
て
は
ロ
ー
マ
法
の
入
り
た
る
原
因
を
調
べ
、

R
ezeption des röm

ishcen R
echts

な
る
問
題
に
大
に
注
意
し

た
り

（
17
）

。「
サ
ビ
ニ
ー

（
18
）

」
氏
の
如
き
は
□
□
［G

eschichte des 

röm
ischen R

echts im
 M

itterlalter

『
中
世
ロ
ー
マ
法
史
』］

を
著
し
た
る
は
羅
馬
法
律
の
独
乙
に
入
れ
る
前
の
こ
と
を
確
か
め

ん
と
す
る
に
す
ぎ
ず
。
又
有
名
な
る
イ
エ
リ
ン
グ
［Jhering, 

R
udolf von, 1818-1892

］
氏
□
□
［G

eist des röm
ischen 

R
echts

『
ロ
ー
マ
法
の
精
神

（
19
）

』］
を
著
は
せ
り
。
其
目
的
の
一
は

ロ
ー
マ
法
が
独
乙
に
入
り
た
る
原
因
を
探
求
す
る
に
あ
り
た
り
。

［
七
丁
表
］
シ
ユ
ミ
ッ
ト
［S

chm
idt, C

. A
.

］
もR

ezeption des 

röm
ischen R

echts 

［in D
eutschland, 1868 （

20
）

］、
ア
ル
ノ
ル
ド

［B
runner, H

enrich, 1840-1915 （
16
）

］、
伯
林
大
学
「
ゾ
ー
ム
」

［S
ohm

, R
udolph, 1841-1917

］、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
「
イ
エ
リ
ン

グ
」［Jhering, R

udolf von, 1818-1892

］
の
如
き
皆
大
家
な
り
。

其
他
数
多
の
学
者
あ
り
て
羅
馬
法
理
沿
革
及
び
独
乙
法
律
沿
革
を

精
密
に
研
究
せ
り
。
今
独
乙
法
律
史
を
見
て
独
乙
法
律
家
の
其
国

の
法
律
史
を
研
究
す
る
を
見
ば
他
日
日
本
及
び
他
国
の
法
律
沿
革

を
見
る
の
参
考
と
な
る
べ
し
。

其
他
独
乙
法
律
中
に
は
時
代
に
よ
つ
て
は
日
本
在
来
の
制
度
と

大
に
趣
の
同
じ
き
も
の
あ
り
。
例
ば
日
本
に
て
昔
時
血
統
を
崇
び

親
族
を
尊
び
氏
族
を
別
ち
源
平
等
は
親
族
相
別
れ
て
戦
争
を
為
し

沿
革
上
に
大
影
響
を
及
ぼ
せ
る
こ
と
あ
り
。
又
親
族
の
復
讐
せ
る

こ
と
あ
り
。
独
乙
に
て
は
古
は
此
の
如
き
こ
と
行
は
れ
た
り
。
其

制
度
厳
密
に
立
ち
其
他
日
本
に
て
は
封
建
近
頃
迄
行
は
れ
独
乙
に

て
も
又
然
り
と
す
る
は
日
本
封
［
六
丁
裏
］
建
其
他
制
度
を
調
べ

ん
と
す
る
に
は
大
に
難
渋
な
れ
ど
も
独
乙
の
制
度
等
を
参
考
し
て

日
本
の
も
の
と
対
照
し
て
見
る
と
き
は
大
に
明
白
に
し
易
し
。
又

独
乙
に
は
十
二
三
世
紀
に
羅
馬
法
入
り
独
乙
在
来
の
法
律
衰
微
し

（
一
一
七
〇
）

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
五
五

シ
ヨ
ン
を
実
例
に
付
て
調
べ
る
こ
と
な
れ
ば
、
決
し
て
独
法
律
の

沿
革
を
調
ぶ
る
は
迂
遠
の
こ
と
に
て
あ
ら
ざ
る
べ
し
。
加
之
日
本

に
て
独
乙
法
律
を
研
究
す
可
き
理
由
あ
り
。
即
ち
新
法
典
に
は
訴

訟
法
商
法
の
如
き
独
乙
法
律
を
丸
取
せ
る
も
の
及
び
大
に
取
れ
る

も
の
な
り
。
其
他
市
町
村
制

（
23
）

も
亦
然
り
。
即
ち
名
は
日
本
法
律
な

れ
ど
も
模
範
は
独
乙
法
律
少
な
か
ら
ず
。
即
ち
今
日
日
本
に
て
独

乙
法
律
を
研
究
す
る
は
同
様
に
日
本
現
在
の
法
律
の
源
を
究
む
る

な
り
。
名
は
日
本
法
律
な
れ
ど
も
基
礎
に
溯
る
可
き
な
り
、
独
乙

に
て
は
ロ
ー
マ
法
の
入
る
以
上
はR

ezeption des röm
ischen 

R
echts

を
研
究
し
、
其
他
ジ
ヤ
ス
チ
ニ
ア
ン
帝
以
前
の
法
律
を

研
究
せ
り
。
之
を
研
究
せ
ば
一
国
の
法
律
が
他
国
に
入
り
た
る
と

き
の
原
因
及
び
影
響
を
知
る
べ
く
、
乃
ち
表
面
上
は
外
国
の
沿
革

を
調
ぶ
る
如
く
な
れ
ど
も
、
裏
面
上
よ
く
見
れ
ば
日
本
法
律
の
沿

革
を
調
ぶ
る
と
［
八
丁
表
］
同
一
な
れ
ば
、
決
し
て
迂
闊
な
る
こ

と
に
あ
ら
ず
。

然
れ
ど
も
、
法
律
の
沿
革
を
研
究
せ
ん
と
す
る
に
は
、
現
今
の

法
律
の
み
な
ら
ず
、
遠
く
千
古
の
古
に
溯
り
て
順
を
追
ふ
て
現
今

［A
rnold, W

ilhelm

］
は
［R

ezeption des röm
ischen R

echts 

und ihre F
olge, 1872 （

21
）

］
を
著
は
せ
し
目
的
の
一
は
ロ
ー
マ
法
の

独
乙
に
伝
来
せ
る
を
見
ん
が
為
め
な
り
。
カ
ア
ロ
ア
ー［K

arlow
a, 

O
tto, 1836-1904

］
も
又
之
を
論
ぜ
り

（
22
）

。
パ
ン
デ
ク
テ
ン
に
て
も

レ
セ
プ
シ
ヨ
ン
の
こ
と
を
論
ぜ
り
。

此
の
如
く
大
家
の
論
ず
る
も
の
多
け
れ
ど
も
、
日
本
に
て
は
隋

唐
の
入
り
た
る
原
因
を
調
べ
る
も
の
少
な
し
所
、
宜
し
く
之
を
研

究
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
乃
ち
今
歴
史
を
見
る
に
ロ
ー
マ
法
が
独
乙

に
入
り
た
る
原
因
及
び
影
響
を
知
る
を
得
べ
く
、
以
て
日
本
法
律

が
隋
唐
法
の
影
響
其
原
因
を
知
る
を
得
る
助
と
な
る
べ
し
。
日
本

に
て
現
今
羅
馬
法
が
独
乙
に
入
り
た
る
と
き
の
如
く
独
乙
法
も
英

法
も
仏
律
も
入
る
な
り
。
種
々
の
法
律
入
る
べ
け
れ
ば
、
現
今
日

本
は
外
国
法
律
のR
ezeption

の
時
代
な
り
。
然
ら
ば
独
乙
に
於

て
羅
馬
法
の
入
り
た
る
理
由
及
び
其
影
響
を
参
考
せ
ば
、
今
日
日

本
人
が
外
国
法
律
を
輸
入
す
る
参
考
と
な
る
べ
し
。
然
ら
ば
今
日

日
本
人
が
独
乙
法
律
を
［
七
丁
裏
］
研
究
す
る
は
古
事
を
知
ら
ん

が
為
め
に
あ
ら
ず
。
且
つ
今
の
問
題
即
ち
日
本
法
律
の
レ
チ
ェ
プ

（
一
一
七
一
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
五
六

け
た
る
も
の
に
し
て
、
土
［
主
］
地
が
法
律
進
歩
化
の
中
心
と
な

ら
ず
。
種
々
の
人
種
あ
り
て
統
一
せ
ず
。
今
日
尚
ほ
統
一
せ
ず
。

故
に
独
乙
法
律
を
研
究
す
る
は
統
一
す
る
国
の
法
律
を
研
究
す
る

よ
り
困
難
な
り
。
或
る
書
に
曰
く
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
み
に
て
も

五
十
種
の
語
あ
り
と
。
以
て
独
乙
に
統
一
な
き
を
知
る
べ
し
。
現

今
のB

ürgerliches R
echt

を
作
れ
る
も
統
一
に
帰
せ
ん
為
め

な
り
。

「
サ
ビ
ニ
ー
」「
チ
ボ
ー
」
の
争
も
「
チ
ボ
ー
」
が
統
一
法
律
を

作
ら
ん
と
し
、「
サ
ビ
ニ
ー
」
は
之
に
反
し
遂
にH

istorische 

S
chule

とP
hilosophische S

chule

の
二
を
生
ぜ
る
所
以
な
り
。

故
に
独
乙
法
律
を
研
究
す
る
に
は
眼
を
四
方
に
配
せ
ざ
れ
ば
不
可

□
［
能
］
な
り
。
独
乙
に
は
法
律
の
統
一
な
り
し
を
以
て
古
人
言

語
に
も
統
一
な
し
。
諸
邦
に
種
々
の
方
言
行
は
れ
た
り
。
然
る
に

后
世
よ
り
古
の
法
理
を
研
究
す
る
に
は
書
籍
即
ち
当
時
の
統
一
せ

ざ
［
る
］［
九
丁
表
］
方
言
を
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
飜
て
我
国

を
見
る
に
万
葉
集
な
る
と
和
□
［
類
］
の
言
の
難
き
も
の
あ
り
。

日
本
に
て
同
じ
言
語
に
あ
り
な
が
ら
、
之
を
理
会
す
る
こ
と
難
し
。

に
及
ば
る
べ
し
。
加
之
只
法
律
を
研
究
す
る
の
み
に
て
は
足
ら
ず
。

法
律
以
外
の
社
会
の
諸
現
象
を
研
究
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
法
律
は

孤
立
せ
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
社
会
の
波
瀾ら

ん

に
て
許
多
の
事
物
と
相

俟
ち
、
一
起
一
伏
波
瀾
を
為
す
も
の
な
り
。
即
ち
法
律
は
当
時
の

宗
教
、
風
俗
、
楽
音
、
工
業
、
土
地
、
気
候
に
関
係
あ
り
て
沿
革

あ
る
も
の
な
れ
ば
、
法
律
以
外
事
情
を
広
く
探
究
せ
ざ
る
べ
か
ら

ず
。
非
常
の
強
記
博
覧
聰
敏
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
博
覧
な
ら
ざ

れ
ば
附
［
不
］
学
に
陥
り
、
強
記
な
ら
ざ
れ
ば
折
角
事
物
を
研
究

す
る
も
進
歩
せ
ず
し
て
□
□
［
事
実
］
ま
け
を
な
し
、
深
林
に
入

り
て
は
道
に
迷
ふ
如
き
こ
と
と
な
る
。
道
に
迷
は
ざ
ら
ん
と
す
る

に
短
眼
な
ら
ざ
る
不べ

か
ら
ず可

。
即
ち
道
理
を
見
ざ
る
可
か
ら
ず
。
此
の

如
く
大
に
難
事
あ
り
。

加
之
独
乙
法
律
の
如
き
は
古
今
甚
だ
統
一
な
し
。
ロ
ー
マ
法
の

如
き
は
言
語
を
見
て
統
一
あ
り
た
る
を
［
八
丁
裏
］
見
る
べ
し
。

法
律
の
成
長
に
は
ロ
ー
マ
の
首
府
あ
り
て
次
第
に
権
は
か
り
た
り
。

即
ち
羅
馬
法
律
の
進
歩
の
中
心
と
な
る
も
の
は
首
府
な
り
。
然
る

に
独
乙
法
律
はD

eutsches R
echt

と
て
人
種
あ
り
て
名
［
づ
］

（
一
一
七
二
）
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〇
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二
五
六

け
た
る
も
の
に
し
て
、
土
［
主
］
地
が
法
律
進
歩
化
の
中
心
と
な

ら
ず
。
種
々
の
人
種
あ
り
て
統
一
せ
ず
。
今
日
尚
ほ
統
一
せ
ず
。

故
に
独
乙
法
律
を
研
究
す
る
は
統
一
す
る
国
の
法
律
を
研
究
す
る

よ
り
困
難
な
り
。
或
る
書
に
曰
く
、
バ
イ
エ
ル
ン
州
の
み
に
て
も

五
十
種
の
語
あ
り
と
。
以
て
独
乙
に
統
一
な
き
を
知
る
べ
し
。
現

今
のB

ürgerliches R
echt

を
作
れ
る
も
統
一
に
帰
せ
ん
為
め

な
り
。

「
サ
ビ
ニ
ー
」「
チ
ボ
ー
」
の
争
も
「
チ
ボ
ー
」
が
統
一
法
律
を

作
ら
ん
と
し
、「
サ
ビ
ニ
ー
」
は
之
に
反
し
遂
にH

istorische 

S
chule

とP
hilosophische S

chule

の
二
を
生
ぜ
る
所
以
な
り
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故
に
独
乙
法
律
を
研
究
す
る
に
は
眼
を
四
方
に
配
せ
ざ
れ
ば
不
可

□
［
能
］
な
り
。
独
乙
に
は
法
律
の
統
一
な
り
し
を
以
て
古
人
言

語
に
も
統
一
な
し
。
諸
邦
に
種
々
の
方
言
行
は
れ
た
り
。
然
る
に

后
世
よ
り
古
の
法
理
を
研
究
す
る
に
は
書
籍
即
ち
当
時
の
統
一
せ

ざ
［
る
］［
九
丁
表
］
方
言
を
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
飜
て
我
国

を
見
る
に
万
葉
集
な
る
と
和
□
［
類
］
の
言
の
難
き
も
の
あ
り
。

日
本
に
て
同
じ
言
語
に
あ
り
な
が
ら
、
之
を
理
会
す
る
こ
と
難
し
。

に
及
ば
る
べ
し
。
加
之
只
法
律
を
研
究
す
る
の
み
に
て
は
足
ら
ず
。

法
律
以
外
の
社
会
の
諸
現
象
を
研
究
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
法
律
は

孤
立
せ
る
も
の
に
あ
ら
ず
。
社
会
の
波
瀾ら

ん

に
て
許
多
の
事
物
と
相

俟
ち
、
一
起
一
伏
波
瀾
を
為
す
も
の
な
り
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即
ち
法
律
は
当
時
の

宗
教
、
風
俗
、
楽
音
、
工
業
、
土
地
、
気
候
に
関
係
あ
り
て
沿
革

あ
る
も
の
な
れ
ば
、
法
律
以
外
事
情
を
広
く
探
究
せ
ざ
る
べ
か
ら

ず
。
非
常
の
強
記
博
覧
聰
敏
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
博
覧
な
ら
ざ

れ
ば
附
［
不
］
学
に
陥
り
、
強
記
な
ら
ざ
れ
ば
折
角
事
物
を
研
究

す
る
も
進
歩
せ
ず
し
て
□
□
［
事
実
］
ま
け
を
な
し
、
深
林
に
入

り
て
は
道
に
迷
ふ
如
き
こ
と
と
な
る
。
道
に
迷
は
ざ
ら
ん
と
す
る

に
短
眼
な
ら
ざ
る
不べ

か
ら
ず可

。
即
ち
道
理
を
見
ざ
る
可
か
ら
ず
。
此
の

如
く
大
に
難
事
あ
り
。

加
之
独
乙
法
律
の
如
き
は
古
今
甚
だ
統
一
な
し
。
ロ
ー
マ
法
の

如
き
は
言
語
を
見
て
統
一
あ
り
た
る
を
［
八
丁
裏
］
見
る
べ
し
。

法
律
の
成
長
に
は
ロ
ー
マ
の
首
府
あ
り
て
次
第
に
権
は
か
り
た
り
。

即
ち
羅
馬
法
律
の
進
歩
の
中
心
と
な
る
も
の
は
首
府
な
り
。
然
る

に
独
乙
法
律
はD

eutsches R
echt

と
て
人
種
あ
り
て
名
［
づ
］

（
一
一
七
二
）

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
五
七

紀
に
伊
ボ
ロ
ニ
ヤ
の
イ
ル
ネ
リ
ヤ
ス
は
ロ
ー
マ
法
の
必
要
を
説
き

た
る
故
、
欧
人
ボ
ロ
ニ
ヤ
に
来
た
り
て
之
を
学
び
た
り
。
其
次
の

学
者
「
ア
ゾ

（
24
）

」
の
講
義
に
は
一
万
人
も
学
生
あ
り
て
頗
る
盛
な
り

し
。
然
し
当
時
の
学
風
は
今
日
日
本
の
法
学
の
学
風
に
類
し
「
ヂ

ヤ
ス
チ
ニ
ア
ン
」
帝
の
法
律
を
研
究
し
其
以
前
葉
ロ
ー
マ
に
如
何

な
る
法
律
あ
り
し
や
及
びJustinian

帝
の
と
き
に
如
何
な
る
原

因
あ
り
て
大
成
せ
る
や
を
研
め
ず
。
加
之
大
に
沿
革
的
の
実
例
に

乏
し
く
完
全
し
た
る
大
典
の
み
を
研
究
せ
ば
た
れ
る
と
思
ひ
、
其

結
果
と
し
て
ボ
ロ
ニ
ヤ
の
先
生
等
は
法
律
は
必
ず
必
至
の
原
因
あ

り
て
然
る
を
、
其
外
部
の
み
を
以
て
如
何
な
る
国
に
も
あ
て
は
ま

る
な
り
。
天
下
普
通
に
行
は
る
ヽ
と
信
じ
、
欧
洲
の
学
風
も
ロ
ー

マ
法
を
金
科
玉
［
十
丁
表
］
条
と
し
同
説
同
主
義
に
て
沿
革
を
研

め
ざ
り
き
。
而
し
て
此
の
如
く
な
り
し
を
以
て
独
乙
に
も
十
四
世

紀
に
一
大
学
校
成
り
其
中
に
も
法
学
部
あ
り
て
、
甚
だ
し
き
は

ロ
ー
マ
法
と
そ
の
ロ
ー
マ
法
と
関
係
あ
る
寺
院
法
を
教
へ
独
乙
法

律
を
教
へ
ざ
り
き
。
甚
だ
し
き
に
至
り
て
は
羅
馬
法
を
天
下
普
通

法
と
し
我
国
及
び
他
国
の
法
律
の
ロ
ー
マ
法
に
あ
ら
ざ
る
法
律
は

同
じ
日
本
の
中
に
も
奥
羽
語
の
薩
音
の
如
き
理
会
し
難
き
も
、
独

乙
に
は
所
々
に
方
言
行
は
れ
、
加
之
□
□
に
於
て
古
の
法
律
を
研

せ
ん
と
欲
す
。
而
し
て
□
［
見
］
る
人
は
日
本
人
に
て
今
日
英
仏

独
三
ヶ
国
の
現
今
法
は
学
び
易
か
ら
む
。
古
の
種
々
の
方
言
を
悉

く
知
る
は
大
困
難
な
り
。
今
日
日
本
に
て
独
乙
法
律
を
研
究
す
る

は
必
要
な
れ
ど
も
困
難
な
り
。
然
れ
ど
も
必
要
は
実
に
大
に
し
て

如
何
に
も
し
て
研
究
せ
ざ
る
不べ

か
ら
ず可

。

独
乙
に
も
今
日
ま
で
に
其
法
律
の
淵
革
に
力
を
用
ゆ
る
人
如
何

程
あ
り
て
其
程
度
如
何
程
進
歩
せ
る
や
及
び
其
参
考
書
を
い
わ
ざ

る
べ
か
ら
ず
。
即
ち
其
第
一
は

H
erm

ann C
onring ［, D

e origine iuris G
erm

anici, H
elm

estad, 

1643.

］

S
iegel 

［, H
einrich, 

］ D
eutsche R

echtsgeschichte 
［, 

E
in L

ehrbuch, F
ranz V

ahlen, B
erlin, 1886.

］

B
runner 

［, H
einrich, 

］〃［D
eutsche R

echtsgeschichte, 

L
eipzig, 1887-1892.

］

抑
も
第
十
二
世
紀
に
羅
馬
法
が
独
乙
に
行
は
れ
た
る
は
十
二
世

（
一
一
七
三
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
五
八

す
べ
き
を
知
り
、
一
千
六
百
四
十
三
年
に
有
名
な
るD

e origine 

iuris G
erm

anici

［『
ゲ
ル
マ
ン
法
の
起
源
に
つ
い
て
』］
を
著
は

し
た
り
。
然
れ
ど
も
医
者
に
し
て
法
律
専
門
者
に
あ
ら
ず
。
然
る

に
此
の
如
き
書
を
著
は
し
、
法
律
学
者
に
□
□
［
影
響
］
し
た
る

所
を
見
れ
ば
、
其
大
活
眼
者
た
る
こ
と
知
る
べ
き
の
み
。
今
日
独

乙
法
律
の
実
現
と
云
は
ば
此
人
を
推
せ
り

（
25
）

。S
tobbe （

26
）

［, Johann 

E
rnst O

tto, 1831-1887

］
の
如
き
は
大
学
者
な
る
が
、
ヘ
ル
マ

ン
　
コ
ン
リ
ン
グ
の
伝
［H

erm
ann C

onring, der B
egründer 

der deutschen R
echtsgeschichte, B

erlin 1870

］
を
著
は
し

て
之
を
賛
せ
り
。
然
る
に
不
幸
に
し
て
独
乙
法
律
は
変
進
せ
ざ
り

き
。
乃
ち
性
法
学
者
の
実
現
た
る
［
十
一
丁
表
］H

ugo G
rotius

［1583-1645

］
は
［D

e jure belli et pacis, 1625 

『
戦
争
と
平

和
の
法
』］
を
著
は
し
性
法
説
を
立
て
た
れ
ば
、
忽
ち
当
時
学
者

に
伝
播
し
哲
学
者
も
法
律
学
者
も
此
説
に
心
酔
せ
り

（
27
）

。
然
る
に
此

説
は
法
律
の
沿
革
を
忘
れ
、
性
法
学
の
行
な
れ
た
る
為
め
、
ヘ
ル

マ
ン

　
コ
ン
リ
ン
グ
の
大
著
述
あ
る
に
も
係
わ
ら
ず
法
律
沿
革
学

者
は
一
時
絶
え
た
り
き
。

野
蛮
的
法
律
と
か
不
□
□
法
律
な
り
と
卑
し
め
た
り
。
此
を
独
乙

法
と
卑
し
み
、
ロ
ー
マ
法
と
寺
院
［
法
］
の
み
を
教
へ
た
り
。
寺

院
法
ロ
ー
マ
法
と
密
接
の
関
係
あ
り
。
寺
院
は
盛
に
し
て
ロ
ー
マ

法
庭
は
僧
侶
を
守
護
す
る
為
め
乃
ち
天
帝
が
耶
蘇
教
信
者
を
守
護

す
る
為
め
ロ
ー
マ
法
を
作さ

く
す
る
も
の
と
し
寺
院
［
法
］
も
発
達

せ
し
故
、
寺
院
法
を
特
別
に
設
け
僧
侶
は
ロ
ー
マ
法
に
よ
り
て
支

配
せ
ら
れ
る
と
し
、
二
者
大
な
る
関
係
あ
り
。
故
に
独
乙
に
大
学

の
始
ま
っ
た
る
頃
は
此
二
法
を
教
へ
、
独
乙
法
を
講
ぜ
ざ
り
き
。

此
の
如
は
長
く
続
か
ず
。
独
乙
は
独
立
を
失
ふ
べ
か
り
し
も
、
苟

く
も
［
十
丁
裏
］
一
国
あ
れ
ば
自
国
の
法
律
を
捨
つ
る
は
道
理
上

能
は
ざ
る
こ
と
な
れ
ば
、
外
国
法
に
心
酔
し
て
自
覚
心
な
き
頃
は

ロ
ー
マ
法
の
み
を
研
究
せ
し
が
、
其
后
力
の
つ
き
た
る
頃
は
此
を

我
自
ら
に
引
き
あ
て
ヽ
仏
顔
も
三
度
に
て
難
有
と
思
は
ず
。
自
己

の
法
律
を
捨
つ
る
に
は
悪
し
と
考
を
起
し
、
心
酔
止
め
て
自
覚
心

起
る
の
時
期
に
進
み
た
り
。
此
と
き
に
独
乙
歴
史
を
著
は
し
た
る

人
を
ヘ
ル
マ
ン

　
コ
ン
リ
ン
グ
［H

erm
ann C

onring, 1606-

1682

］
な
る
大
活
眼
者
な
り
と
す
。
衆
人
に
先
つ
て
時
世
の
一
変

（
一
一
七
四
）
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ル
マ
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の
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源
に
つ
い
て
』］
を
著
は

し
た
り
。
然
れ
ど
も
医
者
に
し
て
法
律
専
門
者
に
あ
ら
ず
。
然
る

に
此
の
如
き
書
を
著
は
し
、
法
律
学
者
に
□
□
［
影
響
］
し
た
る

所
を
見
れ
ば
、
其
大
活
眼
者
た
る
こ
と
知
る
べ
き
の
み
。
今
日
独

乙
法
律
の
実
現
と
云
は
ば
此
人
を
推
せ
り

（
25
）

。S
tobbe （

26
）

［, Johann 

E
rnst O

tto, 1831-1887

］
の
如
き
は
大
学
者
な
る
が
、
ヘ
ル
マ

ン
　
コ
ン
リ
ン
グ
の
伝
［H

erm
ann C

onring, der B
egründer 

der deutschen R
echtsgeschichte, B

erlin 1870

］
を
著
は
し

て
之
を
賛
せ
り
。
然
る
に
不
幸
に
し
て
独
乙
法
律
は
変
進
せ
ざ
り

き
。
乃
ち
性
法
学
者
の
実
現
た
る
［
十
一
丁
表
］H

ugo G
rotius

［1583-1645

］
は
［D

e jure belli et pacis, 1625 

『
戦
争
と
平

和
の
法
』］
を
著
は
し
性
法
説
を
立
て
た
れ
ば
、
忽
ち
当
時
学
者

に
伝
播
し
哲
学
者
も
法
律
学
者
も
此
説
に
心
酔
せ
り

（
27
）

。
然
る
に
此

説
は
法
律
の
沿
革
を
忘
れ
、
性
法
学
の
行
な
れ
た
る
為
め
、
ヘ
ル

マ
ン

　
コ
ン
リ
ン
グ
の
大
著
述
あ
る
に
も
係
わ
ら
ず
法
律
沿
革
学

者
は
一
時
絶
え
た
り
き
。

野
蛮
的
法
律
と
か
不
□
□
法
律
な
り
と
卑
し
め
た
り
。
此
を
独
乙

法
と
卑
し
み
、
ロ
ー
マ
法
と
寺
院
［
法
］
の
み
を
教
へ
た
り
。
寺

院
法
ロ
ー
マ
法
と
密
接
の
関
係
あ
り
。
寺
院
は
盛
に
し
て
ロ
ー
マ

法
庭
は
僧
侶
を
守
護
す
る
為
め
乃
ち
天
帝
が
耶
蘇
教
信
者
を
守
護

す
る
為
め
ロ
ー
マ
法
を
作さ

く
す
る
も
の
と
し
寺
院
［
法
］
も
発
達

せ
し
故
、
寺
院
法
を
特
別
に
設
け
僧
侶
は
ロ
ー
マ
法
に
よ
り
て
支

配
せ
ら
れ
る
と
し
、
二
者
大
な
る
関
係
あ
り
。
故
に
独
乙
に
大
学

の
始
ま
っ
た
る
頃
は
此
二
法
を
教
へ
、
独
乙
法
を
講
ぜ
ざ
り
き
。

此
の
如
は
長
く
続
か
ず
。
独
乙
は
独
立
を
失
ふ
べ
か
り
し
も
、
苟

く
も
［
十
丁
裏
］
一
国
あ
れ
ば
自
国
の
法
律
を
捨
つ
る
は
道
理
上

能
は
ざ
る
こ
と
な
れ
ば
、
外
国
法
に
心
酔
し
て
自
覚
心
な
き
頃
は

ロ
ー
マ
法
の
み
を
研
究
せ
し
が
、
其
后
力
の
つ
き
た
る
頃
は
此
を

我
自
ら
に
引
き
あ
て
ヽ
仏
顔
も
三
度
に
て
難
有
と
思
は
ず
。
自
己

の
法
律
を
捨
つ
る
に
は
悪
し
と
考
を
起
し
、
心
酔
止
め
て
自
覚
心

起
る
の
時
期
に
進
み
た
り
。
此
と
き
に
独
乙
歴
史
を
著
は
し
た
る

人
を
ヘ
ル
マ
ン

　
コ
ン
リ
ン
グ
［H

erm
ann C

onring, 1606-

1682

］
な
る
大
活
眼
者
な
り
と
す
。
衆
人
に
先
つ
て
時
世
の
一
変

（
一
一
七
四
）

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
五
九

而
る
に
此
人
文
章
に
欠
け
る
点
あ
り
し
為
め
面
白
か
ら
ず
。
従
つ

て
人
を
感
動
せ
し
む
る
こ
と
薄
し
。

而
る
に
ゲ
ツ
チ
エ
ン
ゲ
ン
に
留
学
せ
るS

avigny

はH
ugo

学

風
を
賞
賛
し
廿
四
歳
の
と
き
マ
ル
ブ
ル
ヒ
の
大
学
に
教
授
と
な
り

世
人
サ
ビ
ニ
ー
あ
る
こ
と
を
知
ら
ざ
り
き
。
此
時
占
有
論
を
著
は

せ
る
が
、P

andekten

を
講
義
し
て
居
た
る
人
之
を
見
て
一
傑け

つ

作

と
し
独
乙
第
一
等
の
学
者
な
り
と
賞
賛
せ
り
。
加
之
同
氏
は
文
章

に
巧
み
に
し
「
シ
ラ
ー
」
な
り
と
称
せ
ら
れ
た
り
し
程
な
れ
ば
、

H
ugo

の
考
と
「
シ
ラ
ー
」
の
筆
を
以
て
当
時
の
学
風
を
一
変
し

沿
革
的
に
研
究
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
を
知
り
た
り
。「
サ
ビ
ニ
ー
」

は
ロ
ー
マ
法
を
沿
革
的
に
研
究
し
、
当
時
ゲ
ツ
チ
ン
ゲ
ン
に
「
カ

ル
　
フ
リ
ー
ド
リ
ツ
ヒ

　
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン
」
な
る
教
授
は
同
じ
考

を
有
し
、
千
八
百
八
年
よ
り
一
千
八
百
二
十
三
年
迠
十
五
年
間
を

経
て
有
名
な
るD

eutsche S
taats-und R

echtsgeschichte

四

巻
を
著
は
せ
し
が
、
立
論
正
確
規
模
□
□
大
活
眼
な
り
。
独
逸
法

律
の
全
体
を
網
羅
し
公
法
、
刑
法
、
訴
訟
法
の
こ
と
何
事
も
網
羅

し
、
事
柄
最
古
よ
り
現
今
に
亘
る
故
に
サ
ビ
ニ
ー
の
ロ
ー
マ
法
史

次
に
下
て
十
八
世
紀
の
半
に
至
り
性
法
学
説
大
に
足
り
た
る
か
。

仏
国
に

M
ontesquieu 

［1689-1755

］, D
e l ’esprit des lois （

28
） 

［, 1748 
『
法
の
精
神
』］
を
著
は
し
た
り
。
そ
の
主
意
は
法
律
は

必
ず
法
律
以
外
の
実
物
関
係
あ
り
。
他
の
事
物
と
と
共
に
消
長
す

る
も
の
な
り
。
変
化
の
差
異
な
き
も
の
な
し
と
説
き
た
る
に
、
当

時
独
乙
のG

öttingen
大
学
にG

ustav H
ugo 

［1764-1844

］
な

る
ロ
ー
マ
法
学
者
、
モ
ン
テ
ス
キ
ユ
ー
の
書
を
読
む
で
感
明

［
銘
］
し
法
律
は
沿
革
的
に
調
ぶ
る
必
要
を
知
れ
り

（
29
）

。
然
る
に
同

所
に
「
ス
ピ
ツ
ト
レ
ー
ル

（
30
）

」［S
pittler, L

udw
ig T

im
otheus, 

1752-1810

］
な
る
歴
史
に
委
し
き
人
あ
り
て
モ
ン
テ
ス
キ
ユ
ー

と
同
説
な
り
け
れ
ば
、
此
人
に
し
て
其
説
を
聞
き
益
々
沿
革
的
に

法
律
を
学
ぶ
べ
き
必
要
を
説
き
書
を
著
は
さ
る
と
。
仏
国
に
大
革

命
あ
り
し
当
時
に
法
律
［
十
一
丁
裏
］
を
沿
革
的
に
学
ぶ
説
を
公

に
し
た
り
。
然
る
に
仏
の
大
革
命
の
改
新
に
大
影
響
あ
り
し
如
く
、

此
書
法
律
界
に
大
変
動
を
与
へ
た
り
。
乃
ち
法
律
を
沿
革
的
に
学

ぶ
の
必
要
を
知
ら
し
め
、
自
ら
歴
史
法
学
者
の
主
唱
者
の
一
人
と

な
り
た
り
。
同
氏
又R

öm
ische R

echtsgeschichte （
31
）

を
書
せ
り
。

（
一
一
七
五
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
六
〇

・
本
文
は
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
な
ど
が
混
在
し
て
い
る
が
、
綴

り
の
誤
り
を
訂
正
し
た
ほ
か
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
す
こ
と
と

し
た
。
た
だ
し
、
固
有
名
詞
以
外
は
、
各
単
語
を
小
文
字
表
記
と

し
て
全
体
を
統
一
し
た
。
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
た
人
名
は
判
別

可
能
と
思
わ
れ
る
限
り
、
元
の
表
現
を
残
し
、
現
在
の
慣
用
に
修

正
せ
ず
、
本
文
中
に
お
い
て
［

　
］
を
付
し
て
、
原
綴
と
生
年
と

死
亡
年
を
記
載
す
る
こ
と
に
よ
り
に
識
別
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

・
原
典
と
の
対
応
を
容
易
に
す
る
た
め
、
丁
数
を
［
一
丁
表
］

［
一
丁
裏
］
の
よ
う
に
、
各
丁
の
冒
頭
部
分
に
挿
入
し
て
記
述
し
た
。

・
人
名
に
つ
い
て
編
者
注
は
簡
単
な
も
の
に
と
ど
め
た
。
主
に

『
岩
波
西
洋
人
名
辞
典
』
増
補
版
・
岩
波
書
店
一
九
八
一
年
、『
岩

波
哲
学
小
辞
典

　
増
訂
版
』
岩
波
書
店
・
一
九
四
九
年
、
ヴ
ィ
ー

ア
ッ
カ
ー
／
鈴
木
禄
弥
訳
『
近
世
史
法
史
』
創
文
社
・
一
九
六
〇

年
所
収
の
人
名
索
引
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
2
） 

表
紙
に
は
「
宮
崎
先
生
帝
大
講
義
／
ド
イ
ツ
法
制
史
」
と
記

さ
れ
る
。
表
紙
裏
に
は
、
金
澤
理
康
訳
『
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ

ル
』（
早
稲
田
法
学
別
冊
第
八
巻
）
の
新
聞
広
告
と
「
昭
和
十
二
年

六
月
十
五
日
」
の
新
聞
日
付
部
分
の
切
り
抜
き
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

一
丁
表
に
は
、
六
冊
分
書
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

一
九
一
〇
年
代
以
後
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
筆
記
録
作
成
時

に
は
空
白
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
の
ち
に
書
き
加
え
ら
れ
た
記
録

［『
中
世
ロ
ー
マ
法
史
』］
が
一
方
に
大
傑
作
な
る
と
同
［
じ
く
］、

氏
［
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン
］
の
独
逸
法
律
史
は
大
［
傑
］
作
な
り
。
故

に
サ
ビ
ニ
ー
、
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン
を
以
て
沿
革
法
学
の
二
大
家
と
す
。

又
ゲ
ツ
チ
エ
ン
ゲ
ン
の
大
学
教
授
に
て
法
学
上
古
今
の
学
者
中
第

一
に
し
て
大
に
沿
革
法
学
の
影
響
を
う
け
法
律
を
研
究
せ
ん
と
し

法
学
上
よ
り
法
律
に
関
係
あ
る
字
を
集
め
て
作
り
た
る
人
あ
り
、

即
ちJacob G

rim
m

 

［, 1785-1863

］
な
り
。
千
八
百
二
十
八
年

出
版
せ
り

（
32
）

、
ブ
ル
ン
ナ
ア
氏
曰
く
、
グ
リ
ム
の
書
は
頗
る
必
要
に

し
て
法
学
界
中
珍
重
す
べ
き
も
の

（
33
）

に
し
て
、
其
他
有
名
な
る
諸
大

家
は
左
の
如
し
…
…

（
34
）

。

編
者
略
注

（
1
） 

翻
刻
に
当
た
り
、
次
の
よ
う
な
方
針
を
採
っ
た
。

・
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
片
仮
名
遣
い
を
平
仮
名
遣
い
に

し
た
ほ
か
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
濁
点
、
句
読
点
と
送
り
仮

名
を
増
や
し
た
。
編
者
の
補
っ
た
部
分
は
［

　
］
で
く
く
っ
て
、

本
文
と
区
別
し
た
。
本
文
に
お
い
て
「
独
逸
」
と
「
独
乙
」
の
用

法
が
混
在
す
る
が
、
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

（
一
一
七
六
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
六
〇

・
本
文
は
、
英
語
、
ド
イ
ツ
語
な
ど
が
混
在
し
て
い
る
が
、
綴

り
の
誤
り
を
訂
正
し
た
ほ
か
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
す
こ
と
と

し
た
。
た
だ
し
、
固
有
名
詞
以
外
は
、
各
単
語
を
小
文
字
表
記
と

し
て
全
体
を
統
一
し
た
。
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
た
人
名
は
判
別

可
能
と
思
わ
れ
る
限
り
、
元
の
表
現
を
残
し
、
現
在
の
慣
用
に
修

正
せ
ず
、
本
文
中
に
お
い
て
［

　
］
を
付
し
て
、
原
綴
と
生
年
と

死
亡
年
を
記
載
す
る
こ
と
に
よ
り
に
識
別
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

・
原
典
と
の
対
応
を
容
易
に
す
る
た
め
、
丁
数
を
［
一
丁
表
］

［
一
丁
裏
］
の
よ
う
に
、
各
丁
の
冒
頭
部
分
に
挿
入
し
て
記
述
し
た
。

・
人
名
に
つ
い
て
編
者
注
は
簡
単
な
も
の
に
と
ど
め
た
。
主
に

『
岩
波
西
洋
人
名
辞
典
』
増
補
版
・
岩
波
書
店
一
九
八
一
年
、『
岩

波
哲
学
小
辞
典

　
増
訂
版
』
岩
波
書
店
・
一
九
四
九
年
、
ヴ
ィ
ー

ア
ッ
カ
ー
／
鈴
木
禄
弥
訳
『
近
世
史
法
史
』
創
文
社
・
一
九
六
〇

年
所
収
の
人
名
索
引
な
ど
を
参
照
し
た
。

（
2
） 

表
紙
に
は
「
宮
崎
先
生
帝
大
講
義
／
ド
イ
ツ
法
制
史
」
と
記

さ
れ
る
。
表
紙
裏
に
は
、
金
澤
理
康
訳
『
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ

ル
』（
早
稲
田
法
学
別
冊
第
八
巻
）
の
新
聞
広
告
と
「
昭
和
十
二
年

六
月
十
五
日
」
の
新
聞
日
付
部
分
の
切
り
抜
き
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

一
丁
表
に
は
、
六
冊
分
書
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も

一
九
一
〇
年
代
以
後
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
筆
記
録
作
成
時

に
は
空
白
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
の
ち
に
書
き
加
え
ら
れ
た
記
録

［『
中
世
ロ
ー
マ
法
史
』］
が
一
方
に
大
傑
作
な
る
と
同
［
じ
く
］、

氏
［
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン
］
の
独
逸
法
律
史
は
大
［
傑
］
作
な
り
。
故

に
サ
ビ
ニ
ー
、
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン
を
以
て
沿
革
法
学
の
二
大
家
と
す
。

又
ゲ
ツ
チ
エ
ン
ゲ
ン
の
大
学
教
授
に
て
法
学
上
古
今
の
学
者
中
第

一
に
し
て
大
に
沿
革
法
学
の
影
響
を
う
け
法
律
を
研
究
せ
ん
と
し

法
学
上
よ
り
法
律
に
関
係
あ
る
字
を
集
め
て
作
り
た
る
人
あ
り
、

即
ちJacob G

rim
m

 

［, 1785-1863

］
な
り
。
千
八
百
二
十
八
年

出
版
せ
り

（
32
）

、
ブ
ル
ン
ナ
ア
氏
曰
く
、
グ
リ
ム
の
書
は
頗
る
必
要
に

し
て
法
学
界
中
珍
重
す
べ
き
も
の

（
33
）

に
し
て
、
其
他
有
名
な
る
諸
大

家
は
左
の
如
し
…
…

（
34
）

。

編
者
略
注

（
1
） 

翻
刻
に
当
た
り
、
次
の
よ
う
な
方
針
を
採
っ
た
。

・
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
片
仮
名
遣
い
を
平
仮
名
遣
い
に

し
た
ほ
か
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
濁
点
、
句
読
点
と
送
り
仮

名
を
増
や
し
た
。
編
者
の
補
っ
た
部
分
は
［

　
］
で
く
く
っ
て
、

本
文
と
区
別
し
た
。
本
文
に
お
い
て
「
独
逸
」
と
「
独
乙
」
の
用

法
が
混
在
す
る
が
、
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

（
一
一
七
六
）

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
六
一

universalen S
ozial-und W

irtschafts-G
eschichte, aus den 

nachgelassenen V
orlesungen herausgegeben von S

. 

H
ellm

ann und M
. P

alyi, D
uncker &

 H
um

blot, 1923

］.

H
arry B

resslau, H
andbuch der U

rkundenlehre für 

D
eutschland und Italien 

［V
erlag von V

eit, 1889, B
d. 1

］.

」

一
丁
裏
「
法
制
史
のM

ethode

□
□
□P

uchta

」「
国
制
外
史

と
国
制
内
史
」「
一
般
法
制
史
と
特
別
法
律
史
」。

（
3
） 

ラ
ン
ケ
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
・
Ｐ
・
グ
ー
チ
／
林
健
太
郎
他
訳

『
十
九
世
紀
の
歴
史
と
歴
史
家
』
上
・
筑
摩
書
房
・
一
九
七
一
年
、

七
四
頁
以
下
、
バ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
木
谷
勤
訳
「
ラ
ン
ケ
」、H

.-U
. 

ヴ
ェ
ー
ラ
ー
編
『
ド
イ
ツ
の
歴
史
家
』
第
一
巻
・
未
来
社
・

一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）
年
、
六
九
頁
以
下
所
収
。
林
健
太
郎
編

『
ラ
ン
ケ
』『
世
界
の
名
著
』
続
11
・
中
央
公
論
社
・
一
九
七
四
（
昭

和
四
九
）
年
。

（
4
） 

エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・
ツ
ェ
ラ
ー
は
ギ
リ
シ
ア
哲
学
史
家
と
し
て

有
名
。D

ie P
hilosophei der G

riechen, 1844-1852, 3 T
heile 

in 6 B
ände; 3.-7.A

ufl.,1879-1923; ders., G
rundriss der 

G
eschichte der griechischen P

hilosophie, 1883.

ツ
ェ
ラ
ー

著
／
大
谷
長
訳
『
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
史
綱
要
』
未
来
社
・
一
九
五
五

（
昭
和
三
〇
）
年
。

（
5
） 
『
近
世
哲
学
史
』G

eschichte der neuern P
hilosophie, 6 

と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
若
干
書
誌
を
加
筆
し
て
記
し
て
お
く
。

「K
irchenrecht

 U
lrich S

tutz, K
irchenrecht 

［: G
eschichte und S

ystem

］, 

H
olzendorff-K

ohler, 7.A
ufl. 1914, 5. B

and, S
.279-390  

［, S
onderabdruck aus B

and V
: E

nzyklopädie der 

R
echtsw

issenschaft in system
atischer B

earbeitung, 

begründet von D
r. F

. v. H
oltzendorff, herausgegeben von 

G
eh. Justizrat D

r. J. K
ohler. 7 A

ufl., 1914

］.

G
eschichte des H

andelsrechtes 

［: das heutige deutsche 

H
andelsrecht 

（die Q
uellen, die neuere L

iteratur

）: 

Ü
bersicht über die Q

uellen und die L
iteratur des 

ausländischen H
andeslrechtes

］ von P
aul R

ehm
e 

［,1913

］.

K
ötzschke 

［, von R
udolf

］, G
rundzüge der deutschen 

W
irtschaftsgeschichte 

［bis zum
 17. Jahrhundert, 

（G
rundriss der G

eschichtsw
issenschaft : zur E

inführung 

in das S
tudium

 der deutschen G
eschichte des M

ittelalters 

und der N
euzeit, R

eihe II., A
bt. 1

） D
ruck und V

erlag von 

B
.G

. T
eubner, 1921, 2. um

gearb. A
ufl.

］.

S
om

bart, 

［W
erner, D

er

］ M
oderne K

apitalism
us  

［, M
ünchen, 1902.

］

M
ax W

eber, W
irtschaftsgeschichte 

［: A
briss der 

（
一
一
七
七
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
六
二

383-400.

望
田
幸
男
訳
「
モ
ム
ゼ
ン
」H

.-U
. 

ヴ
ェ
ー
ラ
ー
編
『
ド

イ
ツ
の
歴
史
家
』
第
一
巻
・
未
来
社
・
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）

年
、
一
九
五
頁
以
下
。
前
掲
長
谷
川
博
隆
訳
『
ロ
ー
マ
の
歴
史
』

Ⅳ
、
五
五
一
頁
以
下
所
収
の
訳
者
解
説
及
び
五
七
四
─
五
頁
所
掲

の
参
考
文
献
を
参
照
。

（
10
） 

エ
ル
ン
ス
ト
・
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
・
Ｐ
・

グ
ー
チ
／
林
健
太
郎
他
訳
『
十
九
世
紀
の
歴
史
と
歴
史
家
』
下
・

筑
摩
書
房
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
、
一
九
三
頁
以
下
を
参
照
。

E
rnst C

urtius, E
in L

ebensbild in B
riefen, 1903; 

A
usgew

ählte S
chriften, 1907

の
中
のH

.G
elzer, W

anderungen 

u. G
espräche m

it E
rnst C

urtius.

（
11
） 

宮
崎
道
三
郎
「
独
乙
国
法
学
家
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン
氏
ノ
伝
」『
法

学
協
会
雑
誌
』
第
八
巻
（
通
号
七
三
号
・
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）

年
）
二
三
六
─
二
四
二
頁
、「
独
逸
法
学
家
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン
氏
ノ
伝

（
承
前
）」
同
第
八
巻
（
通
号
七
五
号
・
一
八
九
〇
）
四
一
─
四
四
頁
。

（
12
） E

ichhorn, G
eschichte der L

itteratur von ihrem
 

A
nfang bis auf die neuesten Z

eiten. V
andenhoeck und 

R
uprecht, G

öttingen 1805-1813, 6 B
ände in 12 T

eilen; 

B
and 1, 2. A

uflage. 1828, unvollendet.
（
13
） 
「
ワ
イ
チ
ェ
ル
」
は
本
文
で
は
ゲ
オ
ル
ク
・
ヴ
ァ
イ
ツG

eorg 

W
aitz 

（1813-1886

）
と
注
記
し
た
。
ド
イ
ツ
の
法
制
史
家
、
サ

vols., S
tuttgart-M

annheim
-H

eidelberg, 1854-77; new
 

edition, H
eidelberg, 1897-1901.

は
「
近
世
哲
学
研
究
者
の
座

右
の
書
」（『
岩
波
哲
学
小
辞
典

　
増
訂
版
』
岩
波
書
店
・

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
、
一
四
二
頁
）
と
さ
れ
る
。

（
6
） Johann E

duard E
rdm

ann, G
rundriss der G

eschichte 

der P
hilosophie, 2 B

de., B
erlin 1866.

（
7
） 

カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
ル
『
西
洋
論
理
学
史
』C

arl 

von P
rantl, G

eschichte der L
ogik in A

bendland, L
eipzig, 

S
. H

irzl, 1855-1867; anastatically reprinted in 1997, 

H
ildesheim

: G
eorg O

lm
s..

（
8
） T

heodor M
om

m
sen, R

öm
ische G

eschichte, B
de. 1-3,  

W
eidm

ann, L
eipzig 1854-56.

長
谷
川
博
隆
訳
『
ロ
ー
マ
の
歴

史
』
Ⅰ
～
Ⅳ
・
名
古
屋
大
学
出
版
会
・
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）

─
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
。

（
9
） 

テ
オ
ド
ー
ル
・
モ
ム
ゼ
ン
に
つ
い
て
は
、L

othar W
ickert, 

T
heodor M

om
m

sen, 4 B
ände., K

losterm
ann, F

rankfurt am
 

M
ain 1959-1980. A

lbert W
ucher, T

heodor M
om

m
sen-

G
eschichtsschreibung und P

olitik. M
usterschm

idt, 

G
öttingen 1956, 2. A

ufl. 1968; ders.,  T
heodor M

om
m

sen, 

in: H
ans-U

lrich W
ehler 

（H
rsg.

）: D
eutsche H

istoriker. 

B
and 4, V

andenhoeck &
 R

uprecht, G
öttingen 1972, S

. 

（
一
一
七
八
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
六
二

383-400.

望
田
幸
男
訳
「
モ
ム
ゼ
ン
」H

.-U
. 

ヴ
ェ
ー
ラ
ー
編
『
ド

イ
ツ
の
歴
史
家
』
第
一
巻
・
未
来
社
・
一
九
八
二
（
昭
和
五
七
）

年
、
一
九
五
頁
以
下
。
前
掲
長
谷
川
博
隆
訳
『
ロ
ー
マ
の
歴
史
』

Ⅳ
、
五
五
一
頁
以
下
所
収
の
訳
者
解
説
及
び
五
七
四
─
五
頁
所
掲

の
参
考
文
献
を
参
照
。

（
10
） 

エ
ル
ン
ス
ト
・
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
・
Ｐ
・

グ
ー
チ
／
林
健
太
郎
他
訳
『
十
九
世
紀
の
歴
史
と
歴
史
家
』
下
・

筑
摩
書
房
一
九
七
四
（
昭
和
四
九
）
年
、
一
九
三
頁
以
下
を
参
照
。

E
rnst C

urtius, E
in L

ebensbild in B
riefen, 1903; 

A
usgew

ählte S
chriften, 1907

の
中
のH

.G
elzer, W

anderungen 

u. G
espräche m

it E
rnst C

urtius.

（
11
） 

宮
崎
道
三
郎
「
独
乙
国
法
学
家
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン
氏
ノ
伝
」『
法

学
協
会
雑
誌
』
第
八
巻
（
通
号
七
三
号
・
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）

年
）
二
三
六
─
二
四
二
頁
、「
独
逸
法
学
家
ア
イ
ヒ
ホ
ル
ン
氏
ノ
伝

（
承
前
）」
同
第
八
巻
（
通
号
七
五
号
・
一
八
九
〇
）
四
一
─
四
四
頁
。

（
12
） E

ichhorn, G
eschichte der L

itteratur von ihrem
 

A
nfang bis auf die neuesten Z

eiten. V
andenhoeck und 

R
uprecht, G

öttingen 1805-1813, 6 B
ände in 12 T

eilen; 

B
and 1, 2. A

uflage. 1828, unvollendet.

（
13
） 

「
ワ
イ
チ
ェ
ル
」
は
本
文
で
は
ゲ
オ
ル
ク
・
ヴ
ァ
イ
ツG

eorg 

W
aitz 

（1813-1886

）
と
注
記
し
た
。
ド
イ
ツ
の
法
制
史
家
、
サ

vols., S
tuttgart-M

annheim
-H

eidelberg, 1854-77; new
 

edition, H
eidelberg, 1897-1901.

は
「
近
世
哲
学
研
究
者
の
座

右
の
書
」（『
岩
波
哲
学
小
辞
典

　
増
訂
版
』
岩
波
書
店
・

一
九
四
九
（
昭
和
二
四
）
年
、
一
四
二
頁
）
と
さ
れ
る
。

（
6
） Johann E

duard E
rdm

ann, G
rundriss der G

eschichte 

der P
hilosophie, 2 B

de., B
erlin 1866.

（
7
） 

カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
プ
ラ
ン
ト
ル
『
西
洋
論
理
学
史
』C

arl 

von P
rantl, G

eschichte der L
ogik in A

bendland, L
eipzig, 

S
. H

irzl, 1855-1867; anastatically reprinted in 1997, 

H
ildesheim

: G
eorg O

lm
s..

（
8
） T

heodor M
om

m
sen, R

öm
ische G

eschichte, B
de. 1-3,  

W
eidm

ann, L
eipzig 1854-56.

長
谷
川
博
隆
訳
『
ロ
ー
マ
の
歴

史
』
Ⅰ
～
Ⅳ
・
名
古
屋
大
学
出
版
会
・
二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）

─
二
〇
〇
七
（
平
成
一
九
）
年
。

（
9
） 

テ
オ
ド
ー
ル
・
モ
ム
ゼ
ン
に
つ
い
て
は
、L

othar W
ickert, 

T
heodor M

om
m

sen, 4 B
ände., K

losterm
ann, F

rankfurt am
 

M
ain 1959-1980. A

lbert W
ucher, T

heodor M
om

m
sen-

G
eschichtsschreibung und P

olitik. M
usterschm

idt, 

G
öttingen 1956, 2. A

ufl. 1968; ders.,  T
heodor M

om
m

sen, 

in: H
ans-U

lrich W
ehler 

（H
rsg.

）: D
eutsche H

istoriker. 

B
and 4, V

andenhoeck &
 R

uprecht, G
öttingen 1972, S

. 

（
一
一
七
八
）

宮
崎
道
三
郎
博
士
の
独
逸
法
律
史
講
義
に
つ
い
て
（
吉
原
）

二
六
三

史
の
研
究G

eschichte des B
eneficialw

esens von den ältesten 

Z
eiten bis ins zehnte Jahrhundert. P

alm
 und E

nke, 

E
rlangen 1850; F

eudalität und U
ntertanenverband, 1863

の

両
書
を
も
っ
て
知
ら
れ
る
。System

 der deutschen P
rivatrechts. 

3 B
ände. L

aupp, T
übingen, 1880-1886.

（
16
） Z

ur R
echtsgeschichte der röm

ischen und 

germ
anischen U

rkunde, B
erlin 1880; D

eutsche 

R
echtsgeschichte, L

eipzig 1887-1892.

（
17
） 

以
下
の
記
述
に
つ
き
、
宮
崎
道
三
郎
「
羅
馬
法
の
独
乙
国
に

伝
来
し
た
る
始
末
を
述
ふ
」『
法
学
協
会
雑
誌
第
六
巻
巻
（
通
号

五
九
号
・
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
）
五
八
七
─
五
九
六
頁
、

「
羅
馬
法
の
独
逸
国
に
伝
来
し
た
る
始
末
を
述
ぶ
（
前
号
の
つ
ゞ

き
）」『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
七
巻
（
通
号
六
〇
号
・
一
八
八
九
（
明

治
二
二
）
年
）
一
─
五
頁
、「
羅
馬
法
の
独
逸
国
に
伝
来
し
た
る
始

末
を
述
ぶ
」『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
七
巻
（
通
号
六
一
号
・

一
八
八
九
年
）
九
八
─
一
〇
五
頁
も
参
照
。

（
18
） 

宮
崎
道
三
郎
「
サ
ウ
ヰ
ニ
ー
氏
の
略
伝
」『
法
学
協
会
雑
誌
』

第
一
〇
巻
二
号
（
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
）
一
七
七
─

一
八
〇
頁
。

（
19
） Jhering, D

er G
eist des röm

ischen R
echts auf den 

verschiedenen S
tufen seiner E

ntw
icklung. 4 B

ände. 

ヴ
ィ
ニ
ー
、
ラ
ン
ケ
に
つ
い
て
学
び
、
ラ
ン
ケ
第
一
の
高
弟
と
も

さ
れ
る
。
中
世
史
（
フ
ラ
ン
ク
時
代
を
含
む
）
の
泰
斗
と
称
せ
ら

れ
る
。
一
八
七
五
年
以
後M

onum
enta G

erm
aniae H

istorica
の
編
纂
主
任
。
主
著
にD

eutsche V
erfssungsgeschichte 8 

B
de., 1844-1878

が
あ
る
。
詳
し
く
は
Ｇ
・
Ｐ
・
グ
ー
チ
／
林
健

太
郎
他
訳
『
十
九
世
紀
の
歴
史
と
歴
史
家
』
上
、
一
一
六
頁
以
下

を
参
照
。

（
14
） 

ヴ
ェ
ッ
ツ
ェ
ルW

etzell, G
eorg W

ilhelm
, ab 1866 von 

W
etzell, 1815-1890

の
可
能
性
も
あ
る
。
ロ
ス
ト
ッ
ク
、
マ
ー
ル

ブ
ル
ク
、
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
教
授
。L
ex X

II T
abularum

 

R
erum

 F
urtivarum

 U
sucapionem

 P
rohibet. R

ösl, M
ünchen 

1840; D
er röm

ische V
indicationsproceß. B

ernhard 

T
auchnitz, L

eipzig 1845; B
edenken gegen die A

ufhebung 

der akadem
ischen G

erichtsbarkeit. E
lw

ert, M
arburg 1848; 

D
isputatio de questione, adversus quem

 in integrum
 

restitutio im
ploranda sit. T

ypis E
lw

erti A
cadem

icis, 

M
arburg 1850; S

ystem
 des ordentlichen C

ivilprocesses. 

B
ernhard T

auchnitz, L
eipzig 1854, 3. A

ufl. 1878, 

N
achdruck G

oldbach 1995.

（
15
） 

パ
ウ
ル
・
フ
ォ
ン
・
ロ
ー
ト
は
ド
イ
ツ
の
私
法
学
者
、
ゲ
ル

マ
ニ
ス
ト
、
ド
イ
ツ
民
法
草
案
起
草
者
の
一
人
。
フ
ラ
ン
ク
時
代

（
一
一
七
九
）



日
本
法
学

　第
八
十
五
巻
第
四
号
（
二
〇
二
〇
年
三
月
）

二
六
四

に
施
行
さ
れ
た
。

（
24
） 

宮
崎
道
三
郎
「
羅
馬
法
の
独
乙
国
に
伝
来
し
た
る
始
末
を
述

ふ
」『
法
学
協
会
雑
誌
』
第
五
九
号
・
五
九
四
頁
に
よ
り
修
正
。

（
25
） B

runner, D
eutsche R

echtsgeschichtte, S
.15.

（
26
） 

ケ
ー
ニ
ヒ
ス
ベ
ル
ク
、
ブ
レ
ス
ラ
ウ
、
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学

各
教
授
を
歴
任
。G

eschichte der deutschen R
echtsquellen, 

2 B
de., 1860-1864

は
法
源
の
歴
史
に
つ
い
て
の
概
括
的
考
察
を

知
る
の
に
便
利
と
さ
れ
る
。

（
27
） B

runner, op.cit., S
.15f.

（
28
） 

モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
／
野
田
良
之
・
稲
本
洋
之
助
・
上
原
行

雄
・
田
中
治
男
・
三
辺
博
之
・
横
田
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